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1-1-1 

1 概要 

1-1 本書の概要 

本書は、「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書【長野県】平成26年8月」(以

下、「評価書」という。)及び「中央新幹線（東京都・名古屋市間）事後調査計画書（長野県）

（平成26年11月）」(以下、「事後調査計画書」という。)に基づいて、平成30年度に実施した事

後調査、モニタリング及び環境保全措置の実施状況について取りまとめ、報告するものであ

る。 
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1-2 事業の実施状況 

長野県内において、平成30年度は、大鹿村の南アルプストンネル（長野工区）において、除

山非常口及び小渋川非常口の掘削を進めたほか、県道253号赤石岳公園線の改良工事を進め

た。国道152号については、2箇所の仮桟橋の工事が完了し、迂回路の供用を一部開始した。ま

た、伊那山地トンネル（青木川工区）について、8月に工事説明会を行い、11月に寄宿舎の建

方工事に着手した。 

豊丘村では伊那山地トンネル（坂島工区）について、道路改良工事を進めたほか、坂島非常

口のヤード整備工事に着手した。また、豊丘変電所については、6月に用地説明会を実施し

た。 

喬木村の地上部では9月に用地補償説明会を実施した。 

飯田市の地上部では用地測量・物件調査を進めるとともに、5月に風越山トンネルの一部区

間の施工方法に関する地元説明会を開催した。また、中央アルプストンネル（松川）外１につ

いて、工事施工ヤードの整備に伴う伐採工及び工事用道路の準備工事に着手した。 

阿智村では中央アルプストンネル（萩の平・広瀬）１について、2月に工事契約を行ったほ

か、2月に地元説明会を開催した。 

南木曽町では8月に妻籠水道水源保全地区に関する地元説明会を開催した。また、中央アル

プストンネル（萩の平・広瀬）１については、2月に工事契約を行った。 

建設発生土は、自治体等を窓口に大鹿村の総合グラウンド整備、ろくべん館前の敷地造成に

活用した。また、当社が計画・設置する主な発生土置き場（発生土仮置き場含む）には、大鹿

村内の旧荒川荘発生土置き場、発生土仮置き場Ａ、Ｂ及びＥに存置している。 

平成30年度における工事の実施箇所及び工事の実施状況は表1-2-1のとおりである。また実

施箇所の位置を図1-2-1に示す。 

 

 表 1-2-1 平成 30 年度の工事の実施状況 

実施箇所 実施状況 

南アルプストンネル（長野工区） 

・除山非常口から非常口トンネルの掘削を進めた。 

・小渋川非常口から非常口トンネルの掘削を進めた。 

・県道253号赤石岳公園線改良工事を行った。 

・国道152号の迂回路のうち、2箇所の仮桟橋の工事を完了

した。 

伊那山地トンネル（青木川工区） ・青木川非常口の寄宿舎の建方工事に着手した。 

伊那山地トンネル（坂島工区） ・道路改良工事及びヤード整備工事を行った。 

中央アルプストンネル（松川）外 
・ヤード整備に伴う伐採工及び工事用道路の準備工事に着

手した。 

 

1本工事は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下、「鉄道・運輸機構」という。）に委託し、

鉄道・運輸機構が実施する。  
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小渋川非常口 

除山非常口 

図1-2-1（1） 工事箇所 

釜沢非常口 

青木川非常口 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂島非常口 

1-2-4 

4444444

4あｑ 

図1-2-1（2） 工事箇所 

戸中非常口 

中央アルプストンネル 

黒田非常口 
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図1-2-1（3） 工事箇所 

広瀬非常口 

萩の平非常口 
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2 事後調査 

平成 30 年度は、水資源、動物、植物及び発生土置き場について、事後調査を実施し

た。なお、動物、植物については、専門家等の助言を受けて、希少種の保護の観点から詳

細な周辺状況等について非公開とした。 

 

2-1 水資源 

地下水を利用した水資源に与える影響の予測には不確実性があることから事後調査

を実施した。なお、本報告に関わる事後調査計画については、工事計画や環境影響評

価書における地下水の予測検討範囲、既存文献資料、自治体並びに予測検討範囲が係

る地区の自治会等への聞き取り調査の結果を踏まえ策定している。 

  

2-1-1 調査方法 

調査方法を、表2-1-1-1に示す。 

 

表 2-1-1-1 水資源の現地調査方法 

区分 調査項目 調査方法 

地下水の水位 
湧水の水量 

地下水の水位及び湧水の水量、
水温、水素イオン濃度（pH）、 
電気伝導率、透視度 

「地下水調査および観測指針（案）」 
（平成 5 年、建設省河川局）に準拠した。 

地表水の流量 
地表水（河川）の流量、水温、
水素イオン濃度（pH）、 
電気伝導率 

「地下水調査および観測指針（案）」 
（平成 5 年、建設省河川局）に準拠した。 

 

 

2-1-2 調査地点 

現地調査地点を表2-1-2-1及び図2-1-2-1に示す。 
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表 2-1-2-1（1） 地下水の水位及び湧水の水量の現地調査地点 

地

点

番

号 

市

町

村

名 

地点 

評価書 

現地 

調査 

調査項目 記事 

09 

大
鹿
村 

釜沢水源（湧水） ○ 

・地下水の水位、 

 湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度（温泉を除く） 

平成 24 年より調査 

図 2-1-2-

1(1) 

参照 

10 荒川温泉 ○ 平成 24 年より調査 

11 三正坊温泉 ○ 平成 24 年より調査 

17 公共水源（湧水）   

19 上青木水源（湧水） ○ 平成 24 年より調査 

20 個人水源（湧水）   

21 個人水源（湧水）   

22 公共水源（湧水）   

24 生津の湯 ○ 平成 24 年より調査 

26 大河原水源（湧水）※1 ○ 平成 24 年より調査 

27 
個人水源 

（井戸：深さ約50m） 
○ 平成 24 年より調査 

30 
個人水源 

（井戸：深さ約65m） 
  

3 

豊
丘
村 

個人水源（横井戸）   

図 2-1-2-

1(2)(3) 

参照 

6 個人水源（横井戸）   

7 個人水源（湧水）   

9 個人水源（縦井戸）   

3 

飯
田
市 

事業者水源   

図 2-1-2-

1(3)(4) 

参照 

5 押洞水源※2 ○  

7 個人水源（湧水）   

9 正永寺原水源※3 ○  

11 個人水源（湧水）   

12 事業者水源（湧水）  
所有者事情により

測定不可 

※1：伊那山地における水収支解析の予測地点番号01に対応 

※2：環境影響評価書p.8-2-3-14における現地調査地点番号31に対応 

※3：環境影響評価書p.8-2-3-14における現地調査地点番号34に対応 

注：地点番号については「大鹿村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成26年12月）」、

「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年4月）」、「飯田市（野

底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」と同様としている 
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表 2-1-2-1（2） 地下水の水位及び湧水の水量の現地調査地点 

地

点

番

号 

市

町

村

名 

地点 

評価書 

現地 

調査 

調査項目 記事 

3 

南
木
曽
町 

個人水源（湧水）  ・地下水の水位、 

 湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度（温泉を除く） 

 

図 2-1-

2-1(5) 

参照 

5 事業者水源（湧水）   

9 妻籠簡易水道水源   

10 妻籠簡易水道水源   

注：地点番号については「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10

月）」と同様としている 
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表 2-1-2-1（3） 地表水の流量の現地調査地点 

地

点

番

号 

市

町

村

名 

地点 

評価書 

現地 

調査 

調査項目 記事 

01 

大
鹿
村 

小河内沢川（本流 上流部）  

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

平成24年より調査 

図 2-1-2-

1(1)(2) 

参照 

02 小河内沢川（支流 小日影沢）  平成24年より調査 

03 小河内沢川（支流）  平成24年より調査 

04 寺沢（支流）  平成24年より調査 

05 寺沢（本流 上流部）  平成24年より調査 

06 小河内沢川（本流 下流部） ○※1 平成19年より調査 

07 寺沢（本流 下流部） ○※1 平成19年より調査 

08 所沢 ○※2 平成19年より調査 

12 小渋川（支流）   

13 板屋沢 ○※3 平成19年より調査 

14 小渋川（本流） ○※3 平成19年より調査 

15 小渋川（支流） ○※3 平成19年より調査 

16 ツガムラ沢  平成19年より調査 

18 小渋川（支流）  平成24年より調査 

23 青木川（支流）  平成24年より調査 

25 青木川（支流）  平成24年より調査 

28 青木川（支流）  平成24年より調査 

29 青木川（支流）※4  平成24年より調査 

31 青木川（支流）  平成24年より調査 

32 青木川（支流）  平成24年より調査 

33 青木川（支流）  平成24年より調査 

34 青木川（支流）  平成24年より調査 

35 青木川（支流）  平成24年より調査 

51 青木川（本流）※5   

※1：環境影響評価書p.8-2-4-36における予測地点番号02に対応 

※2：環境影響評価書p.8-2-4-36における予測地点番号03に対応 

※3：環境影響評価書p.8-2-4-36における予測地点番号01に対応 

※4：伊那山地における水収支解析の予測地点番号02に対応 

※5：伊那山地における水収支解析により平成28年度より追加。なお、水収支解析の予測地点番号03に

対応 

注 ：地点番号については「大鹿村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成26年12

月）」と同様としている 

 

 



2-1-5 

 

表 2-1-2-1（4） 地表水の流量の現地調査地点 

地点

番号 

市町

村名 
地点 

評価書 

現地調査 
調査項目 記事 

1 

豊
丘
村 

虻川（本流 上流部）  

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

図 2-1-2-

1(2)(3) 

参照 

2 虻川（支流）  

4 虻川（本流 下流部）※1  

5 本村川（支流）  

8 場知沢川  

10 壬生沢川※2  

11 地蔵沢川  

1 

飯
田
市 

野底川下流  

図 2-1-2-

1(3)(4) 

参照 

2 松洞川下流 ○※3 

4 王竜寺川下流  

6 滝の沢川下流  

8 阿弥陀沢川下流  

10 西の原沢川下流  

13 円悟沢川下流  

14 松川下流 ○※4 

15 清水沢水源  

1 

南
木
曽
町 

中の沢（高区水源）  

図 2-1-2-

1(5) 

参照 

2 向ヶ原水源  

4 蘭川本流 ○※5 

6 ドンガメ沢下流  

7 男埵川下流  

8 三十沢下流  

11 権現沢  

※1：伊那山地における水収支解析の予測地点番号04に対応 

※2：伊那山地における水収支解析の予測地点番号05に対応 

※3：環境影響評価書p.8-2-1-3における現地調査地点番号14に対応 

※4：環境影響評価書p.8-2-1-3における現地調査地点番号15に対応 

※5：環境影響評価書p.8-2-1-3における現地調査地点番号18に対応 

注 ：地点番号については「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成

28年4月）」、「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10月）」、「飯

田市（野底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」と同様

としている 
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図 2-1-2-1（1） 現地調査地点図（地下水の水位及び湧水の水量、地表水の流量）【大鹿村】 

変電所 

青木川非常口 

除山非常口 

釜沢非常口 

小渋川非常口 
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33 

凡例 

   地下水の水位（縦井戸） 

   湧水の水量（湧水等） 

   地表水の流量 

35 

34 

大鹿村 

図 2-1-2-1（2） 現地調査地点図（地下水の水位及び湧水の水量、地表水の流量）【豊丘村、大鹿村】 
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変電所 

坂島非常口 

戸中非常口 



 
 

凡例 

 ● 地下水の水位（縦井戸） 

 ■ 湧水の水量（湧水等） 

 ○ 地表水の流量 

図 2-1-2-1（3） 現地調査地点図（地下水の水位及び湧水の水量、地表水の流量）【飯田市、豊丘村】 
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黒田非常口 



 
 

凡例 

 ● 地下水の水位（縦井戸） 

 ■ 湧水の水量（湧水等） 

 ○ 地表水の流量 

図 2-1-2-1（4） 現地調査地点図（地下水の水位及び湧水の水量、地表水の流量）【飯田市】 

2-1-
9 

萩の平非常口 



 

2-
1-

10 

図 2-1-2-1（5） 現地調査地点図（地下水の水位及び湧水の水量、地表水の流量）【南木曽町】 

広瀬非常口 
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2-1-3 調査期間 

現地調査の期間を表 2-1-3-1 に示す。 

 

表 2-1-3-1(1) 地下水の水位及び湧水の水量の現地調査期間 

調査項目 調査期間 

水位又は水量、水温、pH、電気伝導率、 
透視度（温泉を除く） 

 

平成 30 年 4 月 9～10 日、12 日、19～20 日、23 日 
平成 30 年 5 月 8～12 日、16 日 
平成 30 年 6 月 8 日、13～14 日、18～19 日、26 日 
平成 30 年 7 月 9～13 日、24～25 日 
平成 30 年 8 月 6～7 日、10 日、17 日、21～22 日 
平成 30 年 9 月 4～7 日、11 日、28 日 
平成 30 年 10 月 9 日、11～13 日、16 日、19 日 
平成 30 年 11 月 5 日、7 日、9 日、12～13 日、16 日、
20～21 日 
平成 30 年 12 月 10～13 日、18～19 日、21 日 
平成 31 年 1 月 9～11 日、16～19 日、21～22 日 
平成 31 年 2 月 5～6 日、8 日、13 日、18～20 日 
平成 31 年 3 月 4～5 日、7～8 日、12 日、18～20 日 

 

 

表 2-1-3-1(2) 地表水の流量の現地調査期間 

調査項目 調査期間 

流量、水温、pH、電気伝導率 

平成 30 年 4 月 9～13 日、19～21 日、23 日 

平成 30 年 5 月 8～12 日、15 日、17～18 日、28 日 

平成 30 年 6 月 8 日、13～16 日、18～19 日 

平成 30 年 7 月 9～10 日、12～13 日、17 日、 

19～20 日、24～25 日 

平成 30 年 8 月 1～2 日、6～10 日、21～22 日 

平成 30 年 9 月 3 日、6 日、11～14 日、26～28 日 

平成 30 年 10 月 9 日、11 日、13 日、15～19 日 

平成 30 年 11 月 5～7 日、9 日、12～14 日、20～21 日 

平成 30 年 12 月 4～6 日、10～13 日、18～19 日 

平成 31 年 1 月 8～10 日、16～19 日、21～24 日 

平成 31 年 2 月 5～9 日、12～15 日、18～20 日 

平成 31 年 3 月 4～5 日、7～9 日、11～13 日、15 日、 

18～20 日 

  

 

2-1-4 調査結果 

調査結果を表 2-1-4-1 及び図 2-1-4-1 に示す。なお、図 2-1-4-1 で示す平成 26 年度、平

成 27 年度の結果は「平成 27 年度における環境調査の結果等について（平成 28 年 6 月）」

に、平成 28 年度の結果は「平成 28 年度における環境調査の結果等について（平成 29 年 6

月）」に、平成 29 年度の結果は「平成 29 年度における環境調査の結果等について（平成

30 年 6 月）」に記載している。



 

  

表 2-1-4-1（1） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

09 

大
鹿
村 

釜沢水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.0 10.2 10.2 11.5 11.6 11.9 11.1 10.4 9.5 9.0 8.1 6.6 

pH 8.4 8.2 7.9 7.9 7.9 8.0 8.7 7.8 8.1 7.3 8.2 7.9 

電気伝導率

（mS/m） 
18.6 12.8 11.5 12.1 10.7 10.6 10.9 10.8 10.9 11.1 11.8 14.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 258.6 245.4 288.0 255.6 240.0 326.4 258.0 186.6 174.6 155.4 130.8 130.8 

10 荒川温泉 

水温（℃） 8.2 9.3 11.3 12.6 14.3 14.0 12.7 11.3 9.3 6.9 6.3 4.6 

pH 7.9 8.0 7.9 8.5 7.7 8.0 8.2 8.0 7.0 8.0 7.4 8.1 

電気伝導率

（mS/m） 
43.4 44.0 58.3 40.8 50.3 36.5 46.4 45.4 39.5 52.3 47.3 52.8 

透視度（cm） - - - - - - - - - - - - 

水量（L/min） 1.8 2.1 1.2 1.9 1.0 6.0 1.4 1.3 1.7 1.0 1.0 1.6 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：温泉水は透視度は対象外。 

  

2
-
1
-
1
2
 



 

表 2-1-4-1（2） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

11 

大
鹿
村 

三正坊温泉 

水温（℃） 16.6 15.4 16.4 18.3 17.7 18.8 17.4 17.3 18.8 15.5 16.2 10.6 

pH 8.1 8.4 8.1 8.3 8.3 8.3 8.4 8.4 8.3 8.5 8.2 8.5 

電気伝導率

（mS/m） 
272.0 286.0 283.0 279.0 212.0 227.0 280.0 282.0 264.0 280.0 288.0 326.0 

透視度（cm） - - - - - - - - - - - - 

水位（m）注 4 -0.1 -0.1 -10.4 -3.3 -20.0 -0.7 -10.8 -0.1 -17.5 -0.1 -0.1 -17.0 

17 
公共水源

（湧水） 

水温（℃） 9.0 8.9 9.1 9.2 9.7 9.6 9.8 9.0 8.6 8.0 8.4 3.5 

pH 8.4 7.6 8.2 7.2 7.6 7.9 8.7 7.2 7.5 7.9 7.9 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
9.9 9.9 9.9 9.2 9.6 8.6 9.2 9.5 10.2 10.7 9.3 13.3 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 186.0 378.0 228.0 396.0 306.0 294.0 468.0 240.0 168.0 78.0 78.0 72.0 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：温泉水は透視度は対象外。 

注 4：水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

 

 

 

 

2
-
1
-
1
3
 



 

表 2-1-4-1（3） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

19 

大
鹿
村 

上青木水源

（湧水） 

水温（℃） 9.4 9.2 10.2 10.1 10.3 10.0 9.0 8.5 8.3 7.5 8.3 8.1 

pH 7.7 7.4 8.2 7.4 8.1 7.9 8.7 7.8 7.8 7.8 7.4 8.2 

電気伝導率

（mS/m） 
11.6 7.9 8.0 7.9 8.2 7.8 11.0 8.5 8.4 7.9 7.4 7.7 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 96.0 108.0 66.6 41.4 58.8 273.0 59.4 52.2 34.8 55.8 42.6 33.0 

20 
個人水源

（湧水） 

水温（℃） 9.4 9.4 9.5 10.9 11.5 10.7 9.5 8.8 7.7 11.5 7.8 7.6 

pH 7.5 8.1 7.5 7.8 7.6 7.8 7.8 7.6 7.7 7.8 7.6 8.6 

電気伝導率

（mS/m） 
8.2 7.7 11.3 6.9 7.8 7.2 9.3 11.5 9.5 9.0 12.2 8.4 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 41.4 72.0 20.4 56.4 24.0 39.6 26.4 26.4 19.8 13.8 10.8 18.6 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 
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-
1
-
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表 2-1-4-1（4） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

21 

大
鹿
村 

個人水源

（湧水） 

水温（℃） 11.5 12.4 11.2 12.0 12.6 11.3 11.3 10.5 9.7 9.3 8.6 9.0 

pH 7.8 8.0 7.8 7.3 7.7 7.1 8.4 8.0 7.3 7.8 7.6 8.0 

電気伝導率

（mS/m） 
31.4 14.4 29.0 26.0 27.8 26.1 30.7 28.9 28.9 27.4 28.8 25.1 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 10.8 5.6 24.0 48.6 12.0 38.4 13.8 7.8 4.5 1.7 4.1 3.5 

22 
公共水源

（湧水） 

水温（℃） 9.3 10.1 12.3 15.2 15.1 14.0 12.2 9.8 6.7 4.1 4.6 5.8 

pH 8.5 9.0 8.2 7.7 7.4 7.9 8.0 8.2 8.5 7.9 8.1 8.5 

電気伝導率

（mS/m） 
19.2 15.7 11.2 13.5 13.0 21.6 19.6 15.2 15.8 14.5 15.8 14.1 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 192.0 282.0 144.0 114.0 192.0 120.0 162.0 126.0 78.0 114.0 102.0 108.0 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 
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表 2-1-4-1（5） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

24 

大
鹿
村 

生津の湯 

水温（℃） 12.6 10.5 18.9 18.0 15.9 14.3 11.9 10.1 7.6 5.4 6.7 7.3 

pH 11.6 11.7 11.6 10.6 11.5 11.0 11.7 11.6 11.8 11.6 11.4 12.1 

電気伝導率

（mS/m） 
55.4 64.4 60.6 61.5 70.9 79.4 68.6 65.5 62.7 61.3 60.3 65.3 

透視度（cm） - - - - - - - - - - - - 

水量（L/min） 0.7 0.7 0.7 0.6 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 

26 
大河原水源

（湧水） 

水温（℃） 12.3 12.0 12.8 13.0 13.0 13.2 12.0 11.1 8.6 9.7 11.1 12.1 

pH 9.0 9.1 8.9 8.7 8.9 8.5 8.2 8.9 8.7 8.9 8.5 9.1 

電気伝導率

（mS/m） 
27.0 26.2 20.0 27.0 27.4 24.6 28.9 26.1 25.9 25.7 25.1 24.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 276.0 1086.0 564.0 756.0 1086.0 1044.0 1392.0 348.0 214.2 227.0 234.0 204.0 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：温泉水は透視度は対象外。 
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表 2-1-4-1（6） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

27 

大
鹿
村 

個人水源 

（井戸：深さ

約 50m） 

水温（℃） 13.5 14.1 14.6 13.7 17.4 14.5 13.5 13.3 12.0 12.8 13.1 13.3 

pH 8.2 8.0 8.4 8.0 7.7 7.6 7.1 7.7 7.9 7.9 7.9 8.3 

電気伝導率

（mS/m） 
15.7 15.2 13.6 14.7 16.5 13.0 15.2 14.9 15.6 15.3 15.2 16.0 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -18.4 -18.1 -18.5 -18.4 -18.4 -18.1 -18.6 -18.6 -18.6 -18.6 -18.7 -18.6 

30 

個人水源 

（井戸：深さ

約 65m） 

水温（℃） 13.3 13.5 13.4 14.5 15.0 15.2 14.3 12.1 10.0 10.5 12.3 12.5 

pH 8.5 8.7 8.4 8.4 8.5 8.2 8.0 8.3 8.7 8.7 8.6 8.9 

電気伝導率

（mS/m） 
28.4 30.1 21.5 28.0 30.4 26.7 29.4 26.1 27.7 27.9 27.0 28.8 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -17.9 -17.4 -18.3 -18.1 -18.2 -17.6 -18.3 -18.5 -18.2 -18.1 -18.2 -18.1 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 2-1-4-1（7） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

3 

豊
丘
村 

個人水源 

（横井戸） 

水温（℃） - - - - 23.1 22.4 18.4 11.4 5.6 3.7 4.8 8.3 

pH - - - - 6.5 6.8 6.9 6.8 6.9 6.3 6.5 6.5 

電気伝導率

（mS/m） 
- - - - 10.1 8.6 8.1 9.6 10.5 11.8 11.5 11.5 

透視度（cm） - - - - >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 0 0 0 0 1.6 1.8 1.2 1.0 0.9 0.4 0.4 0.4 

6 
個人水源 

（横井戸） 

水温（℃） 10.8 14.9 20.0 20.4 19.5 20.6 16.7 13.6 10.7 9.4 6.9 7.9 

pH 7.5 7.1 7.0 6.4 6.5 6.4 6.8 7.3 7.3 7.2 7.1 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
10.0 8.9 8.9 9.7 9.3 8.1 9.1 8.7 8.7 8.8 8.9 9.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 1.1 1.3 0.7 0.8 1.1 1.2 1.8 1.2 0.8 0.7 0.5 0.5 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(2)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

「-」:水量がないためデータなし。 
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表 2-1-4-1（8） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

7 

豊
丘
村 

個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 15.3 15.5 17.7 16.5 18.3 18.0 17.1 14.9 12.3 11.7 11.0 12.7 

pH 7.3 6.4 6.9 6.6 6.6 6.4 6.6 6.5 7.2 6.8 6.8 6.6 

電気伝導率

（mS/m） 
28.7 24.4 28.6 27.1 29.2 23.9 26.2 26.9 27.8 27.8 28.0 27.3 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 2.4 5.7 2.4 6.6 2.9 3.0 0.3 3.1 2.4 2.0 1.9 1.4 

9 
個人水源 

（縦井戸） 

水温（℃） 12.5 13.0 21.2 20.3 20.4 18.3 21.2 17.5 17.0 12.5 13.3 12.8 

pH 6.8 6.7 6.7 6.4 6.2 6.5 7.0 6.9 7.3 6.6 6.7 6.7 

電気伝導率

（mS/m） 
8.4 10.1 10.7 10.6 10.5 9.2 12.2 10.2 8.7 8.6 8.3 8.1 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -3.2 -2.9 -3.0 -2.9 -3.0 -2.9 -2.8 -3.0 -3.1 -3.0 -3.0 -3.0 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(2)、(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

 

 

 

 

2
-
1
-
1
9
 



 

表 2-1-4-1（9） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

3 

飯
田
市 

事業者水源 

水温（℃） 14.1 12.3 12.6 

pH 6.9 6.8 6.7 

電気伝導率

（mS/m） 
6.8 6.6 6.5 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -3.4 -3.3 -3.5 

5 押洞水源 

水温（℃） 15.1 - 14.5 

pH 6.5 - 6.5 

電気伝導率

（mS/m） 
10.9 - 11.0 

透視度（cm） >100 - >100 

水位（m）注 3 -20.5 -21.5 -19.4 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ 

「-」:設備不良のため採水不可。 
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表 2-1-4-1（10） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

7 

飯
田
市 

個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 11.6 11.6 11.2 

pH 6.5 6.4 6.3 

電気伝導率

（mS/m） 
5.6 5.6 5.8 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 20.4 16.2 16.2 

9 
正永寺原 

水源 

水温（℃） 14.2 14.3 13.6 

pH 6.3 6.3 6.3 

電気伝導率

（mS/m） 
11.4 12.7 12.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -13.3 -13.7 -27.0 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(3)、(4)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ 
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表 2-1-4-1（11） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

11 
飯
田
市 

個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 9.3 9.6 9.6 

pH 7.3 7.2 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
7.1 7.2 7.2 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 3.2 3.1 3.2 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(3)、(4)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 
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表 2-1-4-1（12） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

3 

南
木
曽
町 

個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 9.1 8.9 10.0 10.7 12.0 12.2 12.0 11.8 7.9 4.1 - 8.2 

pH 6.7 6.3 6.5 6.4 6.3 6.2 6.4 6.4 6.3 7.3 - 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
2.4 2.1 2.2 2.4 2.4 2.7 2.6 2.6 2.6 2.8 - 2.7 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 - >100 

水量（L/min） 2.4 10.8 3.0 7.2 1.8 15.6 4.3 1.7 0.2 0.1 0 0.2 

5 
事業者水源 

（湧水） 

水温（℃） 9.3 12.8 17.5 16.2 18.9 16.1 13.9 12.7 9.7 8.6 8.6 9.8 

pH 7.6 7.3 7.2 7.3 6.9 7.3 7.5 7.5 7.7 7.6 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
4.9 4.6 4.6 4.6 4.7 4.8 4.7 4.7 4.8 4.8 4.8 4.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 17.4 18.0 18.0 18.0 22.2 22.2 22.2 21.6 21.0 21.0 21.0 21.6 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(5)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

「-」:水量がないためデータなし。 
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表 2-1-4-1（13） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

9 

南
木
曽
町 

妻籠簡易 

水道水源 

水温（℃） 9.0 11.4 13.1 14.3 15.6 15.3 14.5 12.9 10.1 7.1 5.8 6.6 

pH 7.1 6.8 7.4 7.0 7.1 7.2 6.8 7.2 7.6 7.4 7.3 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
7.2 7.9 6.3 8.2 6.3 8.6 8.2 6.4 5.9 5.7 5.6 6.2 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 0.5 1.0 0.6 0.3 0.7 1.2 1.0 0.9 1.0 0.8 0.8 0.8 

10 
妻籠簡易 

水道水源 

水温（℃） 10.5 12.8 15.2 15.5 15.3 15.4 14.5 13.2 12.7 11.0 10.5 11.0 

pH 7.1 6.4 7.7 7.4 7.0 7.5 6.9 7.0 7.5 7.4 7.2 7.9 

電気伝導率

（mS/m） 
9.8 10.5 8.3 11.9 8.7 11.0 11.2 8.3 7.9 7.9 7.1 10.8 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 0.8 0.9 0.8 1.0 0.7 1.1 0.9 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 

注 1：地点番号は図 2-1-2-1(5)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は集水升底面からの高さ。 

2
-
1
-
2
4
 



2-1-25 

測定方法：容器法 

 

注：平成 29 年 1～9 月の降水量は前年及び前々年の同期間と比較して約 60％の降水量であった。 

図 2-1-4-1(1)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（09 大鹿村 釜沢水源（湧水）） 

測定方法：容器法 

 

注1：平成29年度3月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

注2：平成30年度9月期は測定日の5日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1(2)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（10 大鹿村 荒川温泉） 



2-1-26 

測定方法:接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。  

 

注 1：平成 27 年度 3 月期は取水状況に変化があった。 

注 2：平成 28 年度 12 月期はバルブ故障のため漏水しており、水位が測定できなかったため欠測。 

図 2-1-4-1(3)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（11 大鹿村 三正坊温泉） 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 29 年 1～9 月の降水量は前年及び前々年の同期間と比較して約 60％の降水量であった。 

注 2：平成 31 年 1～3 月の降水量は平成 27～30 年の同期間と比較して約 70％の降水量であった。 

図 2-1-4-1(4)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（17 大鹿村 公共水源（湧水）） 



2-1-27 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注 1：平成 28 年度 5 月期は測定日の前々日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 29 年度 10 月期は測定日の 3 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

注 3：平成 30 年度 9 月期は測定日の 4 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1(5)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（19 大鹿村 上青木水源（湧水）） 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(6)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（20 大鹿村 個人水源（湧水）） 



2-1-28 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(7)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（21 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 

測定方法：容器法 

 

注：平成29年度10月期は測定日の3日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1(8)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（22 大鹿村 公共水源（湧水）） 



2-1-29 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(9)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（24 大鹿村 生津の湯） 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注1：平成27年度は、周辺で工事が実施されていた。 

注2：平成30年度10月期は前月の降雨の影響により増水した。 

図 2-1-4-1(10)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（26 大鹿村 大河原水源（湧水）） 

 



2-1-30 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 2-1-4-1(11)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（27 大鹿村 個人水源（井戸：深さ約50m）） 

 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 2-1-4-1(12)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（30 大鹿村 個人水源（井戸：深さ約65m）） 



2-1-31 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(13)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（3 豊丘村 個人水源（横井戸）） 

 

 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(14)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（6 豊丘村 個人水源（横井戸）） 



2-1-32 

測定方法：容器法 

 

注：平成28年度12月期は所有者事情により、測定できなかったため欠測。 

図 2-1-4-1(15)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（7 豊丘村 個人水源（湧水）） 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 2-1-4-1(16)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（9 豊丘村 個人水源（縦井戸）） 



2-1-33 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 2-1-4-1(17)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（3 飯田市 事業者水源） 

 

測定方法：触針式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 2-1-4-1(18)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（5 飯田市 押洞水源） 

 

 



2-1-34 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(19)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（7 飯田市 個人水源（湧水）） 

 

測定方法：触針式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

注：平成30年度3月期は測定日にポンプが作動していたため、水位が低下。 

図 2-1-4-1(20)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（9 飯田市 正永寺原水源） 

 



2-1-35 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(21)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（11 飯田市 個人水源（湧水）） 

 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(22)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（3 南木曽町 個人水源（湧水）） 

 



2-1-36 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1(23)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（5 南木曽町 事業者水源（湧水）） 

 

 

測定方法：接触式水位計 水位は集水升底面からの高さ。 

 

図 2-1-4-1(24)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（9 南木曽町 妻籠簡易水道水源） 

 

 



2-1-37 

測定方法：接触式水位計 水位は集水升底面からの高さ。 

 

図 2-1-4-1(25)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（10 南木曽町 妻籠簡易水道水源） 



 

表 2-1-4-1(14) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

01 

大
鹿
村 

小河内沢川 

（本流 上流部） 

水温（℃） 8.6 8.2 13.4 16.1 17.8 12.3 8.9 7.1 2.5 1.2 1.6 0.0 

pH 8.1 7.7 8.0 8.3 7.7 7.8 7.9 7.6 7.7 7.4 7.7 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
15.3 14.9 17.2 15.2 16.1 13.5 17.1 18.5 18.3 20.3 19.4 20.8 

流量（m3/min） 4.8 71.9 22.0 75.2 39.6 50.6 24.5 14.8 18.6 15.9 7.4 22.0 

02 
小河内沢川 

（支流 小日影沢） 

水温（℃） 7.9 7.0 11.1 14.3 15.7 12.1 9.5 7.5 3.4 1.4 1.9 0.0 

pH 8.1 7.9 8.2 8.2 7.7 7.7 7.9 7.6 7.8 7.2 7.8 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
14.5 13.9 18.8 14.5 16.8 13.9 18.3 20.2 18.4 22.6 21.6 21.2 

流量（m3/min） 13.7 15.3 2.3 7.6 2.7 11.1 3.1 2.1 2.8 2.3 0.7 4.2 

03 
小河内沢川 

（支流） 

水温（℃） 9.3 8.0 12.1 15.0 18.4 12.9 9.6 7.6 2.7 0.4 0.8 0.6 

pH 7.9 7.5 8.0 8.4 7.9 8.1 8.0 8.0 8.0 7.9 7.6 8.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
20.0 19.9 22.2 20.6 22.7 19.3 22.1 22.3 23.1 22.2 22.1 23.3 

流量（m3/min） 0.56 0.60 0.06 0.72 0.05 0.35 0.17 0.16 0.11 0.11 0.04 0.34 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 
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表 2-1-4-1(15) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

04 

大
鹿
村 

寺沢 

（支流） 

水温（℃） 10.7 8.9 12.8 16.5 17.9 13.8 10.3 9.5 5.2 2.7 3.4 -0.2 

pH 8.1 7.8 8.1 7.8 8.0 7.4 8.1 7.7 7.9 7.7 7.8 7.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
12.1 12.1 15.8 12.6 15.3 11.7 14.3 16.4 15.1 16.0 16.4 12.2 

流量（m3/min） 0.54 0.72 0.09 0.46 0.09 0.29 0.20 0.06 0.07 0.06 0.03 0.31 

05 
寺沢 

（本流 上流部） 

水温（℃） 11.1 9.5 12.2 15.1 17.0 13.6 10.7 9.0 4.7 2.8 2.3 0.4 

pH 8.1 7.9 8.1 8.2 7.5 7.6 8.0 7.9 7.6 7.7 7.6 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
11.8 11.1 13.2 11.3 13.4 10.9 12.3 13.4 14.2 13.9 13.9 14.2 

流量（m3/min） 9.2 12.6 3.9 15.4 5.7 8.0 6.8 2.7 2.6 3.8 1.8 7.4 

06 
小河内沢川 

（本流 下流部） 

水温（℃） 9.6 8.8 14.3 16.9 18.6 13.3 9.9 7.9 4.4 1.2 1.2 0.0 

pH 8.2 8.2 7.9 8.5 7.9 7.3 8.0 8.0 8.2 7.4 8.1 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
15.3 14.7 16.3 14.5 16.6 13.8 17.4 18.9 17.0 20.8 20.6 20.7 

流量（m3/min） 64.9 92.4 23.7 93.0 46.7 74.6 34.1 21.7 39.9 17.0 11.9 32.2 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 
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表 2-1-4-1(16) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

07 

大
鹿
村 

寺沢 

（本流 下流部） 

水温（℃） 10.6 9.7 12.9 15.5 17.3 13.9 11.6 9.7 7.2 3.3 3.0 4.6 

pH 8.1 8.1 8.0 8.1 7.9 7.4 7.9 8.1 8.2 7.7 8.1 8.1 

電気伝導率 

（mS/m） 
12.1 11.5 13.0 11.1 14.7 11.4 13.1 14.6 15.1 14.9 15.1 13.7 

流量（m3/min） 11.0 24.0 3.3 17.5 6.1 9.7 7.2 3.5 3.8 3.1 1.8 7.5 

08 所沢 

水温（℃） 10.0 7.1 12.7 14.4 17.1 12.8 10.9 9.5 4.6 3.4 2.9 4.5 

pH 8.1 7.5 7.9 7.9 7.7 7.6 8.4 7.8 7.8 8.0 8.0 7.8 

電気伝導率 

（mS/m） 
8.2 8.1 9.4 7.0 9.2 9.9 8.8 9.8 10.6 10.6 10.7 10.6 

流量（m3/min） 12.8 15.5 3.8 13.7 5.5 11.6 7.0 3.6 2.2 3.9 3.0 5.0 

12 
小渋川 

（支流） 

水温（℃） 9.6 9.6 11.5 12.8 13.8 12.1 10.8 9.9 7.3 5.6 4.7 2.1 

pH 8.2 8.1 8.2 7.8 7.5 7.6 8.4 7.8 7.9 7.9 7.7 7.7 

電気伝導率 

（mS/m） 
7.4 7.1 8.3 7.2 7.9 10.4 8.0 8.4 7.9 7.7 7.7 9.0 

流量（m3/min） 0.42 0.73 0.24 0.70 0.34 0.52 0.41 0.40 0.23 0.45 0.14 0.31 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 
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表 2-1-4-1(17) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

13 

大
鹿
村 

板屋沢 

水温（℃） 8.4 7.7 14.0 13.6 16.7 11.8 9.8 8.4 3.7 2.4 2.1 3.5 

pH 8.0 7.4 7.9 8.0 8.1 7.4 8.2 8.0 7.8 7.8 7.7 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
11.7 11.1 14.1 12.1 14.7 11.0 14.8 16.5 15.8 17.0 16.7 13.4 

流量（m3/min） 55.9 59.8 12.9 56.0 13.6 143.5 19.0 9.3 7.1 5.7 4.9 16.4 

14 
小渋川 

（本流） 

水温（℃） 8.2 6.8 12.6 12.2 14.5 11.1 9.6 8.6 5.2 4.1 3.5 4.5 

pH 8.0 8.0 7.4 8.0 7.8 7.3 8.0 8.2 7.5 7.8 7.7 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
13.6 12.7 13.1 12.9 14.5 13.6 15.5 16.5 16.9 17.6 17.7 15.8 

流量（m3/min） 191.8 261.7 81.2 443.0 89.9 *** 75.4 23.2 33.3 5.1 5.1 48.8 

15 
小渋川 

（支流） 

水温（℃） 9.5 7.9 - 13.9 - 12.1 - - - - - - 

pH 7.6 7.8 - 8.0 - 7.8 - - - - - - 

電気伝導率 

（mS/m） 
4.7 7.6 - 7.9 - 9.7 - - - - - - 

流量（m3/min） 6.9 6.4 0 6.0 0 7.5 0 0 0 0 0 0 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

「***」:増水のため測定不可。 

「-」:流量がないためデータなし。 
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表 2-1-4-1(18) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

16 

大
鹿
村 

ツガムラ沢 

水温（℃） 9.9 10.5 10.9 16.2 16.2 10.5 10.2 5.1 1.9 0.9 1.6 3.4 

pH 7.8 7.5 7.4 8.9 7.8 7.4 8.0 7.9 7.8 6.9 7.6 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
8.6 8.8 8.9 7.5 9.8 10.5 10.2 9.9 10.5 10.2 9.9 10.6 

流量（m3/min） 24.8 16.5 15.2 15.8 6.3 37.9 14.2 6.7 7.0 5.2 6.6 7.3 

18 
小渋川 

（支流） 

水温（℃） 10.7 13.1 13.8 22.5 21.9 13.5 12.7 6.9 3.6 1.6 2.0 3.7 

pH 8.0 8.1 8.0 8.4 8.4 7.8 8.3 8.5 8.2 8.4 8.2 8.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
12.9 14.3 15.0 15.1 16.9 13.5 15.1 16.5 16.1 16.3 16.2 14.9 

流量（m3/min） 1.7 1.3 1.3 1.6 0.6 4.5 1.3 0.6 0.7 0.6 1.2 0.9 

23 
青木川 

（支流） 

水温（℃） 9.8 9.6 12.5 16.4 17.4 14.8 13.1 10.3 6.5 4.2 5.1 6.2 

pH 7.9 7.9 8.0 8.0 8.0 8.6 8.0 7.2 8.5 8.8 7.9 8.2 

電気伝導率 

（mS/m） 
36.5 30.7 37.4 38.4 36.9 31.5 36.3 41.8 42.7 41.8 41.0 42.7 

流量（m3/min） 0.016 0.041 0.020 0.011 0.009 0.156 0.008 0.007 0.006 0.005 0.005 0.005 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 

 

2
-
1
-
4
2
 

 



 

 

表 2-1-4-1(19) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

25 

大
鹿
村 

青木川 

（支流） 

水温（℃） 12.3 8.8 18.1 19.2 19.6 14.3 10.2 7.0 2.6 0.7 1.7 4.3 

pH 7.4 8.1 8.0 8.1 8.0 7.8 7.6 7.7 7.1 7.4 7.5 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
10.8 9.1 12.1 12.5 12.0 7.9 13.6 13.8 12.8 12.5 13.5 13.0 

流量（m3/min） 1.08 2.87 0.57 0.53 0.24 4.66 0.72 0.15 0.09 0.67 0.16 0.36 

28 
青木川 

（支流） 

水温（℃） 11.4 9.5 13.9 16.2 16.4 12.9 9.7 7.0 3.9 1.6 2.8 5.5 

pH 7.7 7.9 8.0 7.8 7.4 7.9 8.2 7.6 8.2 7.4 7.6 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
7.8 7.1 8.2 7.1 8.6 7.0 7.9 8.9 9.1 9.2 9.6 9.5 

流量（m3/min） 2.7 7.0 2.6 2.6 0.8 8.9 2.9 0.9 1.6 1.2 1.4 1.7 

29 
青木川 

（支流） 

水温（℃） 12.1 9.9 13.6 19.7 19.4 15.9 11.5 7.2 3.2 0.4 2.2 5.1 

pH 7.8 8.2 8.0 8.0 8.1 8.6 8.1 8.1 7.6 8.4 8.5 8.2 

電気伝導率 

（mS/m） 
14.5 13.5 14.5 13.0 17.8 14.1 15.0 16.8 17.2 17.8 17.1 16.8 

流量（m3/min） 3.9 4.8 1.9 3.8 1.2 13.9 3.1 1.6 1.5 2.1 1.8 1.7 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)を参照。 
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表 2-1-4-1(20) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

31 

大
鹿
村 

青木川（支流） 

水温（℃） 13.2 10.9 14.8 19.2 19.0 15.8 13.4 9.2 5.7 3.4 4.6 7.2 

pH 7.9 8.2 8.3 8.1 8.1 9.1 8.2 8.2 8.7 7.7 8.3 8.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
20.9 19.8 20.2 17.8 12.4 21.0 22.4 21.1 21.6 22.1 21.5 21.0 

流量（m3/min） 0.9 1.8 0.4 1.1 0.6 3.8 1.2 0.5 0.7 0.9 0.8 1.0 

32 青木川（支流） 

水温（℃） 11.5 9.8 14.3 17.7 17.8 13.1 11.3 7.2 4.1 1.9 3.4 5.6 

pH 8.1 8.2 7.9 8.0 7.9 7.6 7.9 7.7 8.3 7.6 7.7 8.1 

電気伝導率 

（mS/m） 
11.7 10.8 12.0 12.0 12.5 13.9 11.8 12.3 12.6 12.6 12.6 12.9 

流量（m3/min） 6.7 15.6 6.0 6.7 4.0 21.8 10.0 2.7 4.1 3.3 3.5 2.7 

33 青木川（支流） 

水温（℃） 10.8 10.2 13.3 18.4 17.1 13.2 11.0 8.1 4.0 1.6 2.0 4.8 

pH 7.4 7.8 7.8 7.4 7.5 7.6 7.6 7.7 7.7 7.6 7.9 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
7.2 6.7 7.9 7.2 7.7 8.0 6.9 7.8 8.0 7.7 7.9 7.5 

流量（m3/min） 1.6 5.2 2.2 2.2 0.6 5.9 2.8 0.5 0.6 0.3 0.5 0.4 

注：地点番号は図 2-1-2-1(1)、(2)を参照。 

2
-
1
-
4
4
 



 

表 2-1-4-1(21) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

34 

大
鹿
村 

青木川 

（支流） 

水温（℃） 11.5 9.8 13.5 19.2 18.0 14.8 10.8 7.8 3.0 0.9 1.7 4.4 

pH 7.6 7.9 7.8 7.7 7.4 7.5 7.4 7.8 7.9 7.4 7.7 7.9 

電気伝導率 

（mS/m） 
8.2 7.1 9.0 8.6 10.0 6.9 7.5 8.3 8.5 8.3 8.6 9.1 

流量（m3/min） 2.5 3.2 1.6 1.8 0.8 5.2 1.5 0.5 1.1 0.5 0.7 0.8 

35 
青木川 

（支流） 

水温（℃） 10.7 9.4 12.4 18.2 17.9 14.2 10.5 7.5 3.6 1.6 2.8 5.3 

pH 7.8 7.9 7.9 7.7 7.9 7.9 7.6 7.6 7.6 7.5 7.7 7.8 

電気伝導率 

（mS/m） 
5.4 4.8 6.0 5.6 6.4 4.7 5.4 6.0 6.0 6.0 6.1 6.4 

流量（m3/min） 2.0 4.0 1.6 1.6 0.7 4.9 2.4 0.5 0.7 0.9 0.9 0.5 

51 
青木川 

（本流） 

水温（℃） 12.5 13.6 13.7 21.4 16.6 13.6 12.1 7.7 4.4 2.4 5.2 7.0 

pH 7.6 8.0 8.1 8.1 7.6 7.9 8.0 7.8 8.3 7.7 7.9 8.0 

電気伝導率 

（mS/m） 
11.3 11.6 12.1 11.1 12.9 14.2 14.3 13.9 13.8 14.0 13.7 13.9 

流量（m3/min） 139.7 132.3 108.5 134.7 96.8 290.1 144.3 60.8 69.3 58.5 71.0 76.9 

注：地点番号は図2-1-2-1(1)、(2)を参照。 
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表 2-1-4-1(22) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 

豊
丘
村 

虻川 

（本流 上流部） 

水温（℃） 10.7 12.5 15.8 20.4 21.0 16.3 11.9 10.0 10.0 1.8 1.2 3.1 

pH 7.3 7.4 7.5 7.5 6.9 7.5 7.5 7.5 7.4 7.4 7.4 7.1 

電気伝導率 

（mS/m） 
3.5 2.8 3.8 3.7 4.0 3.3 3.8 4.4 3.9 4.4 4.4 3.4 

流量（m3/min） 21.2 87.3 22.9 36.4 20.4 101.1 40.2 22.0 38.5 9.7 8.4 43.5 

2 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 9.6 13.4 14.6 18.3 18.7 15.9 13.1 11.6 11.2 5.2 4.2 6.9 

pH 7.2 7.6 7.3 7.3 7.0 7.3 7.4 7.4 7.3 7.9 7.4 7.3 

電気伝導率 

（mS/m） 
6.0 4.9 6.2 5.9 6.4 5.7 5.8 6.3 6.5 6.4 6.5 6.3 

流量（m3/min） 0.03 0.17 0.04 0.06 0.03 0.12 0.08 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 

4 
虻川 

（本流 下流部） 

水温（℃） 13.9 14.8 18.1 23.3 24.1 17.6 13.0 11.2 10.0 1.9 3.0 5.0 

pH 7.4 7.5 7.7 7.6 7.3 7.5 7.6 7.7 7.9 7.5 7.6 7.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
3.8 3.2 4.3 4.1 4.4 3.7 4.1 4.6 4.8 4.7 4.7 3.7 

流量（m3/min） 19.2 88.5 29.9 39.4 25.0 108.0 47.6 27.1 17.9 15.4 13.3 46.1 

注：地点番号は図 2-1-2-1(2)を参照。 
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表 2-1-4-1(23) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

5 

豊
丘
村 

本村川 

（支流） 

水温（℃） 14.0 11.8 15.4 22.9 20.6 18.1 13.5 10.1 8.7 2.1 1.5 6.3 

pH 7.7 7.7 7.6 7.8 7.4 7.8 7.8 7.8 7.8 7.6 7.8 7.7 

電気伝導率 

（mS/m） 
10.2 7.2 10.8 11.2 10.8 10.2 10.2 11.6 11.5 12.6 13.0 9.8 

流量（m3/min） 0.13 0.30 0.16 0.19 0.14 0.45 0.37 0.27 0.28 0.22 0.18 0.67 

8 場知沢川 

水温（℃） 10.5 13.3 15.6 20.7 21.7 18.5 14.2 10.7 8.8 3.2 2.6 8.0 

pH 7.7 7.8 7.7 7.7 7.6 7.9 7.8 7.8 7.8 7.7 7.8 7.8 

電気伝導率 

（mS/m） 
14.8 11.3 14.2 14.9 15.3 14.8 15.2 15.4 15.6 16.1 16.6 13.6 

流量（m3/min） 0.6 1.9 0.7 1.0 0.5 1.2 0.8 0.7 0.6 0.5 0.4 1.2 

10 壬生沢川 

水温（℃） 11.1 14.7 16.8 21.5 22.9 19.2 14.4 11.0 8.6 3.4 3.4 7.9 

pH 7.7 7.8 7.8 7.8 7.7 7.9 7.8 7.8 7.7 7.8 7.8 7.8 

電気伝導率 

（mS/m） 
10.1 8.4 10.2 10.8 11.4 9.3 9.3 10.2 10.4 10.8 11.1 9.6 

流量（m3/min） 4.2 20.6 7.4 11.5 6.9 20.2 12.5 6.1 6.0 4.5 3.3 9.5 

注：地点番号は図 2-1-2-1(2)、(3)を参照。 
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表 2-1-4-1(24) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

11 
豊
丘
村 

地蔵沢川 

水温（℃） 8.6 13.2 15.7 20.5 21.4 20.3 16.3 - 12.4 - - 6.6 

pH 7.5 7.5 7.4 7.4 7.1 7.4 7.3 - 7.4 - - 7.6 

電気伝導率 

（mS/m） 
11.7 10.8 11.7 11.7 13.0 11.6 11.6 - 13.0 - - 11.5 

流量（m3/min） 0.124 0.865 0.088 0.022 0.023 0.102 0.003 0 0.064 0 0 1.000 

注：地点番号は図 2-1-2-1(2)、(3)を参照。 

「-」:流量がないためデータなし。 
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表 2-1-4-1(25) 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

1 

飯
田
市 

野底川下流 

水温（℃） 3.6 3.2 7.5 

pH 7.7 7.7 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
5.1 5.2 5.0 

流量（m3/min） 19.3 17.2 18.7 

2 松洞川下流 

水温（℃） 6.8 7.4 9.8 

pH 7.2 7.6 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
12.3 12.4 11.6 

流量（m3/min） 1.3 0.7 1.3 

4 王竜寺川下流 

水温（℃） 6.4 5.9 10.4 

pH 7.4 7.8 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
7.9 8.1 7.8 

流量（m3/min） 0.27 0.18 0.97 

注：地点番号は図 2-1-2-1(3)を参照。 
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表 2-1-4-1(26) 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

6 

飯
田
市 

滝の沢川下流 

水温（℃） 6.7 11.9 11.3 

pH 7.6 7.3 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
5.5 5.5 5.8 

流量（m3/min） 0.17 0.15 0.15 

8 阿弥陀沢川下流 

水温（℃） 3.6 4.2 8.7 

pH 7.3 7.7 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
5.8 5.8 6.3 

流量（m3/min） 0.50 0.48 0.45 

10 西の原沢川下流 

水温（℃） - - - 

pH - - - 

電気伝導率

（mS/m） 
- - - 

流量（m3/min） 0 0 0 

注：地点番号は図 2-1-2-1(3)、(4)を参照。 

「-」:流量がないためデータなし。 
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表 2-1-4-1(27) 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

13 

飯
田
市 

円悟沢川下流 

水温（℃） 3.2 3.9 5.6 

pH 7.5 7.7 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
5.5 5.2 7.3 

流量（m3/min） 1.1 2.3 0.81 

14 松川下流 

水温（℃） 1.6 1.1 1.9 

pH 7.3 7.3 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
4.2 4.4 4.4 

流量（m3/min） 214.2 170.2 182.1 

15 清水沢水源 

水温（℃） 1.3 3.8 6.9 

pH 7.5 7.1 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
2.9 2.7 2.9 

流量（m3/min） 1.2 1.6 1.3 

注：地点番号は図 2-1-2-1(3)、(4)を参照。 
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表 2-1-4-1(28) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 

南
木
曽
町 

中の沢 

（高区水源） 

水温（℃） 3.5 9.0 13.4 15.8 18.9 14.9 12.1 10.8 3.2 0.7 1.2 2.5 

pH 7.5 7.3 7.5 7.4 7.3 7.4 7.4 7.1 7.4 6.9 7.5 7.6 

電気伝導率 

（mS/m） 
3.1 2.7 3.2 3.0 3.5 3.0 3.0 3.3 3.3 3.3 3.4 3.3 

流量（m3/min） 4.1 8.9 3.3 5.3 2.8 9.1 5.0 2.4 1.8 1.4 1.5 2.2 

2 向ヶ原水源 

水温（℃） 6.3 8.5 11.6 14.0 17.0 14.3 12.7 11.2 6.3 2.4 3.6 3.5 

pH 7.2 7.3 7.2 7.1 7.1 7.0 7.3 7.3 7.4 7.5 7.4 7.4 

電気伝導率 

（mS/m） 
2.2 2.1 2.4 2.2 2.7 2.2 2.3 2.5 2.3 2.3 2.4 2.3 

流量（m3/min） 1.3 3.6 0.5 1.0 0.3 4.9 1.2 0.5 0.7 0.2 0.6 0.7 

4 蘭川本流 

水温（℃） 6.8 13.9 16.7 19.9 22.3 17.7 15.3 12.0 3.7 3.3 2.6 5.9 

pH 7.4 7.2 7.3 7.4 7.5 7.4 7.4 7.6 7.6 7.5 7.4 7.4 

電気伝導率 

（mS/m） 
3.1 2.7 3.1 3.1 3.4 3.0 3.0 3.3 3.4 3.9 3.7 3.4 

流量（m3/min） 62.2 199.2 104.7 138.9 75.5 246.4 155.3 97.7 64.0 50.7 73.6 103.2 

注：地点番号は図 2-1-2-1(5)を参照。 
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表 2-1-4-1(29) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

6 

南
木
曽
町 

ドンガメ沢下流 

水温（℃） 5.8 10.0 15.5 18.1 20.5 17.6 13.0 12.3 6.9 2.6 3.6 4.5 

pH 7.4 7.4 7.3 7.3 7.3 7.4 7.2 7.4 7.4 7.5 7.3 7.6 

電気伝導率 

（mS/m） 
4.4 3.7 4.1 3.7 4.5 4.0 3.9 4.3 4.3 4.6 4.6 4.8 

流量（m3/min） 0.4 2.1 0.6 2.6 0.5 2.8 1.6 0.6 0.7 0.3 0.3 0.4 

7 男埵川下流 

水温（℃） 8.0 11.6 14.3 16.8 19.7 17.6 15.4 11.8 7.6 2.6 3.1 6.1 

pH 7.5 7.4 7.4 7.2 7.1 7.1 7.4 7.5 7.6 7.0 6.9 7.5 

電気伝導率 

（mS/m） 
4.8 4.0 4.5 4.7 4.8 4.5 4.4 4.5 4.5 4.9 5.1 5.4 

流量（m3/min） 5.8 40.5 8.7 38.9 6.5 45.4 21.8 8.9 11.5 5.3 6.1 7.5 

8 三十沢下流 

水温（℃） 7.9 11.8 17.0 16.7 21.4 17.2 14.9 11.8 6.8 2.3 3.0 5.6 

pH 7.2 7.4 7.6 7.3 7.3 6.8 7.5 7.5 7.5 7.2 6.9 7.6 

電気伝導率 

（mS/m） 
4.7 3.4 5.2 4.4 6.3 3.8 4.3 5.0 4.6 5.4 5.4 4.9 

流量（m3/min） 1.1 7.1 0.5 6.9 0.5 7.9 6.2 1.2 1.9 0.3 0.4 0.9 

注：地点番号は図 2-1-2-1(5)を参照。 
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表 2-1-4-1(30) 地表水の流量の調査結果 

地点 

番号 

市町

村名 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

11 

南
木
曽
町 

権現沢 

水温（℃） 8.2 11.3 14.9 16.7 20.7 16.3 14.5 11.3 7.0 1.2 2.3 4.9 

pH 7.5 7.5 7.6 7.6 7.6 7.6 7.6 7.6 7.6 7.5 7.6 7.8 

電気伝導率 

（mS/m） 
4.5 3.7 4.9 3.9 5.4 3.9 4.3 4.5 4.4 4.5 4.5 4.6 

流量（m3/min） 0.63 4.20 0.24 3.02 0.07 5.02 2.16 0.42 0.62 0.24 0.33 0.38 

注：地点番号は図 2-1-2-1(5)を参照。 
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2-1-55 

測定方法：流速計測法 

 

注 1:平成 26 年度 1～3 月期、平成 27 年度 1 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2:平成 29 年度 8 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1(26) 地表水の流量の調査結果 

（01 大鹿村 小河内沢川（本流 上流部）） 

測定方法：流速計測法 

 

注:平成 26 年度 1～3 月期、平成 27 年度 1 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

図 2-1-4-1 (27) 地表水の流量の調査結果 

（02 大鹿村 小河内沢川（支流：小日影沢）） 



 

2-1-56 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注：平成 26 年度 1～3 月期、平成 27 年度 1 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

図 2-1-4-1 (28) 地表水の流量の調査結果 

（03 大鹿村 小河内沢川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注 1：平成 26 年度 1～3 月期、平成 27 年度 1 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2：平成 27 年度 9 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (29) 地表水の流量の調査結果 

（04 大鹿村 寺沢（支流）） 



 

2-1-57 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 26 年度 1～3 月期、平成 27 年度 1 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2：平成 27 年度 9 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (30) 地表水の流量の調査結果 

（05 大鹿村 寺沢（本流 上流部）） 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 28 年度 10 月期は測定日の前々日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (31) 地表水の流量の調査結果 

（06 大鹿村 小河内沢川（本流 下流部）） 



 

2-1-58 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (32) 地表水の流量の調査結果 

（07 大鹿村 寺沢（本流 下流部）） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (33) 地表水の流量の調査結果 

（08 大鹿村 所沢） 



 

2-1-59 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (34) 地表水の流量の調査結果 

（12 大鹿村 小渋川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 26 年度 2 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2：平成 27 年度 4 月期については、土砂崩れによりアクセスが不可能なため、欠測。 

注 3：平成 30 年度 9 月期は測定日の前々日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (35) 地表水の流量の調査結果 

（13 大鹿村 板屋沢） 



 

2-1-60 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 26 年度 2 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2：平成 27 年度 4 月期については、土砂崩れによりアクセスが不可能なため、欠測。 

注 3：平成 30 年度 7 月期は測定日の 8 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 4：平成 30 年度 9 月期については、増水の影響により計測が困難なため、欠測。 

図 2-1-4-1 (36)  地表水の流量の調査結果 

（14 大鹿村 小渋川（本流）） 
測定方法：流速計測法 

 
注 1：平成 26 年度 2 月期については、降雪などの影響により立入が困難なため、欠測。 

注 2：平成 27 年度 4 月期については、土砂崩れによりアクセスが不可能なため、欠測。 

注 3：平成 30 年度 4、5、7、9 月期は測定日の 1 週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (37) 地表水の流量の調査結果 

（15 大鹿村 小渋川（支流）） 



 

2-1-61 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 30 年度 9 月期は測定日の 3 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (38) 地表水の流量の調査結果 

（16 大鹿村 ツガムラ沢） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 30 年度 9 月期は測定日の 3 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (39) 地表水の流量の調査結果 

（18 大鹿村 小渋川（支流）） 



 

2-1-62 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

図 2-1-4-1 (40) 地表水の流量の調査結果 

（23 大鹿村 青木川（支流）） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 10 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (41) 地表水の流量の調査結果 

（25 大鹿村 青木川（支流）） 



 

2-1-63 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 10 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (42) 地表水の流量の調査結果 

（28 大鹿村 青木川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 
注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 10 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (43) 地表水の流量の調査結果 

（29 大鹿村 青木川（支流）） 



 

2-1-64 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 10 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (44) 地表水の流量の調査結果 

（31 大鹿村 青木川（支流）） 

測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 27 年度 9 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 3 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (45) 地表水の流量の調査結果 

（32 大鹿村 青木川（支流）） 



 

2-1-65 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 30 年度 9 月期は測定日の 3 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (46) 地表水の流量の調査結果 

（33 大鹿村 青木川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 27 年度 9 月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (47) 地表水の流量の調査結果 

（34 大鹿村 青木川（支流）） 



 

2-1-66 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 27 年度 9 月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (48) 地表水の流量の調査結果 

（35 大鹿村 青木川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期は測定日の3日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (49) 地表水の流量の調査結果 

（51 大鹿村 青木川（本流）） 



 

2-1-67 

測定方法：流速計速法 

 

図 2-1-4-1 (50) 地表水の流量の調査結果 

（1 豊丘村 虻川（本流 上流部））  

 

 

測定方法：容器法 

 

図 2-1-4-1 (51) 地表水の流量の調査結果 

  （2 豊丘村 虻川（支流）） 



 

2-1-68 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (52) 地表水の流量の調査結果 

（4 豊丘村 虻川（本流 下流部）） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (53) 地表水の流量の調査結果 

（5 豊丘村 本村川（支流）） 



 

2-1-69 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (54) 地表水の流量の調査結果 

（8 豊丘村 場知沢川） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (55) 地表水の流量の調査結果 

（10 豊丘村 壬生沢川） 



 

2-1-70 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

図 2-1-4-1 (56) 地表水の流量の調査結果 

（11 豊丘村 地蔵沢川） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (57) 地表水の流量の調査結果 

（1 飯田市 野底川下流） 

 



 

2-1-71 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (58) 地表水の流量の調査結果 

（2 飯田市 松洞川下流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (59) 地表水の流量の調査結果 

（4 飯田市 王竜寺川下流） 

 



 

2-1-72 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (60) 地表水の流量の調査結果 

（6 飯田市 滝の沢川下流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (61) 地表水の流量の調査結果 

（8 飯田市 阿弥陀沢川下流） 

 



 

2-1-73 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (62) 地表水の流量の調査結果 

（10 飯田市 西の原沢川下流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (63) 地表水の流量の調査結果 

（13 飯田市 円悟沢川下流） 

 



 

2-1-74 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (64) 地表水の流量の調査結果 

（14 飯田市 松川下流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (65) 地表水の流量の調査結果 

（15 飯田市 清水沢水源） 

 



 

2-1-75 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (66) 地表水の流量の調査結果 

（1 南木曽町 中の沢（高区水源）） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (67) 地表水の流量の調査結果 

（2 南木曽町 向ヶ原水源） 
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測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (68) 地表水の流量の調査結果 

（4 南木曽町 蘭川本流） 

 

 
測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 8 月期は測定日の前々日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (69) 地表水の流量の調査結果 

（6 南木曽町 ドンガメ沢下流） 
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測定方法：流速計測法 

 
注：平成 29 年度 8 月期は測定日の前々日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 2-1-4-1 (70) 地表水の流量の調査結果 

（7 南木曽町 男埵川下流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 2-1-4-1 (71) 地表水の流量の調査結果 

（8 南木曽町 三十沢下流） 
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測定方法：流速計測法及び容器法 

 

図 2-1-4-1 (72) 地表水の流量の調査結果 

（11 南木曽町 権現沢） 



2-2-1 

2-2  動物 

2-2-1  希少猛禽類の生息状況 

評価書において事後調査の対象とした鳥類（希少猛禽類）について、工事中における事後

調査を実施した。なお、本調査では、平成 30 年度に完了する営巣期の調査結果を記載した。 

 

(1)調査項目 

ノスリ（大鹿村 A ペア）、ノスリ（大鹿村 B ペア）、ノスリ（飯田市ペア）、クマタカ（大

鹿村 B ペア）、クマタカ（大鹿村 C ペア）の生息状況とした。 

 

(2)調査方法 

調査方法を表 2-2-1 に示す。 

 

表 2-2-1 希少猛禽類の調査方法 

調査項目 調査方法 

希少猛禽類 

定点観察法 

事後調査の対象とした猛禽類のペアについて、工事前又は工
事中の生息状況を把握することを目的として、設定した定点に
おいて 8～10 倍程度の双眼鏡及び 20～60 倍程度の望遠鏡を用
いて、飛翔行動等を確認した。繁殖巣が特定された場合には、
巣の見える位置から巣周辺を観察した。 

営巣地調査 
古巣及び営巣木の確認を目的として、生息の可能性が高い林

内を探索した。巣を確認した場合は、営巣木の位置、営巣木の
状況、巣の状況、周辺の地形や植生等を記録した。 

 

(3)調査地点 

 現地調査地点は、事後調査の対象とした猛禽類のペアの行動が確認できるように工事施

工ヤードなど事業地周辺に設定した。なお、設定にあたっては専門家から意見を聴取した。 

 

(4)調査期間 

  調査期間を表 2-2-2 に示す。 

 

表 2-2-2 希少猛禽類の調査期間 

調査 

項目 
調査手法 調査実施日 

希少 
猛禽類 

定点観察法 
営巣地調査 

繁殖期 

平成29年12月13日 ～ 平成29年12月15日 
平成30年 1月21日 ～ 平成30年 1月23日 
平成30年 2月18日 ～ 平成30年 2月26日 
平成30年 3月18日 ～ 平成30年 3月23日 
平成30年 4月 8日 ～ 平成30年 4月13日 
平成30年 5月13日 ～ 平成30年 5月15日、19日、20日、27日 

28日、29日 
平成30年 6月 3日 ～ 平成30年 6月 5日、 9日、27日、28日 
平成30年 7月 8日 ～ 平成30年 7月13日、26日、27日、28日 
平成30年 8月 5日 ～ 平成30年 8月10日、30日 
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(5)調査結果 

 調査結果を表 2-2-3 に示す。 

 

表 2-2-3 希少猛禽類の確認状況（平成 29 年 12 月～平成 30 年 8 月） 

ペア名 確認状況 

ノスリ（大鹿村 A ペア） 長野県内の調査で、昨年と同じ繁殖巣での巣材運び等を確認したもの

の、産卵には至らず、繁殖活動は確認できなかった。今後も継続的に

調査を実施し、専門家の意見を踏まえ必要に応じ環境保全措置を実施

し、事業による影響を低減するよう努める。 

ノスリ（大鹿村 B ペア） 長野県内の調査で、昨年と同じ繁殖巣での営巣及び抱卵を確認した

が、途中で繁殖巣での抱卵破棄を確認した。その後の調査で平成 26

年に設置した代替巣周辺での餌運びや追い払い行動、幼鳥の鳴き声を

確認し、代替巣の巣材の積み増しや痕跡（糞）を確認したことから、

代替巣にて再営巣したものと考えられる。今後も継続的に調査を実施

し、専門家の意見を踏まえ必要に応じ環境保全措置を実施し、事業に

よる影響を低減するよう努める。 

ノスリ（飯田市ペア） 長野県内の調査で、昨年と同じ繁殖巣での営巣、繁殖を確認した。今

後も継続的に調査を実施し、専門家の意見を踏まえ必要に応じ環境保

全措置を実施し、事業による影響を低減するよう努める。 

クマタカ（大鹿村Bペア） 長野県内の調査で、昨年の営巣地周辺にてディスプレイや飛翔等は確

認されたが、餌運び等の繁殖に係る行動は確認されなかったことか

ら、非繁殖年であると考えられる。今後も継続的に調査を実施し、専

門家の意見を踏まえ必要に応じ環境保全措置を実施し、事業による影

響を低減するよう努める。 

クマタカ（大鹿村Cペア） 長野県内の調査で、昨年と同様の繁殖巣での繁殖を確認した。今後も

継続的に調査を実施し、専門家の意見を踏まえ必要に応じ環境保全措

置を実施し、事業による影響を低減するよう努める。 
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2-3 植物 

重要な種の移植、播種の効果に不確実性があることから、移植、播種を実施した植物の生育

状況の事後調査を実施した。 

 

2-3-1 調査項目 

    調査項目は、移植、播種した植物の生育状況とした。 

 

2-3-2 調査方法 

    調査方法は、現地調査（任意観察）により移植、播種を実施した植物の生育状況を確認

した。 

 

2-3-3 調査地点 

調査地点は、移植・播種を実施した地点とし、対象は表 2-3-1 の通りである。 

 

表 2-3-1 移植、播種を実施した植物 

種名 科名 
移植、播種前の 

生育地 

移植、播種の 

実施箇所 

移植、播種の実施

時期 

ヒナスゲ カヤツリグサ科 豊丘村神稲 豊丘村神稲 
平成27年10月27日 

（移植） 

カキツバタ アヤメ科 豊丘村神稲 喬木村阿島 
平成27年10月29日 

（移植） 

アゼナルコ カヤツリグサ科 大鹿村大河原 大鹿村大河原 
平成27年10月30日

（移植） 

トダイアカバナ アカバナ科 大鹿村大河原 大鹿村大河原 

平成27年6月18日 

（移植） 

平成27年11月6日 

（播種） 

ウリカワ オモダカ科 大鹿村大河原 大鹿村大河原 
平成28年7月21日 

（移植） 

オオハナワラビ ハナヤスリ科 大鹿村大河原 大鹿村大河原 
平成29年6月27日 

（移植） 

イブキキンモウゴケ タチヒダゴケ科 大鹿村大河原 大鹿村大河原 
平成29年6月27日 

（移植） 

シラチャウメノキゴケ ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 
平成30年6月12日、

13日（移植） 

タナカウメノキゴケ ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 

平成30年6月12日 

（移植） 

平成30年10月4日※ 

（再移植） 

ヒカゲウチキウメノキ

ゴケ 
ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 

平成30年6月13日 

（移植） 

オオキゴケ キゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 
平成30年6月11日 

（移植） 

※移植したサクラの枝が台風の影響で折損し、公園管理者の判断により伐採対象となったため、別のサクラに 

再移植を行った。 
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2-3-4 調査期間 

移植、播種後の生育状況の調査は表 2-3-2 に示す時期に実施した。なお、移植後の生育状

況調査は、移植作業後 1か月以内及び移植後 1年間は開花期と結実期 1回ずつ、それ以降は

移植後 3年まで結実期（結実が地上から確認できないものは開花期）を基本に年 1回実施す

ることを基本として、専門家等の技術的助言を踏まえて調査期間を設定することとする。ま

た、調査結果によって、専門家等の技術的助言を踏まえ、必要により調査期間の再検討を行

う。 

 

表 2-3-2 生育状況の現地調査の時期 

種名 調査日 

ヒナスゲ 平成 30 年 5 月 24 日 

カキツバタ 平成 30 年 7 月 17 日 

アゼナルコ 平成 30 年 7 月 18 日 

トダイアカバナ 平成 30 年 10 月 1 日 

ウリカワ 平成 30 年 10 月 1 日 

オオハナワラビ 平成 30 年 11 月 29 日 

イブキキンモウゴケ 平成 30 年 10 月 1 日 

シラチャウメノキゴケ 平成 30 年 7 月 4日、11 月 1 日 

タナカウメノキゴケ 平成 30 年 6 月 20 日、7月 4 日、10 月 11 日、11 月 1日 

ヒカゲウチキウメノキゴ

ケ 
平成 30 年 6 月 20 日、7月 4 日、11 月 1日 

オオキゴケ 平成 30 年 7 月 4日、11 月 1 日 
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2-3-5 移植・播種後の生育状況 

(1) ヒナスゲ 

平成 29 年度においては、個体の生育が確認されていた。平成 30 年度の結実期の確認（5

月 24 日）においては、生育状況が良好であることを確認した。（移植から 3 年確認したた

め、事後調査は終了する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) カキツバタ 

平成 29 年度においては、結実が確認されていた。平成 30 年度の結実期の確認（7 月 17

日）においては、結実しており、移植後の生育状況は良好であることを確認した。（移植か

ら 3年確認したため、事後調査は終了する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
移植後の生育状況（平成30年5月24日） 

 
移植後の生育状況（平成30年7月17日） 
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(3) アゼナルコ 

平成 29 年度においては、鹿による食害が見られ、生育状況が不良のため、開花及び結実

は確認できなかった。平成 30年度の結実期の確認（7月 18 日）においては、一部鹿による

食害が見られたものの、移植個体の生育を確認した。（移植から 3年確認したため、事後調

査は終了する。） 

 
移植後の生育状況（平成30年7月18日） 

 

 

(4) トダイアカバナ 

平成29年度においては、移植地・播種地ともに個体が確認できなかったものの、周辺には

多数の同種が確認できており、生育環境は保全されていると考えられた。平成30年度の結実

期の確認（10月1日）においては、移植地、播種地における個体は確認されなかった。（移植、

播種後、平成28年に出芽、開花を確認し、播種した種子からの発芽を確認した。平成29年及

び平成30年の事後調査では、移植地及び播種地で、個体は確認されなかった。周辺の多数の

地点で生育が確認されている環境であるため、事後調査は終了する。） 

 

  
移植後の生育状況（平成30年10月1日） 

移植地の状況 

移植後の生育状況（平成30年10月1日） 

播種地の状況 
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(5) ウリカワ 

平成 29 年度においては、生育が確認されていた。平成 30 年度の結実期の確認（10 月 1

日）においては生育が確認されたものの、今年も一部鹿による食害が見られ、生育状況は良

好とは言えない状況であり、今後の調査結果を踏まえ、必要に応じて対策を検討する。今後

の調査においても、生育状況を確認する予定である。 

 

 
移植後の生育状況（平成30年10月1日） 

 

 

(6) オオハナワラビ 

平成 29 年度においては、生育が確認されていた。平成 30 年度の結実期の確認（11月 29

日）においては、生育状況が良好であることを確認した。今後の調査においても、生育状況

を確認する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
移植後の生育状況（平成30年11月29日） 
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(7) イブキキンモウゴケ 

平成 29 年度においては、生育が確認されていた。平成 30 年度の確認（10 月 1 日）にお

いては、生育状況が良好であることを確認した。今後の調査においても、生育状況を確認す

る予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) シラチャウメノキゴケ 

移植後の確認（平成30年7月4日、11月1日）では、生育状況に変化はなく、良好に生育して

いることを確認した。なお、今後の調査においても、生育状況を確認する予定である。 

 
移植直後の生育状況（平成30年6月13日） 

移植対象木 

移植直後の生育状況（平成30年6月13日） 

 
移植後の生育状況（平成30年7月4日） 

 
移植後の生育状況（平成30年11月1日） 

 

  

 
移植後の生育状況（平成30年10月1日） 
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(9) タナカウメノキゴケ 

移植後の確認（平成30年6月20日、7月4日）及び再移植後の確認（平成30年10月11日、11月

1日）では、生育状況に変化はなく、良好に生育していることを確認した。なお、今後の調査

においても、生育状況を確認する予定である。 

 
移植直後の生育状況 

（平成30年6月12日） 
移植後の生育状況 

（平成30年6月20日） 

 
移植後の生育状況 

（平成30年7月4日） 

 
再移植直後の生育状況 

（平成30年10月4日） 

 
再移植後の生育状況 

（平成30年10月11日） 

 
再移植後の生育状況 

（平成30年11月1日） 

 

  



2-3-8 

(10) ヒカゲウチキウメノキゴケ 

移植後の確認（平成30年7月4日、11月1日）では、生育状況に変化はなく、良好に生育して

いることを確認した。なお、今後の調査においても、生育状況を確認する予定である。 

 
移植直後の生育状況（平成30年6月13日） 移植後の生育状況（平成30年6月20日） 

 
移植後の生育状況（平成30年7月4日） 

 
移植後の生育状況（平成30年11月1日） 

 

  

  

移植後 10日以内のヒカゲウチキウメノ
キゴケ遠景（6月 20 日） 

移植後 10日以内のヒカゲウチキウメノ
キゴケ近景（6月 20 日） 
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(11) オオキゴケ 

移植後の確認（平成 30年 7 月 4日、11月 1 日）では、生育状況に変化はなく、良好に生育

していることを確認した。なお、今後の調査においても、生育状況を確認する予定である。 

 
移植直後の生育状況（平成30年6月11日） 

 
移植後の生育状況（平成30年7月4日） 

 
移植後の生育状況（平成30年11月1日） 
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2-4 その他（調査及び影響検討を実施した発生土置き場における事後調査） 

この節では、発生土置き場における調査及び影響検討において、事後調査の対象とした項

目について、記載している。なお、平成30年度は豊丘村内発生土仮置き場（坂島）（平成30

年12月）及び喬木村内発生土置き場（堰下）（平成31年1月）について公表しているが、上記

については事後調査の対象としていないため、記載しない。 

 

 2-4-1 動物 

発生土置き場及び発生土仮置き場における調査及び影響検討において、事後調査の対象と

した鳥類（希少猛禽類）について、工事中における事後調査を実施した。なお、本調査で

は、平成30年度に完了する営巣期の調査結果を記載した。 

 

2-4-1-1 大鹿村内発生土仮置き場 

 平成30年度に完了する営巣期の調査で対象となるペアで、「大鹿村内発生土仮置き場に

おける環境の調査及び影響検討の結果について」で対象としたペアについては、南アルプス

トンネル（長野工区）工事と同一のペアのため、「2-2 動物」に記載した。 

  

2-4-1-2 豊丘村内発生土置き場（本山） 

(1)調査項目 

 ハイタカ（本山ペア）の生息状況とした。 

 

(2)調査方法 

 調査方法を、表 2-4-1 に示す。 

 

表 2-4-1 鳥類（希少猛禽類）の調査方法 

調査項目 調査方法 

希少猛禽類 

定点観察法 

事後調査の対象とした猛禽類のペアについて、工事前の生息状況を
把握することを目的として、設定した定点において8～10倍程度の双
眼鏡及び20～60倍程度の望遠鏡を用いて、飛翔行動等を確認した。繁
殖巣が特定された場合には、巣の見える位置から巣周辺を観察した。 

営巣地調査 
古巣及び営巣木の確認を目的として、生息の可能性が高い林内を探

索した。巣を確認した場合は、営巣木の位置、営巣木の状況、巣の状
況、周辺の地形や植生等を記録した。 

 

(3)調査地点 

 現地調査地点は、事後調査の対象とした猛禽類のペアの行動が確認できるように発生

土置き場周辺に設定した。なお、設定にあたっては専門家から意見を聴取した。 
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(4)調査期間 

  調査期間を表 2-4-2 に示す。 

 

表 2-4-2 鳥類（希少猛禽類）の調査期間 

調査項目 調査手法 調査実施日 

希少猛禽類 
定点観察法 
営巣地調査 

繁殖期 

平成30年 2月22日 ～ 平成30年 2月24日 
平成30年 3月23日 ～ 平成30年 3月25日 
平成30年 4月18日 ～ 平成30年 4月20日 
平成30年 5月16日 ～ 平成30年 5月18日 
平成30年 6月 6日 ～ 平成30年 6月 8日、24日 
平成30年 7月11日 ～ 平成30年 7月13日 
平成30年 8月 8日 ～ 平成30年 8月10日 

 

(5)調査結果 

 調査結果を表 2-4-3 に示す。 

 

表 2-4-3 鳥類（希少猛禽類）の確認状況（平成 30 年 2 月～8 月） 

ペア名 確認状況 

ハイタカ（本山ペア） 昨年の営巣木の近くに新規巣を確認したものの、繁殖失敗を確

認している。 

 

2-4-1-3 大鹿村内発生土置き場（旧荒川荘） 

平成30年度に完了する営巣期の調査で対象となるペアで、「大鹿村内発生土置き場（旧荒

川荘）における環境の調査及び影響検討の結果について」で対象としたペアについては、南

アルプストンネル（長野工区）工事と同一のペアのため、「2-2 動物」に記載した。 
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2-4-2 植物 

 重要な種の移植・播種の効果に不確実性があることから、移植・播種を実施した植物の

生育状況の事後調査を実施した。 

 

2-4-2-1 大鹿村内発生土仮置き場 

「大鹿村内発生土仮置き場における環境の調査及び影響検討の結果について」及び「大鹿

村内発生土仮置き場における環境保全について」で対象とした種については、南アルプスト

ンネル（長野工区）工事で対象とした種と同一のものであるため、「2-3 植物」に事後調

査の結果を記載した。 

 

2-4-2-2 豊丘村内発生土置き場（本山） 

（1）調査方法 

現地調査（任意観察）により移植・播種を実施した植物の生育状況を確認した。 

 

（2）調査地点 

現地調査地点は、移植・播種を実施した地点であり、対象は表 2-4-4 のとおりである。 

 

表 2-4-4 移植・播種を実施した植物 

種名 科名 
移植・播種前の 

生育地 

移植・播種の 

実施箇所 

移植・播種の実施

時期 

フトボナギナタ

コウジュ 
シソ科 豊丘村神稲 豊丘村神稲 

平成28年11月7日 

（播種） 

センブリ リンドウ科 豊丘村神稲 豊丘村神稲 

平成28年11月7日 

（播種） 

平成29年4月21日 

（移植） 
 

 

（3）調査期間 

移植後の生育状況の現地調査は表 2-4-5 に示す時期に実施した。なお、移植後の生育状

況調査は、移植作業後 1 か月以内及び移植後 1 年間は開花期と結実期 1 回ずつ、それ以降

は移植後 3 年まで結実期（結実が地上から確認できないものは開花期）を基本に年 1 回実

施することを基本として、専門家等の技術的助言を踏まえて調査期間を設定することとす

る。また、調査結果によって、専門家等の技術的助言を踏まえ、必要により調査期間の再

検討を行う。 

 

表 2-4-5 生育状況の現地調査の時期 

種名 調査日 

フトボナギナタコウジュ 平成30年10月2日 

センブリ 平成30年10月3日 
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（4）移植・播種後の生育状況 

 ①フトボナギナタコウジュ 

播種後の生育状況（平成30年10月2日）では、1個体を確認し、生育状況は概ね良好であ

った。また、出水により、播種地の一部が削り取られていたが、本種の生育には支障はな

いと考えられる。今後も生育状況を確認する予定である。 

 

 
播種後の状況（播種地） 

平成30年10月2日  

播種後の生育状況【開花期】（播種地） 

平成30年10月2日 

 

②センブリ 

移植・播種後の生育状況（平成30年10月3日）では、移植した個体及び播種地からの実生

は確認されなかった。なお、未発芽の種子が発芽する可能性があるため、今後も生育状況

を確認する予定である。 

 

 
移植後の状況【開花期】（移植地） 

平成30年10月3日  

 
播種後の状況【開花期】（播種地） 

平成30年10月3日 
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2-4-2-3 大鹿村内発生土置き場（旧荒川荘） 

林縁保護植栽等による重要な種の生育環境の確保（樹木伐採後の寒冷紗の設置や潅水

等の実施）について、環境保全措置の効果に不確実性があることから、環境保全措置を

実施した植物の生育状況の事後調査を実施した。 

 

（1）調査方法 

現地調査（任意観察）により環境保全措置を実施した植物の生育状況を、現地調査

（任意確認）により確認した。 

 

（2）調査地点 

環境保全措置を実施した地点であり、対象は表2-4-6のとおりである。 

 

表 2-4-6 対象植物 

種名 科名 

トキワトラノオ チャセンシダ科 

 

 

（3）調査期間 

環境保全措置実施後の生育状況の現地調査は、当該種の生活史及び生育特性等に応

じて表2-4-7に示す時期に実施した。 

表 2-4-7 生育状況の現地調査の時期 

種名 調査日 

トキワトラノオ 平成30年12月28日、平成31年1月25日、3月1日 

 

 

（4）環境保全措置実施後の生育状況 

 ①トキワトラノオ 

環境保全措置実施後の生育状況に大きな変化はなく、概ね生育状況は良好であった。

今後も専門家の技術的助言等を踏まえつつ、生育状況を確認する予定である。 
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トキワトラノオの生育状況 

平成30年12月28日 

トキワトラノオの生育状況 

平成31年1月25日 

 
トキワトラノオの生育状況 

平成31年3月1日 
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3 モニタリング 

平成 30 年度は、大気質、水質、水底の底質、水資源、土壌汚染、及び発生土置き場について、

モニタリングの調査を実施した。 

 

3-1 大気質 

 建設機械の稼働に係る大気質について、工事最盛期となる工区におけるモニタリングを実施

した。 

 

調査項目 

調査項目は、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の濃度及び粉じん等とした。 

 

調査方法 

調査方法を表 3-1-2-1 に示す。 

 

表 3-1-2-1 調査方法 

調査項目 調査方法 測定高さ 

二酸化窒素 

(NO2) 

「二酸化窒素に係る環境基準について」 

（昭和 53 年環境庁告示第 38 号）に定める測定方法 
地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 

(SPM) 

「大気の汚染に係る環境基準について」 

（昭和 48 年環境庁告示第 25 号）に定める測定方法 
地上 3.0m 

粉じん等 

（降下ばいじん量） 

「衛生試験法・注解(2015)」（2015、日本薬学会） 

に基づくダストジャー法 
地上 1.5m 

 

 

調査地点 

調査地点は、表 3-1-3-1 及び図 3-1-3-1 に示すとおりである。 

 

表 3-1-3-1 調査地点 

調査項目 
地点 
番号 

市町 
村名 

所在地 実施箇所 計画施設 

建設機械の稼働 01 大鹿村 大河原 
除山非常口 

発生土仮置き場 A 

非常口（山岳部） 

発生土仮置き場 
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図 3-1-3-1(2) 調査地点（建設機械の稼働） 

 

調査期間 

調査期間は、表 3-1-4-1 に示すとおりである。二酸化窒素及び浮遊粒子状物質については

四季調査を実施するものとし、各季 7 日間連続測定を、粉じん等については、四季調査を実

施するものとし、各季 1 か月間連続測定を行った。なお、粉じん等の冬季については平成 29

年度の結果を再掲し、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の春季については、令和元年度に調査

を実施する計画である。 

工事最盛期の対象工事は、工事期間全体の中で工事内容を勘案し、調査項目ごとに工事に

よる影響が最大となる時期を選定した。 

  

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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表 3-1-4-1 調査期間 

調査項目 
地点 

番号 
季節 調査期間 

調査期間中の 

主な工事内容 
備考 

建設機械の稼働 
（二酸化窒素及び 
浮遊粒子状物質） 

01 

夏季 平成 30 年 8 月 22 日～28 日 
掘削工 
盛土工 

今回 
調査 

秋季 
平成 30 年 10 月 27 日～ 

11 月 2 日 
掘削工 
盛土工 

冬季 平成 31 年 1 月 23 日～29 日 
掘削工 
盛土工 

建設機械の稼働 
（粉じん等） 

01 

冬季 
平成 30 年 2 月 8 日～ 

3 月 10 日 
掘削工 
桟橋工 

H29 年度
調査 

春季 
平成 30 年 5 月 12 日～ 

6 月 11 日 
掘削工 
盛土工 

今回 
調査 

夏季 
平成 30 年 8 月 22 日～ 

9 月 21 日 
掘削工 
盛土工 

秋季 
平成 30 年 10 月 27 日～ 

11 月 26 日 
掘削工 
盛土工 
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調査結果 

調査結果は、表 3-1-5-1 に示すとおりである。 

地点01は四季調査の三季分の結果であるが、二酸化窒素の日平均値の最高値は0.012ppmで、 

浮遊粒子状物質の日平均値の最高値は 0.014mg/m3であった。 

また、降下ばいじん量については、最大 16.1t/km2/月であった。 

 

表 3-1-5-1(1) 調査結果（二酸化窒素） 

地点 

番号 

有効

測定

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1時間値の 

最高値 

日平均値の 

最高値 

日平均値が

0.06ppmを超えた

日数とその割合 

日平均値が0.04ppm 

以上0.06ppm以下の 

日数とその割合 
基準※ 

日 時間 ppm ppm ppm 日 ％ 日 ％ 

01 21 504 0.005 0.028 0.012 0 0 0 0 

日平均値の 

年間 98％値が 

0.06ppm 以下 

※環境基準の評価方法（長期的評価）を記載した。 

 

表 3-1-5-1 (2) 調査結果（浮遊粒子状物質） 

地点 

番号 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1時間値の 

最高値 

日平均値の 

最高値 

1時間値が0.20mg/m3 

を超えた時間数と 

その割合 

日平均値が0.10mg/m3 

を超えた日数と 

その割合 
基準※ 

日 時間 mg/m3 mg/m3 mg/m3 時間 ％ 日 ％ 

01 21 504 0.007 0.043 0.014 0 0 0 0 

日平均値の 

年間 2％除外値 

が 0.10mg/m3 

以下 

※環境基準の評価方法（長期的評価）を記載した。 

 

表 3-1-5-1 (3) 調査結果（降下ばいじん量）※１ 

地点 

番号 

春季 夏季 秋季 冬季 
指標値※２ 

t/km2/月 t/km2/月 t/km2/月 t/km2/月 

01 16.1 10.0 6.3 6.9 20t/km2/月 

※1 調査結果は、バックグラウンド濃度と建設機械の稼働による寄与分の合計となる。 

※2 環境を保全するうえでの降下ばいじん量の目安として、スパイクタイヤ粉じんにおける生活環境の保

全が必要な地域の指標 20t/km2/月（「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施行につい

て」（平成 2 年 7 月 3 日環大自 84 号））を、指標値とする。 

なお、環境影響評価書では、建設機械の稼働による寄与分については、上記指標値から降下ばいじん

量の比較的高い地域の値である 10t/km2/月（平成 5 年～平成 9 年の全国の一般環境大気測定局におけ

る降下ばいじん量データの上位 2％除外値）を差し引いた 10t/km2/月を、整合を図るべき基準等の参

考値とした。 
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3-2 水質 

公共用水域（河川）の水質について、工事中のモニタリングを実施した。 

 

 

3-2-1 調査項目 

調査項目は、浮遊物質量（SS）、水温、水素イオン濃度（pH）及び自然由来の重金属等（カ

ドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、水銀、セレン、ふっ素、ほう素）の状況とした。 

 

 

3-2-2 調査方法 

調査の方法を表 3-2-2-1 に示す。なお、水質の調査の際、流量、気象の状況、水底の土質

の状況も合わせて確認を行った。 

 

表 3-2-2-1 調査方法 

調査項目 調査方法 

浮遊物質量（SS） 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 12 月 28 日環境庁

告示第 59 号）に定める測定方法 

水温 「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年建設省河川局）に

定める測定方法 

水素イオン濃度(pH) 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 12 月 28 日環境庁

告示第 59 号）に定める測定方法 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 

「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニ

ュアル（暫定版）」（平成22年3月建設工事における自然由来重金属

等含有土砂への対応マニュアル検討委員会）に定める測定方法 

 

鉛 

六価クロム 

ヒ素 

水銀 

セレン 

ふっ素 

ほう素 

 

 

3-2-3 調査地点 

調査地点は、非常口の工事に伴い、工事排水を放流する箇所の下流地点を選定した。現地

調査地点を、表 3-2-3-1 及び図 3-2-3-1 に示す。 
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表 3-2-3-1 調査地点 

地点
番号

注 

市町 

村名 
水系 対象河川 計画施設 

調査項目 

浮遊 
物質量 
(SS) 

水温 
水素 
イオン 
濃度(pH) 

自然由来
の 

重金属等 

01 

大鹿村 天竜川 

小河内沢川 非常口 ○ ○ ○ ○ 

02 小渋川 非常口 ○ ○ ○ ○ 

注：地点番号 01,02 は詳細な排水計画等に基づき、地点を設定した。 



 

 

  

水質調査地点 
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01 

02 

図 3-2-3-1 現地調査地点図（水質） 

青木川非常口 

小渋川非常口 

変電所 

釜沢非常口 

除山非常口 
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3-2-4 調査期間 

現地調査の期間を表 3-2-4-1 に示す。 

 

表 3-2-4-1 水質の現地調査期間 

地点番号 実施時期の種別 調査期間 調査頻度 

01 工事中 平成 30 年 12 月 21 日 
年 1 回 

02 工事中 平成 30 年 12 月 21 日 

      

 

 

3-2-5 調査結果 

調査結果は、表 3-2-5-1 に示すとおりである。調査地点全てにおいて、各項目とも環境

基準等に適合していた。 

 

表 3-2-5-1 水質の調査結果 

地点番号 01 02 

環境基準等注2 対象河川 小河内沢川 小渋川 

類型指定注 1 （AA） AA 

流量（m3/s） 0.18 2.5 － 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

<1 <1 25mg/L 以下 

水温（℃） 5.4 5.6 － 

水素イオン濃度
(pH) 

8.2 8.2 
6.5 以上 
8.5 以下 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 0.003mg/L 以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 0.01mg/L 以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.005 <0.005 0.05mg/L 以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 0.01mg/L 以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 0.0005mg/L 以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 0.01mg/L 以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 0.8mg/L 以下 

ほう素 
（mg/L） 

0.02 <0.02 1mg/L 以下 

注 1：類型指定のない河川は、合流する河川の類型指定を準用し、カッコ書きとした。 

注 2：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 3：「<」未満を表す。 
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なお、工事中の除山・釜沢非常口及び小渋川非常口では、排水中に含まれる浮遊物質量、水

温、水素イオン濃度及び自然由来の重金属等についても、水質の測定を継続的に行っている。

調査結果は、以下に示す通りであり、いずれも排水基準等に適合していた。 

 

表 3-2-5-2 水質の調査結果 

地点 
除山・釜沢非常口 

排水路の流末 

小渋川非常口 

排水路の流末 
排水基準等 

浮遊物質量（ SS）
（mg/L） 

50 以下 50 以下 50mg/L 以下 

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6 5.8～8.6 
5.8 以上 
8.6 以下 

水温（℃） 7.0～21.0 5.0～21.0 － 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 0.03mg/L 以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 0.1mg/L 以下 

六価クロム 
（mg/L） 

<0.04 <0.04 0.5mg/L 以下 

ヒ素 
（mg/L） 

0.002 以下 0.001 以下 0.1mg/L 以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 0.005mg/L 以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 0.002 以下 0.1mg/L 以下 

ふっ素 
（mg/L） 

0.54 以下 0.49 以下 8mg/L 以下 

ほう素 
（mg/L） 

0.4 以下 2.4 以下 10mg/L 以下 

注１：「<」未満を表す。 
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3-3 水底の底質 

 河床の掘削を伴う河川における水底の底質について、モニタリングを実施した。 

評価書において水底の底質の汚染が確認された箇所はなかったが、河川内工事時の河川の調

査を実施した。 

 

調査項目 

河川の調査項目は、浮遊物質量（SS）、水温、水素イオン濃度及び自然由来の重金属等

（カドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、水銀、セレン、ふっ素、ほう素）とした。 

 

調査方法 

各項目の調査方法は表 3-3-2-1 に示すとおりである。 

 

表 3-3-2-1 調査方法（河川） 

調査項目 調査方法 

浮遊物質量（SS） 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 12 月 28 日環境

庁告示第 59 号）に定める測定方法 

水温 「地下水調査および観測指針（案）」（平成 5 年建設省河川局）に

定める測定方法 

水素イオン濃度(pH) 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 12 月 28 日環境

庁告示第 59 号）に定める測定方法 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニ

ュアル（暫定版）」（平成 22 年 3 月建設工事における自然由来重金

属等含有土砂への対応マニュアル検討委員会）に定める測定方法 

鉛 

六価クロム 

ヒ素 

水銀 

セレン 

ふっ素 

ほう素 
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調査地点 

調査地点は、表 3-3-3-1 及び図 3-3-3-1 に示すとおりである。 

 

表 3-3-3-1 調査地点（河川） 

地点 
番号 

市町村名 水系 対象河川 計画施設 

01 大鹿村 小渋川 小渋川 工事用桟橋 

02 大鹿村 小渋川 小渋川 工事用桟橋 

 

3-3-4 調査期間 

調査期間は、表 3-3-4-1 に示すとおりである。 

 

表 3-3-4-1 調査期間（河川） 

地点番号 対象河川 実施時期の種別 調査時期 備考 

01 小渋川 河川内工事時 平成 30 年 9 月 20 日  

02 小渋川 河川内工事時 
平成 30 年 4 月 18 日 
平成 30 年 9 月 20 日 
平成 30 年 12 月 18 日 
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調査結果 

調査結果は、表 3-3-5-1 に示すとおりである。河川内工事時の河川について、環境基準等

に適合していた。 

 

表 3-3-5-1 調査結果（河川） 

地点番号 01 02 

環境基準等注1 

対象河川 小渋川 小渋川 

類型指定 AA AA 

調査時期 

河川内 

工事時 

(H30.9.20) 

河川内 

工事時 

(H30.4.18) 

河川内 

工事時 

(H30.9.20) 

河川内 

工事時 

(H30.12.18) 

浮遊物質量
（SS）（mg/L） 

23 <1 22 <1 AA ：25mg/L 以下 

水温（℃） 14.0 9.0 13.8 13.2 － 

気象の状況 雨 晴れ 雨 晴れ － 

水素イオン濃度
(pH) 

8.1 7.5 7.9 8.0 
AA ：6.5 以上 

    8.5 以下 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L 以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L 以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L 以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L 以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L 以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L 以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 0.10 0.8mg/L 以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L 以下 

 

注 1:浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は「人の    

健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2:「<」は未満を示す。 
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3-4 水資源 

水資源（井戸・湧水及び地表水）の水位又は水量及び流量、水温、水素イオン濃度（pH）及

び電気伝導率について、事後調査に加え、環境管理を適切に進めるため、地点を選定し、モニ

タリングを実施した。 

また、水資源（井戸・湧水）の自然由来の重金属等及び酸性化可能性について、モニタリン

グを実施した。 

 

3-4-1 調査方法 

調査項目及び調査方法を表3-4-1-1に示す。 

 

表 3-4-1-1 水資源の調査方法 

調査項目 調査方法 

井
戸
・
湧
水 

水位又は水量、水温、pH、

電気伝導率、透視度 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成5年、建設省河川

局）に準拠する。 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 

「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対

応マニュアル（暫定版）」（平成22年3月建設工事における自

然由来重金属等含有土砂への対応マニュアル検討委員会）に

定める測定方法に準拠する。 

 

鉛 

六価クロム 

ヒ素 

水銀 

セレン 

ふっ素 

ほう素 

酸
性
化 

可
能
性 

水 素 イ オ ン 濃 度

(pH) 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成5年、建設省河川

局）に準拠する。 

地
表
水 

流量、水温、pH、 

電気伝導率 

「地下水調査および観測指針（案）」（平成5年、建設省河川

局）に準拠する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-2 

3-4-2 調査地点 

調査地点は、「大鹿村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成26年12月

）」、「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年4月）」、

「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10月）」、「飯田市

（野底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」に示

す場所とした。現地調査地点を表3-4-2-1、図3-4-2-1に示す。 

 

表 3-4-2-1(1) 地下水の水位及び湧水の水量の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

39 

大鹿村 

公共水源（湧水） 

・湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

図3-4-2-1 

(1)、（2） 

参照 

40 個人水源（湧水） 

41 公共水源（湧水） 

42 公共水源（湧水） 

43 公共水源（湧水） 

44 個人水源（湧水） 

45 公共水源（湧水） 

46 個人水源（湧水） 

47 個人水源（湧水） 

48 個人水源（湧水） 

49 個人水源（湧水） 

50 個人水源（湧水） 

19 

豊丘村 

村営キャンプ場井戸（縦井戸） 

・地下水の水位 

又は湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度（温泉を除く） 

図3-4-2-1 

(2)、(3) 

参照 

29 個人水源（縦井戸） 

32 観測井 

36 豊丘村小園簡易水道水源（縦井戸） 

16 

飯田市 

個人水源 

図3-4-2-1 

(3)、(4) 

参照 

18 観測井 

19 観測井 

20 個人水源 

21 観測井 

23 郊戸八幡宮（湧水） 

24 観測井 

25 個人水源（湧水） 

27 観測井 

29 個人水源（湧水） 

31 個人水源 

注1：地点番号 大鹿村39については、水源の装置故障のため、測定不可。 

注2：地点番号については「大鹿村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成26年12月）」、 

「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年4月）」、「飯田市 

（野底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」と同様と 

している。 
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表 3-4-2-1(2) 地下水の水位及び湧水の水量の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

35 

飯田市 

草見の滝（湧水） 

・地下水の水位 

又は湧水の水量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

・透視度（温泉を除く） 

図3-4-2-1 

(3)、(4) 

参照 

37 観測井 

39 猿庫の泉（湧水） 

20 

南木曽町 

個人水源（湧水） 

図3-4-2-1 

(5)参照 

22 個人水源（湧水） 

32 蘭温泉 

34 南木曽温泉 

55 観測井戸 

56 個人水源（湧水） 

注：地点番号については「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10月）」、 

「飯田市（野底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」と同様と 

している。 

 

表 3-4-2-1(3) 地表水の流量の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

12 

豊丘村 

虻川（本流） 

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

図3-4-2-1 

(2)、(3)参照 

13 虻川（支流） 

14 虻川（支流） 

15 虻川（支流） 

16 虻川（支流） 

17 虻川（支流） 

18 虻川（本流） 

20 虻川（支流） 

21 虻川（支流） 

22 サースケ洞 

23 虻川（支流） 

24 虻川（支流） 

25 虻川（支流） 

26 本村川（支流） 

27 本村川（支流） 

28 場知沢川 

30 本村川（本流） 

31 南沢 

33 牛草川 

34 壬生沢川 

35 地蔵沢川 

37 壬生沢川 

注：地点番号については「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年4月）」

と同様としている。 
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表 3-4-2-1(4) 地表水の流量の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

17 

飯田市 

野底川上流 

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

図3-4-2-1 

(3)、(4)参照 

22 松洞川上流 

26 王竜寺川上流 

28 山の田沢川 

30 滝の沢川上流 

32 阿弥陀沢川上流 

33 西の原沢川上流 

34 熊ヶ洞沢川 

36 円悟沢川中流 

38 円悟沢川上流 

40 闇沢川下流 

41 松川上流 

42 闇沢川上流 

43 押の沢川下流 

44 押の沢川上流 

45 黒川中流 

46 黒川上流 

12 

南木曽町 

桂川 

図3-4-2-1(5) 

参照 

13 桂川（左岸）支流 

14 梨の木沢 

15 梨右ヶ門沢 

16 ナシノキ沢 

17 引助沢 

18 水ヶ沢 

19 蘭川（左岸）支流 

21 夏虫沢 

23 貝ヶ沢 

24 南沢川中流 

25 南沢川上流 

26 蘭川中流 

27 小谷場沢水路 

28 蘭川中流 

29 蘭川（左岸）支流 

30 蘭川（左岸）支流 

31 大沢川 

注：地点番号については「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10月）」、 

「飯田市（野底川以西）における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成29年10月）」と同様と 

している。 
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表 3-4-2-1(5) 地表水の流量の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

33 

南木曽町 

蘭川（左岸）支流 

・地表水の流量 

・水温 

・pH 

・電気伝導率 

図3-4-2-1(5) 

参照 

35 大迷沢（右岸）支流 

36 大迷沢下流 

37 小迷沢 

38 蘭川下流 

39 男埵川（右岸）支流 

40 ドンガメ沢上流 

41 男埵川（右岸）支流 

42 薬師沢 

43 男埵川上流 

44 井戸沢下流 

45 男埵川（右岸）支流 

46 男埵川（右岸）支流 

47 男埵川（右岸）支流 

48 男滝上流 

49 男埵川（右岸）支流 

50 男埵川（右岸）支流 

51 男埵川中流 

52 男埵川（左岸）支流 

53 女滝上流 

54 男埵川（左岸）支流 

57 アンコ沢下流 

58 三十沢上流 

59 馬の背沢支流 

60 アンコ沢上流 

61 権現沢上流 

62 権現沢上流 

63 井戸沢上流 

注：地点番号については「南木曽町における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年10月）」と 

同様としている。 
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表 3-4-2-1(6) 自然由来の重金属等及び酸性化可能性の現地調査地点 

地点番号 市町村名 地点 調査項目 記事 

36 

大鹿村 

釜沢水源（湧水） 

カドミウム、六価クロ

ム、水銀、セレン、鉛、

ヒ素、ふっ素、ほう素、

水素イオン濃度（pH） 

図3-4-2-1(6) 

参照 
37 上青木水源（湧水） 

38 個人水源（井戸） 

9 

豊丘村 

個人水源（縦井戸） 
図3-4-2-1(7) 

参照 
29 個人水源（縦井戸） 

36 豊丘村小園簡易水道水源（縦井戸） 

注1：地点番号については「大鹿村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成26年12月）」、 

「豊丘村・喬木村における水資源に係る具体的な調査の計画について（平成28年4月）」と同様としている。  

注2：地点番号豊丘9、29、36については工事前の調査を平成28年度に実施しており、平成28年度の年次報告に  

結果を記載している。また、平成30年度は工事中とならなかったため、実施していない。 
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図 3-4-2-1(1) 現地調査地点図（水資源）【大鹿村】 

湧水の水量（湧水等） 

変電所 

青木川非常口 

除山非常口 

釜沢非常口 

小渋川非常口 
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図 3-4-2-1(2) 現地調査地点図（水資源）【豊丘村、大鹿村】 

50 

変電所 

坂島非常口 

戸中非常口 



 

  

 

図 3-4-2-1(3) 現地調査地点図（水資源）【飯田市、豊丘村】 

36 

35 

37 
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黒田非常口 
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図 3-4-2-1(4) 現地調査地点図（水資源）【飯田市】 

萩の平非常口 
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図 3-4-2-1(5) 現地調査地点図（水資源）【南木曽町】 

調査位置図 

広瀬非常口 
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図 3-4-2-1(6) 現地調査地点図（自然由来の重金属等及び水素イオン濃度）【大鹿村】 

変電所 

釜沢非常口 

除山非常口 

小渋川非常口 

青木川非常口 
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図 3-4-2-1(7) 現地調査地点図（自然由来の重金属等及び水素イオン濃度）【豊丘村】 

縦井戸 

変電所 

坂島非常口 

戸中非常口 
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3-4-3 調査期間 

現地調査の期間を表 3-4-3-1 に示す。 

 

表 3-4-3-1(1) 水資源の現地調査期間（井戸・湧水） 

調査項目 調査期間 

【大鹿村】 
水量、水温、pH、電気伝導率 

（豊水期）平成 30 年 8 月 6 日、8 日、21～22 日 
（低水期）平成 31 年 1 月 9～10 日、16～17 日 

【豊丘村・飯田市・南木曽町】 
水位及び水量、水温、pH、 
電気伝導率、透視度（温泉は除く） 

平成 30 年 4 月 9～12 日、27 日 
平成 30 年 5 月 8 日、10～11 日、15～16 日、18 日 
平成 30 年 6 月 12～15 日、26 日 
平成 30 年 7 月 9 日、11～12 日、19 日 
平成 30 年 8 月 2 日、7 日、9～10 日、17 日、20 日 
平成 30 年 9 月 5～7 日、14 日、18 日 
平成 30 年 10 月 9 日、12～13 日、16 日 
平成 30 年 11 月 5～6 日、8～9 日、13 日、15～16 日、 
平成 30 年 12 月 6～7 日、11～13 日、21 日 
平成 31 年 1 月 8 日、11 日、15 日、17～19 日、21～23 日 
平成 31 年 2 月 4 日、6～8 日、12 日、15 日、18～20 日 
平成 31 年 3 月 4～6 日、8 日、11 日、15 日、18～20 日 

自然由来の重金属等及び 
水素イオン濃度(pH) 

平成 31 年 2 月 5 日、13 日 

 

表 3-4-3-1(2) 水資源の現地調査期間（地表水） 

調査項目 調査期間 

【豊丘村・飯田市・南木曽町】 
流量、水温、 
pH、電気伝導率 

平成 30 年 4 月 9～13 日、19～20 日、27 日 
平成 30 年 5 月 8～12 日、15 日、17～18 日 
平成 30 年 6 月 7～8 日、12～16 日 
平成 30 年 7 月 9～13 日、17 日、19～20 日 
平成 30 年 8 月 1～2 日、6～10 日、20 日 
平成 30 年 9 月 3～6 日、10～14 日、18 日、20 日 
平成 30 年 10 月 3 日、9～13 日、15～16 日 
平成 30 年 11 月 5～9 日、12～13 日、15 日 
平成 30 年 12 月 5～8 日、10～13 日、21 日 
平成 31 年 1 月 8～9 日、11 日、15～19 日、21～24 日 
平成 31 年 2 月 4～10 日、12～13 日、15 日、18～20 日 
平成 31 年 3 月 4～9 日、11～12 日、15 日、18～20 日 

 

 

3-4-4 調査結果 

調査結果を表 3-4-4-1 及び図 3-4-4-1 に示す。なお、図 3-4-4-1 で示す平成 26 年度、平

成 27 年度の結果は「平成 27 年度における環境調査の結果等について（平成 28 年 6 月）」

に、平成 28 年度の結果は「平成 28 年度における環境調査の結果等について（平成 29 年 6

月）」に、平成 29 年度の結果は「平成 29 年度における環境調査の結果等について（平成

30 年 6 月）」に記載している。 
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表 3-4-4-1(1) 湧水の水量の調査結果（大鹿村） 

地点 

番号 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

豊水期 低水期 

40 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.4 8.6 

pH 8.0 7.0 

電気伝導率（mS/m） 9.8 9.0 

水量（L/min） 12.0 8.4 

41 
公共水源 

（湧水） 

水温（℃） 13.8 5.1 

pH 7.4 7.8 

電気伝導率（mS/m） 10.5 10.6 

水量（L/min） 1666.8 780.0 

42 
公共水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.9 9.5 

pH 7.2 7.9 

電気伝導率（mS/m） 8.9 8.8 

水量（L/min） 186.0 126.0 

43 
公共水源 

（湧水） 

水温（℃） 11.1 7.5 

pH 7.0 7.9 

電気伝導率（mS/m） 8.1 8.9 

水量（L/min） 366.0 54.0 

44 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） - 6.2 

pH - 8.0 

電気伝導率（mS/m） - 8.8 

水量（L/min） 0 34.8 

45 
公共水源 

（湧水） 

水温（℃） 15.2 5.9 

pH 7.2 8.5 

電気伝導率（mS/m） 26.6 28.1 

水量（L/min） 18.0 3.5 

注：地点番号 44、豊水期は流量がないため測定データなし 
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表 3-4-4-1(2) 湧水の水量の調査結果（大鹿村） 

地点 

番号 
調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

豊水期 低水期 

46 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 15.0 5.1 

pH 7.8 8.5 

電気伝導率（mS/m） 22.7 18.6 

水量（L/min） 2.8 12.6 

47 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 18.4 2.7 

pH 7.9 8.8 

電気伝導率（mS/m） 15.2 18.4 

水量（L/min） 37.8 33.6 

48 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.5 9.3 

pH 8.3 8.3 

電気伝導率（mS/m） 14.1 12.8 

水量（L/min） 15.0 13.8 

49 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 12.1 10.3 

pH 7.1 8.2 

電気伝導率（mS/m） 12.8 7.9 

水量（L/min） 18.0 13.2 

50 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 16.0 5.6 

pH 7.4 8.6 

電気伝導率（mS/m） 5.3 4.4 

水量（L/min） 2.8 11.9 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(1)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（40 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(2)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（41 大鹿村 公共水源（湧水）） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(3)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（42 大鹿村 公共水源（湧水）） 

 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(4)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（43 大鹿村 公共水源（湧水）） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(5)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（44 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(6)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（45 大鹿村 公共水源（湧水）） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(7)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（46 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 

測定方法：容器法 

 

注：平成26年度、27年度は立ち入り不能につき、測定不可のため欠測。 

図 3-4-4-1(8)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（47 大鹿村 個人水源（湧水）） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(9)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（48 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(10)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（49 大鹿村 個人水源（湧水）） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(11)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（50 大鹿村 個人水源（湧水）） 

 



 

表 3-4-4-1（3） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（豊丘村） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

19 

豊
丘
村 

村営 

キャンプ場

井戸 

（縦井戸） 

水温（℃） 13.4 13.5 13.1 17.8 21.2 14.2 14.2 13.4 13.2 ※ ※ ※ 

pH 7.8 7.7 7.7 7.4 7.2 8.8 8.1 8.6 8.4 ※ ※ ※ 

電気伝導率

（mS/m） 
7.9 7.2 6.6 8.0 8.6 8.1 8.8 9.3 9.3 ※ ※ ※ 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 ※ ※ ※ 

水位（m）注 3 -7.8 -8.1 -9.1 -6.9 -7.7 -8.5 -7.7 -7.7 -7.5 -7.7 -7.7 -7.6 

29 
個人水源 

（縦井戸） 

水温（℃） 9.7 13.3 17.6 16.8 19.2 21.5 16.5 14.0 10.2 8.5 8.1 10.5 

pH 7.1 6.5 6.6 6.5 6.1 6.5 6.6 6.7 7.2 6.7 6.8 6.7 

電気伝導率

（mS/m） 
24.5 25.0 24.9 25.8 23.9 22.1 27.8 24.7 25.4 25.7 26.5 22.7 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -1.5 -1.2 -1.3 -1.2 -1.3 -1.1 -1.2 -1.2 -1.2 -1.3 -1.3 -1.3 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 

「※」：冬季期間中（1～3 月）は凍結防止のためポンプが稼働しないため、水位調査のみ実施。 
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表 3-4-4-1（4） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（豊丘村） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

32 

豊
丘
村 

観測井 

水温（℃） 13.5 12.8 13.3 14.8 14.6 15.7 15.1 15.7 14.9 14.4 13.4 13.6 

pH 8.1 7.9 8.2 7.9 7.8 7.8 8.1 8.1 7.7 7.8 8.0 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
14.3 13.9 14.1 13.9 13.5 13.9 13.6 13.8 13.5 13.6 13.8 13.8 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -3.8 -2.8 -3.3 -3.1 -3.3 -3.4 -3.1 -3.4 -3.6 -3.9 -4.1 -4.0 

36 

豊丘村 

小園簡易 

水道水源 

（縦井戸） 

水温（℃） 13.4 13.8 14.1 13.6 14.2 14.1 13.7 13.1 13.1 12.8 13.0 13.0 

pH 7.2 6.7 6.8 6.6 6.0 6.7 7.4 7.0 7.4 7.0 6.7 6.8 

電気伝導率

（mS/m） 
14.9 14.8 14.2 14.8 14.3 12.4 14.3 14.8 14.3 14.3 14.7 14.5 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -16.7 -16.6 -16.3 -16.2 -16.2 -16.0 -16.0 -16.0 -15.9 -16.2 -16.2 -16.8 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（5） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

16 

飯
田
市 

個人水源 

水温（℃） 15.6 15.0 14.9 

pH 6.2 6.2 6.2 

電気伝導率

（mS/m） 
13.2 15.7 15.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -6.0 -6.2 -6.0 

18 観測井 

水温（℃） 11.7 12.5 14.2 

pH 7.6 6.9 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
20.8 16.4 23.3 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -30.6 -31.0 -31.3 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（6） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

19 

飯
田
市 

観測井 

水温（℃） 11.1 11.7 13.7 

pH 7.8 7.2 7.1 

電気伝導率

（mS/m） 
8.3 8.1 8.4 

透視度（cm） 50 55 63 

水位（m）注 3 -51.4 -52.0 -52.3 

20 個人水源 

水温（℃） 12.5 12.7 12.3 

pH 6.5 6.4 6.5 

電気伝導率

（mS/m） 
21.4 20.1 19.3 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 17.4 17.4 16.8 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（7） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

21 

飯
田
市 

観測井 

水温（℃） 12.5 13.2 13.4 

pH 7.5 7.8 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
3.6 3.5 3.7 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水圧（MPa）注 3 0.08 0.08 0.08 

23 
郊戸八幡宮 

（湧水） 

水温（℃） 6.1 4.7 6.6 

pH 6.7 7.0 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
4.7 4.8 5.0 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 0.3 0.3 0.3 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：現地の状況により水圧を測定。 
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表 3-4-4-1（8） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

24 

飯
田
市 

観測井 

水温（℃） 13.1 14.9 14.7 

pH 10.4 10.4 10.3 

電気伝導率

（mS/m） 
15.5 16.1 15.0 

透視度（cm） 10 12 19 

水位（m）注 3 -2.1 -2.2 -2.2 

25 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 12.7 15.3 15.9 

pH 7.1 7.3 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
12.9 12.5 15.0 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 13.8 16.8 17.4 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（9） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

27 

飯
田
市 

観測井 

水温（℃） 12.7 15.0 15.6 

pH 6.9 6.4 6.2 

電気伝導率

（mS/m） 
13.8 13.5 13.7 

透視度（cm） 4 8 10 

水位（m）注 3 -3.7 -3.7 -3.6 

29 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 14.7 13.4 15.4 

pH 6.7 6.5 6.2 

電気伝導率

（mS/m） 
8.5 8.6 9.1 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 1.4 1.2 3.5 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（10） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

31 

飯
田
市 

個人水源 

水温（℃） 14.7 15.1 13.7 

pH 6.0 5.9 5.9 

電気伝導率

（mS/m） 
12.0 11.7 11.5 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水位（m）注 3 -13.9 -13.8 -14.2 

35 
草見の滝 

（湧水） 

水温（℃） 5.0 5.3 8.1 

pH 7.7 7.5 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
4.5 5.1 3.9 

透視度（cm） >100 70 65 

水量（L/min） 12.0 21.6 13.2 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)(4)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（11） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（飯田市） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

37 

飯
田
市 

観測井 

水温（℃） 11.2 12.4 13.3 

pH 8.3 8.8 8.7 

電気伝導率

（mS/m） 
8.0 7.8 7.9 

透視度（cm） 84 80 >100 

水位（m）注 3 -21.5 -21.6 -21.5 

39 
猿庫の泉 

（湧水） 

水温（℃） 10.1 10.5 11.5 

pH 7.3 7.2 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
5.1 5.3 5.5 

透視度（cm） >100 >100 >100 

水量（L/min） 7.2 3.5 6.7 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(3)(4)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：水位は孔口（GL）からの深さ。 
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表 3-4-4-1（12） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（南木曽町） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

20 

南
木
曽
町 

個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.8 11.7 11.7 11.7 12.3 12.1 11.2 11.1 10.4 10.1 10.2 10.5 

pH 7.4 6.6 6.8 7.0 7.2 6.3 6.6 6.9 7.5 7.5 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
5.0 3.0 3.3 3.1 3.4 3.0 3.2 3.6 3.7 3.7 3.8 3.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 8.8 32.8 2.6 27.1 0.6 185.6 21.0 8.6 5.4 6.1 5.6 5.3 

22 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 11.0 11.5 12.4 12.8 13.4 15.0 12.7 12.3 10.8 10.3 9.9 9.6 

pH 6.3 5.8 5.9 5.7 6.0 5.7 5.8 6.1 6.6 6.5 6.9 6.6 

電気伝導率

（mS/m） 
2.7 2.1 2.1 2.1 2.2 2.4 2.3 2.2 2.3 2.1 2.2 3.1 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水量（L/min） 18.0 60.0 16.8 51.1 12.8 101.5 29.1 13.8 8.3 8.9 5.8 3.5 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(5)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 
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表 3-4-4-1（13） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（南木曽町） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

32 

南
木
曽
町 

蘭温泉 

水温（℃） ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 

pH ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 

電気伝導率

（mS/m） 
※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 ※1 

透視度（cm） - - - - - - - - - - - - 

水位（m）注 4 -63.8 -61.2 -63.6 -61.3 -63.0 -49.0 -61.0 -56.6 -51.3 -60.9 -54.7 -53.6 

34 南木曽温泉 

水温（℃） 35.0 34.5 36.2 36.4 38.8 37.4 36.7 35.2 31.9 35.8 36.5 26.6 

pH 9.4 9.3 9.3 9.3 9.3 9.3 9.2 9.5 9.3 9.6 9.5 9.6 

電気伝導率

（mS/m） 
80.6 83.2 82.7 81.6 82.8 84.6 82.3 82.7 82.7 82.3 82.0 83.5 

透視度（cm） - - - - - - - - - - - - 

水位（m）注 4 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(5)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：温泉水は透視度は対象外。 

注 4：水位は孔口（GL）からの深さ。 

「※1」：井戸が利用停止となり、採水手段が無くなったため測定不可。 

「※2」：水位計撤去のため測定不可。 
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表 3-4-4-1（14） 地下水の水位及び湧水の水量の調査結果（南木曽町） 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

55 

南
木
曽
町 

観測井戸 

水温（℃） 8.0 11.0 13.2 13.8 17.8 20.8 13.7 12.2 8.4 5.0 1.5 7.1 

pH 8.2 8.3 7.9 7.9 8.1 8.1 8.0 7.3 7.3 7.8 8.1 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
41.1 42.0 40.9 43.4 43.3 42.3 42.0 45.0 45.4 43.1 49.0 42.9 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 

水位（m）注 3 1.4 1.8 1.5 1.6 1.2 1.3 1.1 1.1 1.2 ※ ※ 1.2 

56 
個人水源 

（湧水） 

水温（℃） 10.9 11.4 13.9 15.3 17.0 14.4 13.5 12.7 6.4 4.9 5.6 7.9 

pH 7.6 7.5 7.4 7.1 7.5 7.6 7.4 7.4 7.6 7.2 7.5 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
4.9 4.2 4.5 4.3 4.8 4.3 4.9 5.0 4.8 4.8 5.1 5.2 

透視度（cm） >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 >100 80 82 73 

水位（m）注 4 -0.4 -0.4 -0.4 -0.4 -0.4 -0.5 -0.4 -0.4 -0.4 -0.4 -0.4 -0.4 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(5)を参照。 

注 2：「>100」は、透視度が、最大値 100cm を超過したことを示す。 

注 3：地点番号 55 の水位は GL からの高さ。（地下水位は GL より高い） 

注 4：地点番号 56 の水位は孔口（GL）からの深さ。 

「※」：凍結のため測定不可。 
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3-4-35 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(12)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（19 豊丘村 村営キャンプ場井戸（縦井戸）） 

 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(13)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（29 豊丘村 個人水源（縦井戸）） 

 



3-4-36 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(14)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（32 豊丘村 観測井） 

 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。  

 

図 3-4-4-1(15)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（36 豊丘村 豊丘村小園簡易水道水源（縦井戸）） 

 



3-4-37 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(16)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（16 飯田市 個人水源） 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(17)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（18 飯田市 観測井） 

 

 

 

 



3-4-38 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(18)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（19 飯田市 観測井） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(19)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（20 飯田市 個人水源） 

 

 



3-4-39 

測定方法：水圧計 

 

図 3-4-4-1(20)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（21 飯田市 観測井） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(21)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（23 飯田市 郊戸八幡宮（湧水）） 

 

 



3-4-40 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(22)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（24 飯田市 観測井） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(23)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（25 飯田市 個人水源（湧水）） 

 

 



3-4-41 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(24)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（27 飯田市 観測井） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(25)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（29 飯田市 個人水源（湧水）） 

 

 



3-4-42 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(26)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（31 飯田市 個人水源） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(27)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（35 飯田市 草見の滝（湧水）） 

 

 



3-4-43 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(28)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（37 飯田市 観測井） 

 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(29)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（39 飯田市 猿庫の泉（湧水）） 

 

 



3-4-44 

測定方法：容器法 

 

注 1：平成 29 年度 8 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 5 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(30)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（20 南木曽町 個人水源（湧水）） 

測定方法：容器法  

 

注 1：平成 29 年度 8 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 5 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(31)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（22 南木曽町 個人水源（湧水）） 



3-4-45 

測定方法：圧力式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(32)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（32 南木曽町 蘭温泉） 

 

 

測定方法：圧力式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。   

 

注：平成30年度はポンプ移設のため測定不可。 

図 3-4-4-1(33)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（34 南木曽町 南木曽温泉） 



3-4-46 

測定方法：接触式水位計 水位はGLからの高さ。（地下水位はGLより高い） 

 

注：平成28年度1月期、2月期、平成29年度12月～2月期、平成30年度1月期、2月期は凍結のため測定不可。 

図 3-4-4-1(34)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（55 南木曽町 観測井戸） 

 

 

測定方法：接触式水位計 水位は孔口（GL）からの深さ。 

 

図 3-4-4-1(35)  地下水の水位及び湧水の水量の調査結果 

（56 南木曽町 個人水源（湧水））



 

表 3-4-4-1(15) 自然由来の重金属等の調査結果 

調査項目 

調査地点 

基準値1) 

大鹿村 

36 

釜沢水源 

（湧水） 

37 

上青木水源

（湧水） 

38 

個人水源 

（井戸：深さ

約50m） 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム（mg/L） <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛（mg/L） <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム（mg/L） <0.01 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素（mg/L） <0.005 0.001 0.004 0.01mg/L以下 

水銀（mg/L） <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン（mg/L） <0.002 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素（mg/L） <0.1 <0.08 0.1 0.8mg/L以下 

ほう素（mg/L） 0.1 <0.1 0.1 1mg/L以下 

水素イオン濃度（pH） 8.2 7.4 7.9 ― 

1) 地下水の水質汚濁に係る環境基準について（平成9年3月13日環境庁告示第10号） 

注：「<」は未満を示す。  

 

 

 

 

 

 

3
-
4
-
4
7
 



 

表 3-4-4-1（16） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

12 

豊
丘
村 

虻川 

（本流） 

水温（℃） 8.6 11.3 11.6 14.8 15.9 15.2 13.1 8.6 5.0 3.0 3.7 3.2 

pH 7.7 7.8 8.0 7.7 7.7 7.5 7.7 7.9 7.3 7.4 7.2 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
2.7 2.7 3.1 2.7 3.4 2.5 3.3 3.2 3.1 3.1 3.1 3.0 

流量（m3/min） 7.2 4.4 1.1 5.5 0.3 5.3 1.9 1.3 1.1 1.3 0.9 3.2 

13 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 9.1 12.6 12.4 15.8 16.9 15.6 12.9 7.5 3.6 1.6 2.7 2.8 

pH 7.6 7.6 7.9 7.4 7.2 7.2 7.3 8.2 7.1 7.4 7.2 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
2.8 3.0 3.7 3.1 4.1 2.7 4.0 3.8 3.6 3.7 3.7 3.2 

流量（m3/min） 5.7 3.4 1.0 4.2 1.3 3.9 4.4 1.4 1.3 1.2 0.9 3.3 

14 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 10.6 12.2 13.3 16.6 17.3 16.4 14.4 8.1 4.1 2.5 2.5 2.5 

pH 7.5 7.9 7.5 7.2 7.4 7.6 7.6 8.0 7.2 7.3 7.6 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
2.0 2.1 3.0 2.1 3.3 2.0 2.7 3.1 2.8 3.3 3.1 2.4 

流量（m3/min） 2.5 1.9 0.4 1.7 0.2 1.1 1.6 0.4 0.6 0.6 0.5 1.8 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 
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表 3-4-4-1（17） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

15 

豊
丘
村 

虻川 

（支流） 

水温（℃） 9.8 13.5 13.6 15.9 16.2 15.1 13.5 5.8 1.3 0.8 0.9 1.4 

pH 8.0 8.1 7.7 7.2 7.5 7.8 7.9 7.9 7.6 7.5 7.5 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
2.8 3.0 3.8 3.0 3.6 2.9 4.0 3.9 3.6 3.7 3.6 3.3 

流量（m3/min） 8.4 5.8 2.6 7.8 1.7 6.5 6.8 2.3 1.5 1.9 1.1 5.1 

16 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 10.4 12.2 13.3 16.5 17.9 16.7 14.8 9.2 4.9 3.5 3.5 3.2 

pH 7.8 7.3 7.3 7.3 7.7 7.3 7.2 7.7 7.7 7.2 7.6 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
3.1 3.2 4.6 3.2 5.1 2.9 3.9 4.5 3.9 4.3 4.2 3.7 

流量（m3/min） 0.43 0.21 0.10 0.38 0.06 0.44 0.25 0.11 0.20 0.30 0.17 0.62 

17 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 10.4 13.3 13.8 16.9 17.8 16.2 14.0 8.2 3.3 1.6 2.3 3.4 

pH 7.7 7.4 7.6 7.4 7.6 7.2 7.2 7.4 7.5 7.4 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
2.8 2.9 3.9 3.0 4.1 2.8 3.8 3.9 3.7 3.9 3.8 3.4 

流量（m3/min） 18.2 12.8 3.1 14.6 2.8 14.5 11.4 3.6 3.1 3.1 2.3 10.5 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 
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表 3-4-4-1（18） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

18 

豊
丘
村 

虻川 

（本流） 

水温（℃） 9.9 12.9 13.5 16.8 18.4 17.0 14.3 9.0 4.1 2.6 3.0 4.5 

pH 7.8 7.8 7.8 7.2 7.8 7.0 7.3 8.6 7.2 7.4 7.7 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
2.6 2.5 3.6 2.5 3.3 2.5 3.3 3.2 3.1 3.1 3.0 3.1 

流量（m3/min） 28.5 18.7 6.3 25.2 3.7 23.0 20.6 5.8 5.0 5.0 4.4 17.5 

20 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 11.2 13.9 14.1 17.8 19.1 17.2 14.4 9.3 4.5 3.1 2.8 4.6 

pH 7.7 7.9 7.8 7.5 7.5 7.1 7.1 7.9 7.3 7.1 7.5 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
3.0 3.1 3.7 3.2 3.8 3.1 4.0 3.6 3.8 3.8 3.5 3.5 

流量（m3/min） 23.3 12.4 5.5 13.1 3.9 18.1 13.0 5.3 3.4 4.4 3.6 10.6 

21 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 8.0 11.8 13.7 18.4 18.4 17.4 13.9 11.2 9.6 3.6 2.6 3.9 

pH 7.2 7.4 7.3 7.3 6.9 7.5 7.4 7.5 7.5 7.5 7.6 7.0 

電気伝導率

（mS/m） 
4.1 2.4 4.6 4.2 4.9 3.8 3.8 4.3 4.3 4.2 3.7 3.5 

流量（m3/min） 0.22 0.92 0.27 0.40 0.22 0.89 0.63 0.21 0.70 0.13 0.14 0.83 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 
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表 3-4-4-1（19） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

22 

豊
丘
村 

サースケ洞 

水温（℃） 7.9 13.8 15.3 20.5 20.5 17.3 - 10.2 9.8 1.3 1.2 4.4 

pH 7.3 7.6 7.7 7.6 7.3 7.6 - 7.7 7.6 7.5 7.5 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
4.7 3.5 5.3 4.8 5.4 3.9 - 5.4 5.4 5.5 5.7 4.5 

流量（m3/min） 1.1 5.7 1.4 2.7 1.7 6.2 - 1.6 2.3 0.9 1.0 4.1 

23 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 10.8 15.3 15.7 21.6 21.8 17.5 - 10.7 10.2 1.2 2.1 5.3 

pH 7.5 7.7 7.8 7.7 7.4 7.6 - 7.7 7.6 7.6 7.7 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
4.7 3.8 5.0 4.8 5.2 4.0 - 4.9 5.0 5.2 5.3 4.7 

流量（m3/min） 0.4 3.7 1.1 1.7 1.0 3.9 - 1.3 1.2 0.9 0.7 1.3 

24 
虻川 

（支流） 

水温（℃） 7.3 13.6 15.6 21.6 22.0 17.7 13.2 11.0 10.8 3.4 1.8 6.1 

pH 7.2 7.4 7.6 7.6 7.1 7.4 7.6 7.7 7.5 7.8 7.7 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.4 4.3 3.9 4.7 3.8 3.8 4.4 4.7 4.2 4.4 4.9 

流量（m3/min） 0.017 0.073 0.006 0.010 0.003 0.048 0.021 0.008 0.011 0.004 0.003 0.023 

注 1：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 

注 2：地点番号 22、23 は 10 月期、所有者事情により測定できなかったため、欠測。 
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表 3-4-4-1（20） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

25 

豊
丘
村 

虻川 

（支流） 

水温（℃） 11.7 15.0 15.8 20.8 20.8 18.1 13.5 12.1 10.7 4.3 5.3 6.7 

pH 7.3 7.4 7.4 7.2 7.1 7.6 7.4 7.6 7.5 7.6 7.7 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
5.8 4.6 5.9 5.6 6.0 5.1 5.2 5.4 5.5 5.4 5.5 5.7 

流量（m3/min） 0.4 1.5 0.5 0.8 0.3 1.7 1.2 0.6 0.8 0.4 0.3 0.7 

26 
本村川 

（支流） 

水温（℃） 10.2 11.4 14.6 20.7 19.2 17.4 13.4 10.2 8.6 2.4 1.7 5.5 

pH 7.6 7.7 7.5 7.6 7.4 7.8 7.7 7.7 7.7 7.4 8.0 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
11.2 9.1 12.0 10.6 11.6 10.0 10.7 12.1 12.5 13.2 13.5 10.2 

流量（m3/min） 0.25 0.69 0.24 0.31 0.22 0.72 0.54 0.29 0.26 0.28 0.23 0.62 

27 
本村川 

（支流） 

水温（℃） 10.7 11.9 14.1 19.4 19.4 17.1 13.5 10.5 9.1 2.8 2.3 5.8 

pH 7.5 7.5 7.3 7.4 7.3 7.6 7.6 7.6 7.6 7.4 7.8 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
8.4 6.8 8.1 7.8 8.3 7.6 7.5 8.1 8.4 8.4 8.9 7.5 

流量（m3/min） 0.6 2.2 0.6 1.2 0.6 1.9 1.5 0.9 0.7 0.5 0.4 1.2 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 
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表 3-4-4-1（21） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

28 

豊
丘
村 

場知沢川 

水温（℃） 13.2 15.2 16.1 20.3 19.7 18.2 14.2 12.5 11.0 5.7 5.6 8.1 

pH 7.7 7.9 7.8 7.7 7.7 7.8 7.8 7.9 7.7 7.7 7.8 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
15.0 13.7 15.3 16.9 16.5 15.0 15.3 17.1 16.1 17.7 17.8 12.3 

流量（m3/min） 0.11 0.16 0.07 0.09 0.06 0.16 0.17 0.11 0.13 0.07 0.06 0.27 

30 
本村川 

（本流） 

水温（℃） 10.8 12.6 15.4 20.8 20.5 18.2 14.0 10.6 9.2 2.8 2.1 7.6 

pH 7.7 7.7 7.5 7.6 7.3 7.7 7.7 7.7 7.7 7.6 7.7 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
11.0 10.3 11.7 10.9 11.8 10.5 10.6 11.5 11.6 12.1 12.4 10.3 

流量（m3/min） 1.4 7.1 2.0 2.9 2.2 5.4 3.7 2.6 2.4 1.8 1.5 3.6 

31 南沢 

水温（℃） 11.7 13.4 15.4 22.5 22.4 17.9 13.7 10.9 8.8 3.2 3.2 7.4 

pH 7.7 7.6 7.6 7.7 7.7 7.7 7.7 7.8 7.7 7.6 7.7 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
6.3 5.3 6.7 6.6 7.1 4.9 5.7 6.3 6.6 6.7 7.1 5.9 

流量（m3/min） 1.8 8.9 3.2 4.5 3.2 7.6 6.9 3.4 3.6 2.5 2.1 3.8 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)を参照。 
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表 3-4-4-1(22) 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

33 

豊
丘
村 

牛草川 

水温（℃） 11.8 16.0 17.1 22.9 22.4 20.2 16.1 13.9 11.1 4.0 5.5 7.7 

pH 7.8 7.9 8.0 8.1 8.0 8.2 8.2 8.3 7.7 9.0 8.5 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
24.1 26.8 31.9 31.4 30.2 37.2 25.6 31.4 17.5 32.8 30.4 19.0 

流量（m3/min） 0.019 0.027 0.004 0.008 0.011 0.019 0.021 0.010 0.043 0.002 0.008 0.044 

34 壬生沢川 

水温（℃） 111.1 13.5 15.8 21.5 21.8 18.3 14.1 10.9 9.0 3.2 2.8 7.9 

pH 7.7 7.6 7.6 7.5 7.4 7.6 7.7 7.8 7.7 7.7 7.7 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
9.1 7.9 9.6 9.4 10.0 8.2 8.5 9.3 9.5 9.7 10.1 8.6 

流量（m3/min） 3.2 15.3 5.5 6.3 4.4 14.4 10.0 5.5 5.4 3.7 3.2 7.8 

35 地蔵沢川 

水温（℃） 11.5 15.1 15.8 22.4 22.4 19.8 14.5 11.1 10.6 2.5 2.1 7.1 

pH 7.7 7.6 7.7 7.6 7.3 7.6 7.5 7.7 7.6 7.5 7.6 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
13.1 11.2 14.5 14.1 13.8 12.4 14.0 14.8 14.3 16.7 17.5 10.9 

流量（m3/min） 0.05 0.14 0.02 0.03 0.03 0.10 0.02 0.02 0.03 0.01 0.01 0.22 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)、(3)を参照。 
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表 3-4-4-1（23） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

37 
豊
丘
村 

壬生沢川 

水温（℃） 11.4 15.2 17.1 21.9 23.9 20.4 14.5 12.0 8.6 3.7 4.4 7.9 

pH 7.7 7.7 7.7 7.7 7.4 7.8 7.7 7.9 7.7 7.7 7.8 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
10.1 8.8 10.3 10.9 11.7 9.5 9.4 10.3 10.5 10.8 11.1 9.7 

流量（m3/min） 2.9 15.9 4.2 7.4 3.0 13.7 11.3 5.2 4.6 2.6 2.7 6.9 

注：地点番号は図 3-4-2-1(2)、(3)を参照。 
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表 3-4-4-1（24） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

17 

飯
田
市 

野底川上流 

水温（℃） 3.4 3.8 6.7 

pH 7.6 7.8 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
4.9 5.0 4.9 

流量（m3/min） 20.8 19.5 20.0 

22 松洞川上流 

水温（℃） 4.6 4.8 8.0 

pH 7.4 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
9.0 9.9 8.9 

流量（m3/min） 0.21 0.25 0.29 

26 王竜寺川上流 

水温（℃） 8.6 4.6 9.3 

pH 7.6 7.8 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
4.9 5.5 5.1 

流量（m3/min） 0.95 0.62 0.91 

注：地点番号は図3-4-2-1(3)を参照。 
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表 3-4-4-1（25） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

28 

飯
田
市 

山の田沢川 

水温（℃） 6.0 9.3 8.6 

pH 10.2 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
19.1 13.3 14.1 

流量（m3/min） 0.06 0.06 0.06 

30 滝の沢川上流 

水温（℃） 4.8 10.6 10.6 

pH 7.5 7.3 7.1 

電気伝導率

（mS/m） 
5.0 5.0 5.3 

流量（m3/min） 0.41 0.37 0.31 

32 
阿弥陀沢川 

上流 

水温（℃） 3.8 4.2 7.8 

pH 7.5 7.6 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
5.7 10.1 5.9 

流量（m3/min） 0.35 0.35 0.36 

注：地点番号は図3-4-2-1(3)を参照。 
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表 3-4-4-1（26） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

33 

飯
田
市 

西の原沢川上流 

水温（℃） 4.2 7.3 8.2 

pH 7.5 7.3 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
4.6 4.4 4.7 

流量（m3/min） 0.04 0.03 0.03 

34 熊ヶ洞沢川 

水温（℃） 4.3 7.4 8.0 

pH 7.6 7.1 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
6.2 6.2 6.4 

流量（m3/min） 0.10 0.12 0.09 

36 円悟沢川中流 

水温（℃） 2.0 4.4 4.7 

pH 7.5 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.0 5.5 4.0 

流量（m3/min） 2.9 3.3 2.9 

注：地点番号は図3-4-2-1(3)、(4)を参照。 
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表 3-4-4-1（27） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

38 

飯
田
市 

円悟沢川上流 

水温（℃） 1.7 4.3 6.6 

pH 7.4 7.8 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.9 3.9 4.0 

流量（m3/min） 1.8 2.2 2.1 

40 闇沢川下流 

水温（℃） 3.1 2.1 3.4 

pH 7.7 7.8 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
5.1 5.3 5.2 

流量（m3/min） 5.2 3.9 5.4 

41 松川上流 

水温（℃） 1.6 4.2 3.6 

pH 7.3 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
5.9 10.6 6.4 

流量（m3/min） 8.0 20.6 8.5 

注：地点番号は図3-4-2-1(3)、(4)を参照。 
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表 3-4-4-1（28） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

42 

飯
田
市 

闇沢川上流 

水温（℃） 3.1 2.1 3.3 

pH 7.6 8.0 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
5.0 5.2 5.1 

流量（m3/min） 2.6 2.1 2.5 

43 押の沢川下流 

水温（℃） 1.8 2.2 4.3 

pH 7.7 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.3 4.4 4.0 

流量（m3/min） 3.1 2.8 4.7 

44 押の沢川上流 

水温（℃） 1.0 1.2 3.1 

pH 7.5 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.1 3.2 3.2 

流量（m3/min） 0.6 1.3 1.4 

注：地点番号は図3-4-2-1(3)、(4)を参照。 
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表 3-4-4-1（29） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

1 月 2 月 3 月 

45 

飯
田
市 

黒川中流 

水温（℃） 1.7 3.0 3.5 

pH 6.7 7.7 6.9 

電気伝導率

（mS/m） 
2.3 2.3 2.2 

流量（m3/min） 27.0 36.4 56.0 

46 黒川上流 

水温（℃） 0.9 1.8 2.8 

pH 6.7 8.3 7.1 

電気伝導率

（mS/m） 
2.0 2.1 1.9 

流量（m3/min） 8.9 11.5 19.6 

注：地点番号は図3-4-2-1(4)を参照。 
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表 3-4-4-1（30） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

12 

南
木
曽
町 

桂川 

水温（℃） 4.3 9.4 13.6 15.9 18.7 14.8 12.0 10.9 3.2 1.3 1.8 3.8 

pH 7.5 7.3 7.5 7.5 7.3 7.3 7.5 7.6 7.0 6.8 7.4 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
2.9 2.6 3.0 2.8 3.2 2.7 2.8 3.0 3.0 3.0 3.0 2.9 

流量（m3/min） 5.6 13.1 3.5 11.1 3.4 17.6 10.2 5.4 3.0 1.7 2.4 2.9 

13 
桂川（左岸） 

支流 

水温（℃） 3.7 9.7 13.6 16.3 19.2 15.4 12.7 11.1 3.8 1.2 1.4 3.8 

pH 7.1 7.3 7.6 7.4 7.3 7.4 7.5 7.4 7.3 6.7 7.4 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.4 3.8 3.6 4.3 3.6 3.8 4.2 4.2 4.1 4.5 4.1 

流量（m3/min） 2.6 6.1 2.0 3.4 1.4 4.7 3.5 1.4 1.5 1.2 1.0 1.1 

14 梨の木沢 

水温（℃） 3.4 9.3 13.1 15.9 19.2 15.0 12.5 10.7 2.9 0.8 1.0 3.3 

pH 7.7 7.3 7.6 7.5 7.5 7.4 7.6 7.5 7.6 7.5 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.5 3.0 4.0 3.7 5.0 3.4 3.5 4.0 4.2 6.1 5.6 4.6 

流量（m3/min） 6.8 14.7 4.3 11.3 4.2 15.9 11.1 6.5 5.2 3.1 2.4 4.5 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（31） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

15 

南
木
曽
町 

梨右ヶ門沢 

水温（℃） 5.3 9.5 13.7 16.4 18.9 15.6 13.2 11.0 5.4 1.8 1.9 3.8 

pH 7.6 7.3 7.5 7.5 7.3 7.4 7.5 7.6 7.6 6.9 7.4 7.9 

電気伝導率

（mS/m） 
3.3 2.9 3.4 3.2 3.7 3.1 3.1 3.3 3.3 3.3 3.4 3.4 

流量（m3/min） 0.7 1.8 0.5 1.1 0.5 2.2 1.3 0.8 0.4 0.3 0.3 0.3 

16 ナシノキ沢 

水温（℃） 4.4 9.7 15.2 18.1 22.6 15.7 13.3 11.0 3.4 0.9 1.3 3.5 

pH 7.2 7.4 7.6 7.5 7.3 7.4 7.5 7.6 7.4 7.3 7.3 7.8 

電気伝導率

（mS/m） 
3.6 3.2 3.8 3.5 4.0 3.5 3.6 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 

流量（m3/min） 0.15 0.81 0.11 0.45 0.10 0.74 0.51 0.32 0.18 0.07 0.09 0.09 

17 引助沢 

水温（℃） 7.9 9.5 14.1 16.2 18.5 16.7 12.7 11.0 4.7 1.4 2.8 3.4 

pH 7.3 7.3 7.2 7.0 7.3 7.2 7.2 7.3 7.4 7.6 7.6 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
3.0 2.8 3.1 2.9 3.3 2.8 3.0 3.2 3.2 3.3 3.3 3.3 

流量（m3/min） 0.4 0.7 0.3 0.8 0.3 1.9 0.5 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（32） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

18 

南
木
曽
町 

水ヶ沢 

水温（℃） 5.6 12.5 12.7 15.3 17.4 16.0 13.2 10.9 7.9 3.3 3.2 5.0 

pH 7.3 7.5 7.4 7.5 7.7 7.5 7.6 7.6 7.5 7.6 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.5 4.0 3.6 4.4 4.1 3.9 4.2 4.2 4.2 3.9 4.1 

流量（m3/min） 0.5 1.2 0.5 1.3 0.4 0.9 0.9 0.4 0.3 0.3 0.5 0.3 

19 
蘭川 

（左岸）支流 

水温（℃） 8.1 9.2 11.0 11.9 13.8 13.7 12.9 12.0 9.6 7.0 6.6 7.2 

pH 7.4 7.4 7.4 7.1 7.4 7.0 7.4 7.2 6.9 7.8 7.7 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.9 3.2 3.7 3.4 3.8 3.2 3.5 4.1 3.6 3.2 3.9 4.0 

流量（m3/min） 0.12 0.35 0.08 0.18 0.05 1.08 0.20 0.06 0.03 0.01 0.03 0.03 

21 夏虫沢 

水温（℃） 7.6 9.5 14.3 16.3 18.9 15.9 13.5 11.3 4.7 2.2 2.7 5.0 

pH 6.9 7.4 7.4 7.1 7.4 7.1 7.3 7.3 7.5 7.5 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
2.9 2.6 3.0 2.9 3.3 2.4 2.9 3.1 3.0 2.9 3.0 3.0 

流量（m3/min） 1.4 2.3 0.8 1.5 0.4 17.3 1.0 0.6 0.4 0.3 0.4 0.4 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（33） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

23 

南
木
曽
町 

貝ヶ沢 

水温（℃） 7.7 9.3 13.6 15.9 18.8 15.4 13.0 10.9 4.6 2.0 2.5 3.8 

pH 6.6 7.3 7.4 6.9 7.4 7.2 7.2 7.4 7.4 7.0 7.6 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
2.4 2.2 2.7 2.5 3.0 2.2 2.5 2.8 2.5 2.8 2.8 2.5 

流量（m3/min） 6.5 16.9 2.7 7.0 2.2 12.4 3.6 2.6 3.0 1.4 1.9 2.2 

24 南沢川中流 

水温（℃） 6.3 10.9 14.8 16.5 19.1 17.1 13.8 10.8 8.6 2.9 3.0 4.7 

pH 7.5 7.5 7.4 7.4 7.4 7.4 7.5 7.5 7.5 7.7 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.0 2.7 3.2 2.8 3.5 3.1 3.2 3.6 3.3 3.5 3.3 3.2 

流量（m3/min） 18.2 30.6 16.5 38.2 11.6 39.1 26.3 14.8 19.0 8.8 25.6 19.4 

25 南沢川上流 

水温（℃） 6.3 10.8 14.5 15.5 18.5 16.6 13.8 10.4 8.5 3.1 2.8 4.6 

pH 7.5 7.4 7.4 7.4 7.4 7.4 7.5 7.5 7.6 7.8 7.7 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
2.9 2.6 3.1 2.7 3.4 2.9 3.1 3.4 3.2 3.2 3.2 3.1 

流量（m3/min） 16.9 28.5 15.2 39.3 10.6 40.0 18.2 11.3 15.8 4.9 24.0 18.2 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（34） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

26 

南
木
曽
町 

蘭川中流 

水温（℃） 6.0 13.2 17.4 18.9 21.1 14.3 13.8 11.5 8.4 2.6 3.7 4.4 

pH 7.1 7.1 7.4 7.4 7.4 7.6 7.4 7.4 7.4 7.6 7.3 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
2.9 2.7 2.9 3.0 2.6 2.8 2.8 3.2 3.2 3.4 3.6 3.2 

流量（m3/min） 90.0 166.7 73.8 108.1 113.0 162.8 153.6 79.4 61.6 32.4 97.1 65.3 

27 
小谷場沢 

水路 

水温（℃） 7.1 10.1 13.0 15.1 17.1 16.4 13.6 11.6 9.5 4.5 4.1 5.0 

pH 7.3 7.3 7.1 7.1 7.2 7.2 7.3 7.8 7.5 7.9 7.6 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
3.1 2.7 3.1 2.9 3.2 3.5 3.0 3.2 3.3 2.9 3.3 3.4 

流量（m3/min） 0.04 0.10 0.05 0.12 0.03 0.07 0.11 0.05 0.03 0.02 0.04 0.02 

28 蘭川中流 

水温（℃） 7.2 13.2 16.5 19.4 21.7 13.7 15.0 11.4 5.2 3.4 2.3 6.7 

pH 7.4 7.0 7.4 7.2 7.5 7.5 7.3 7.5 7.5 7.6 7.4 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
3.1 3.2 3.2 3.3 3.5 2.7 3.2 3.4 4.3 4.0 3.8 5.1 

流量（m3/min） 62.1 211.1 118.9 149.0 70.7 186.1 194.8 85.8 68.9 49.1 84.6 116.9 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（35） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

29 

南
木
曽
町 

蘭川 

（左岸）支流 

水温（℃） 8.0 11.0 15.1 17.5 20.4 18.9 15.4 11.5 4.2 3.4 2.3 6.1 

pH 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.8 7.7 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
5.8 4.4 5.6 4.7 5.9 5.5 5.0 5.6 5.8 6.1 6.0 6.2 

流量（m3/min） 0.05 0.15 0.08 0.19 0.06 0.22 0.13 0.07 0.04 0.05 0.04 0.06 

30 
蘭川 

（左岸）支流 

水温（℃） 7.8 10.8 15.3 16.6 19.6 18.5 15.0 11.5 4.5 3.5 2.6 6.1 

pH 7.6 7.5 7.5 7.4 7.5 7.5 7.5 7.6 7.8 7.6 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.9 3.7 4.5 4.0 5.0 4.7 4.2 4.8 4.8 5.2 5.2 5.2 

流量（m3/min） 0.15 0.87 0.32 0.63 0.20 0.50 0.53 0.28 0.15 0.13 0.15 0.19 

31 大沢川 

水温（℃） 7.8 10.5 14.4 15.7 19.5 17.7 14.6 11.8 5.3 3.4 2.7 5.7 

pH 7.6 7.5 7.4 7.4 7.5 7.5 7.5 7.5 7.6 7.7 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.2 3.4 4.1 3.7 4.4 4.3 3.9 4.2 4.3 4.4 4.4 4.3 

流量（m3/min） 3.6 32.7 8.8 24.9 5.0 16.3 16.7 10.6 6.3 4.1 5.6 5.5 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（36） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

33 

南
木
曽
町 

蘭川 

（左岸）支流 

水温（℃） 8.1 10.8 14.4 16.4 19.2 18.3 14.9 12.1 6.6 4.2 3.3 6.3 

pH 7.5 7.7 7.6 7.7 7.6 7.7 7.6 7.7 7.7 7.7 7.5 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
6.0 5.2 5.9 5.4 6.3 6.1 5.7 6.1 6.2 6.1 6.1 6.3 

流量（m3/min） 0.5 2.9 0.8 2.5 0.6 1.6 1.9 0.8 0.7 0.5 0.6 0.6 

35 
大迷沢 

（右岸）支流 

水温（℃） 7.2 10.3 14.0 16.6 18.5 18.0 14.4 10.8 6.1 3.2 1.9 5.3 

pH 7.6 7.4 7.4 7.3 7.4 7.5 7.5 7.6 6.8 7.7 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.0 3.7 3.4 3.9 3.8 3.5 3.8 3.9 4.0 4.1 4.0 

流量（m3/min） 0.7 3.9 1.8 2.9 1.2 2.3 3.6 1.6 1.0 0.8 1.4 1.4 

36 大迷沢下流 

水温（℃） 6.0 13.2 15.0 18.2 20.4 - 14.8 12.1 9.7 2.7 3.7 6.6 

pH 7.6 7.4 7.4 7.5 7.5 - 7.4 7.5 7.5 7.6 7.5 8.0 

電気伝導率

（mS/m） 
4.3 3.5 4.1 3.9 4.5 - 3.9 4.3 4.5 4.6 4.5 4.7 

流量（m3/min） 2.5 6.5 3.9 6.5 3.1 - 5.5 3.1 2.2 1.9 1.9 1.9 

注1：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 

注2：地点番号36、9月期は増水のため観測不可。 
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表 3-4-4-1（37） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

37 

南
木
曽
町 

小迷沢 

水温（℃） 6.3 11.7 15.5 18.3 22.0 15.2 15.6 12.3 9.5 1.5 3.1 6.1 

pH 7.1 7.5 7.5 7.5 7.6 7.9 7.4 7.6 7.5 7.5 7.6 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
4.6 4.1 4.1 3.9 4.8 4.2 4.2 4.6 4.8 5.0 4.8 5.1 

流量（m3/min） 0.7 1.8 1.0 2.3 0.5 2.4 2.1 0.6 0.9 0.4 0.6 0.8 

38 蘭川下流 

水温（℃） 7.3 13.0 16.1 17.0 23.0 14.8 15.4 12.8 9.7 2.5 2.5 7.9 

pH 7.8 7.5 7.4 7.5 7.6 7.8 7.3 7.6 7.5 7.5 7.4 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.3 4.1 3.2 4.4 3.4 3.6 4.4 4.3 5.2 4.7 4.4 

流量（m3/min） 46.7 147.5 39.1 303.5 33.8 - 130.8 28.6 29.6 14.4 24.0 25.7 

39 
男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 6.5 10.9 15.7 17.6 20.5 17.3 15.1 12.3 5.1 2.2 3.1 6.3 

pH 7.5 7.1 7.2 6.8 7.3 7.4 6.9 7.5 7.4 7.1 7.0 7.1 

電気伝導率

（mS/m） 
4.4 3.8 4.1 3.7 4.3 4.1 3.9 4.2 4.5 4.5 4.8 4.7 

流量（m3/min） 0.07 0.13 0.07 0.12 0.06 0.12 0.13 0.04 0.04 0.03 0.03 0.04 

注1：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 

注2：地点番号38、9月期は増水のため観測不可。 
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表 3-4-4-1（38） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

40 

南
木
曽
町 

ドンガメ沢

上流 

水温（℃） 6.8 10.1 15.5 18.5 21.6 17.7 15.6 11.7 4.1 1.3 2.3 4.8 

pH 7.5 7.0 7.3 6.9 7.2 7.4 6.9 7.6 7.5 7.2 6.8 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
4.2 3.5 4.0 3.5 4.4 3.8 3.8 4.2 4.3 4.4 4.5 4.5 

流量（m3/min） 0.4 1.6 0.5 1.3 0.3 2.2 1.1 0.4 0.5 0.2 0.2 0.2 

41 
男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 10.7 12.1 13.5 14.4 14.7 14.8 13.7 13.0 10.5 9.7 9.2 10.7 

pH 7.3 7.1 7.4 7.5 7.2 7.4 7.0 7.4 7.3 7.0 6.9 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
9.6 9.1 9.4 9.6 9.7 9.4 8.8 9.8 9.9 10.0 10.2 10.1 

流量（m3/min） 0.002 0.005 0.007 0.003 0.003 0.004 0.006 0.004 0.004 0.003 0.002 0.003 

42 薬師沢 

水温（℃） 5.7 9.0 12.6 16.0 18.3 15.1 12.0 10.8 2.5 0.1 2.2 0.9 

pH 7.6 6.7 7.4 7.6 7.5 7.5 7.4 7.7 7.6 6.7 7.4 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
3.7 2.9 3.6 3.2 3.8 3.3 3.3 3.8 4.1 4.3 4.3 4.3 

流量（m3/min） 0.7 2.8 1.1 1.6 0.8 1.5 1.9 0.8 0.6 0.4 0.2 0.6 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 

 

 

 

3
-
4
-
7
0
 



 

表 3-4-4-1（39） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

43 

南
木
曽
町 

男埵川上流 

水温（℃） 7.1 10.1 14.4 16.8 19.4 16.4 13.6 11.6 3.4 1.9 2.5 3.7 

pH 7.3 7.1 7.5 7.5 7.4 7.5 7.5 7.4 6.7 6.9 7.0 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.3 3.3 3.8 3.5 4.0 3.6 3.6 3.9 3.9 4.1 4.1 4.1 

流量（m3/min） 5.2 15.9 4.6 10.2 4.1 13.9 10.6 4.2 4.1 2.3 2.9 3.1 

44 井戸沢下流 

水温（℃） 7.1 10.8 15.4 17.5 19.6 16.9 14.6 12.4 7.7 3.4 2.6 5.8 

pH 7.5 7.2 7.3 7.2 7.3 7.3 7.1 7.6 7.7 7.1 7.4 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.4 3.9 4.9 4.3 5.3 4.3 4.3 4.7 4.7 4.8 4.9 4.9 

流量（m3/min） 0.8 4.5 0.2 2.8 0.2 4.9 2.8 1.0 0.3 0.3 0.3 0.2 

45 
男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 8.1 10.5 12.0 13.6 15.0 14.6 14.0 12.7 10.2 8.4 7.6 8.4 

pH 7.4 6.7 6.8 6.8 7.4 7.4 6.8 7.7 7.3 6.8 6.8 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.1 3.7 3.3 3.6 3.7 4.2 3.9 3.6 3.9 3.8 3.9 4.0 

流量（m3/min） 0.009 0.023 0.014 0.012 0.008 0.017 0.014 0.010 0.007 0.005 0.004 0.004 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（40） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

46 

南
木
曽
町 

男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 5.9 10.4 14.9 17.9 20.0 17.2 15.1 12.1 5.0 2.7 2.7 5.0 

pH 7.4 6.7 7.2 7.4 7.3 7.2 7.4 7.7 7.3 7.0 6.9 7.2 

電気伝導率

（mS/m） 
4.5 3.9 4.2 3.9 4.5 3.9 3.9 4.3 4.4 4.4 4.6 4.8 

流量（m3/min） 0.04 0.08 0.04 0.06 0.03 0.09 0.06 0.04 0.03 0.02 0.02 0.02 

47 
男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 7.0 10.3 14.2 16.9 18.6 17.8 12.6 12.4 8.2 4.2 4.9 5.6 

pH 7.3 7.3 7.2 7.2 7.3 7.1 7.2 7.4 7.4 7.1 7.3 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.4 3.9 4.1 3.9 4.2 4.0 3.8 4.0 4.2 4.3 4.4 4.4 

流量（m3/min） 0.04 0.10 0.07 0.10 0.05 0.11 0.08 0.05 0.03 0.02 0.02 0.02 

48 男滝上流 

水温（℃） 8.0 10.6 13.5 17.2 19.5 17.3 14.1 10.7 6.9 1.3 2.4 5.2 

pH 7.6 7.4 7.4 7.4 7.4 7.5 7.6 7.1 7.5 7.5 7.4 7.7 

電気伝導率

（mS/m） 
4.0 2.6 3.8 3.6 4.0 3.6 3.6 3.9 3.8 4.2 4.1 4.1 

流量（m3/min） 4.5 23.2 5.8 15.5 5.6 19.0 15.9 5.5 7.2 3.1 3.5 3.6 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（41） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

49 

南
木
曽
町 

男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 5.4 9.7 16.8 20.4 21.9 18.0 11.7 12.8 6.7 1.2 3.6 4.3 

pH 7.3 7.2 7.0 7.1 7.0 7.3 7.1 7.2 7.5 7.2 7.3 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.2 3.5 3.3 3.6 3.1 3.1 3.6 3.5 3.7 3.8 3.8 

流量（m3/min） 0.003 0.012 0.009 0.009 0.003 0.009 0.010 0.007 0.005 0.003 0.003 0.002 

50 
男埵川 

（右岸）支流 

水温（℃） 7.6 10.6 14.4 16.4 20.0 18.3 15.5 11.0 6.7 2.1 2.1 3.7 

pH 7.6 6.8 7.0 6.9 7.0 7.0 7.1 7.3 7.5 7.4 7.6 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.5 3.7 4.2 3.9 4.3 4.2 3.9 4.1 4.2 4.5 4.9 5.1 

流量（m3/min） 0.04 0.03 0.06 0.05 0.03 0.05 0.04 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 

51 男埵川中流 

水温（℃） 10.6 11.6 14.9 17.5 20.3 17.9 15.2 12.1 7.2 0.8 2.8 5.7 

pH 7.6 7.3 7.4 7.5 7.5 7.6 7.5 7.5 7.6 7.4 7.5 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
4.5 3.7 4.3 3.8 4.4 4.0 3.9 4.2 4.4 4.6 5.0 5.2 

流量（m3/min） 6.1 33.8 8.8 20.4 6.2 35.2 18.9 7.7 11.4 4.2 4.2 7.7 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（42） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

52 

南
木
曽
町 

男埵川 

（左岸）支流 

水温（℃） 8.4 10.1 13.7 12.6 19.1 16.9 15.4 11.0 7.3 3.2 3.0 4.4 

pH 7.4 6.7 6.6 6.5 6.9 6.5 6.7 6.9 7.2 7.3 7.4 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.4 3.1 4.2 7.9 4.4 7.2 4.0 4.1 4.3 4.5 4.8 4.9 

流量（m3/min） 0.03 0.16 0.08 1.81 0.08 2.34 0.23 0.10 0.11 0.04 0.05 0.07 

53 女滝上流 

水温（℃） 9.0 10.5 14.4 17.4 20.2 17.7 14.7 10.9 7.0 2.0 2.9 5.7 

pH 7.4 7.1 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.3 7.5 7.5 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
5.5 5.5 5.0 4.5 5.1 4.6 4.5 4.9 5.1 5.7 6.2 6.5 

流量（m3/min） 2.0 20.8 2.3 9.0 1.5 13.3 5.7 2.4 4.2 1.7 1.9 2.3 

54 
男埵川 

（左岸）支流 

水温（℃） 11.4 11.3 12.1 12.2 13.9 13.3 12.6 12.5 9.8 9.0 8.9 10.0 

pH 7.6 7.6 7.4 6.9 7.4 7.0 7.4 7.4 7.6 7.4 7.5 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
5.1 4.3 4.5 4.3 4.7 4.3 4.8 5.1 5.0 5.1 5.2 5.4 

流量（m3/min） 0.02 0.15 0.03 0.13 0.02 0.51 0.08 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（43） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

57 

南
木
曽
町 

アンコ沢 

下流 

水温（℃） 7.4 10.0 14.7 16.4 19.9 15.9 14.0 11.5 5.5 2.0 2.6 3.1 

pH 7.1 7.1 7.4 7.5 7.3 7.4 7.5 7.6 7.6 6.9 7.5 7.6 

電気伝導率

（mS/m） 
4.0 3.0 4.0 3.4 4.4 3.3 3.6 3.8 3.7 3.5 3.6 3.7 

流量（m3/min） 0.4 4.5 0.2 1.6 0.1 3.1 1.0 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 

58 三十沢上流 

水温（℃） 7.5 11.6 14.3 16.5 20.8 16.2 15.0 10.6 5.9 1.3 2.1 4.8 

pH 7.1 8.4 7.6 7.6 7.2 7.3 7.5 7.5 7.6 7.0 7.2 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
4.1 3.5 4.4 3.5 4.8 3.3 3.9 4.3 4.0 4.5 4.5 3.9 

流量（m3/min） 1.2 8.1 1.3 6.2 1.3 8.1 3.8 1.4 2.1 0.4 0.9 1.3 

59 
馬の背沢 

支流 

水温（℃） 8.7 10.2 14.7 16.0 19.1 15.9 13.7 11.8 5.2 2.3 3.2 3.3 

pH 7.6 7.1 7.5 7.5 7.3 7.3 7.5 7.5 7.5 7.0 7.4 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
4.8 3.9 4.7 4.3 4.9 4.5 4.5 4.7 4.6 4.4 4.6 4.7 

流量（m3/min） 0.2 1.2 0.2 0.7 0.2 1.1 0.5 0.2 0.1 0.1 0.2 0.2 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（44） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

60 

南
木
曽
町 

アンコ沢 

上流 

水温（℃） 5.7 9.6 14.0 15.9 18.7 15.9 13.9 11.3 6.2 2.9 2.8 4.6 

pH 7.7 7.5 7.3 7.0 7.4 7.4 7.5 7.4 7.5 7.5 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.7 3.0 3.8 3.3 4.2 3.2 3.4 3.7 3.6 3.5 3.6 3.7 

流量（m3/min） 0.4 1.4 0.4 1.0 0.2 2.1 0.4 0.3 0.2 0.1 0.2 0.2 

61 権現沢上流 

水温（℃） 5.5 9.4 14.5 16.3 19.3 16.1 13.6 11.1 5.0 2.2 2.5 4.8 

pH 7.7 7.6 7.6 7.3 7.6 7.5 7.6 7.5 7.7 7.6 7.5 7.4 

電気伝導率

（mS/m） 
4.0 3.5 4.2 3.9 5.0 3.7 3.9 4.1 4.1 4.0 4.1 4.2 

流量（m3/min） 0.6 2.8 0.6 2.0 0.1 4.1 1.7 0.6 0.4 0.4 0.7 0.5 

62 権現沢上流 

水温（℃） 5.3 9.3 14.3 16.0 18.9 15.8 13.5 11.0 4.7 2.0 2.5 4.7 

pH 7.8 7.6 7.5 7.2 7.5 7.4 7.5 7.4 7.7 7.7 7.5 7.5 

電気伝導率

（mS/m） 
3.8 3.3 3.9 3.6 4.2 3.5 3.7 3.6 3.8 3.8 3.9 3.9 

流量（m3/min） 0.5 2.3 0.7 2.0 0.5 4.1 1.7 0.5 0.4 0.3 0.3 0.4 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 
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表 3-4-4-1（45） 地表水の流量の調査結果 

地

点 

番

号 

市

町

村

名 

調査地点 調査項目 

平成 30 年度 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

63 

南
木
曽
町 

井戸沢上流 

水温（℃） 7.0 10.0 13.1 14.1 17.5 14.6 12.4 12.1 7.2 3.7 5.4 6.6 

pH 7.4 7.5 7.3 7.4 7.4 7.4 7.3 7.4 7.6 7.5 7.5 7.3 

電気伝導率

（mS/m） 
3.6 3.4 3.7 3.6 3.9 3.7 3.7 3.8 3.7 3.6 3.6 3.6 

流量（m3/min） 0.2 1.3 0.3 1.4 0.1 1.6 0.6 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 

注：地点番号は図3-4-2-1(5)を参照。 3
-
4
-
7
7
 



3-4-78 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(36)  地表水の流量の調査結果 

（12 豊丘村 虻川（本流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(37)  地表水の流量の調査結果 

（13 豊丘村 虻川（支流）） 



3-4-79 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(38)  地表水の流量の調査結果 

（14 豊丘村 虻川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(39)  地表水の流量の調査結果 

（15 豊丘村 虻川（支流）） 



3-4-80 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(40)  地表水の流量の調査結果 

（16 豊丘村 虻川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(41)  地表水の流量の調査結果 

（17 豊丘村 虻川（支流）） 



3-4-81 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(42)  地表水の流量の調査結果 

（18 豊丘村 虻川（本流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 3 月期は測定日の前日にまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(43)  地表水の流量の調査結果 

（20 豊丘村 虻川（支流）） 



3-4-82 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(44)  地表水の流量の調査結果 

（21 豊丘村 虻川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注1：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注2：平成30年度10月期は所有者事情により測定できなかったため、欠測。 

図 3-4-4-1(45)  地表水の流量の調査結果 

（22 豊丘村 サースケ洞） 



3-4-83 

測定方法：流速計測法 

 

注1：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注2：平成30年度10月期は所有者事情により測定できなかったため、欠測。 

図 3-4-4-1(46)  地表水の流量の調査結果 

（23 豊丘村 虻川（支流）） 

 

測定方法：容器法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(47)  地表水の流量の調査結果 

（24 豊丘村 虻川（支流）） 



3-4-84 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(48)  地表水の流量の調査結果 

（25 豊丘村 虻川（支流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(49)  地表水の流量の調査結果 

（26 豊丘村 本村川（支流）） 



3-4-85 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の前々日から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(50)  地表水の流量の調査結果 

（27 豊丘村 本村川（支流）） 

 

測定方法：容器法 

 

注：平成30年度3月期は測定日の前日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(51)  地表水の流量の調査結果 

（28 豊丘村 場知沢川） 



3-4-86 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(52)  地表水の流量の調査結果 

（30 豊丘村 本村川（本流）） 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(53)  地表水の流量の調査結果 

（31 豊丘村 南沢） 



3-4-87 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(54)  地表水の流量の調査結果 

（33 豊丘村 牛草川） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(55)  地表水の流量の調査結果 

（34 豊丘村 壬生沢川） 



3-4-88 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(56)  地表水の流量の調査結果 

（35 豊丘村 地蔵沢川） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5、9月期は測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(57)  地表水の流量の調査結果 

（37 豊丘村 壬生沢川） 



3-4-89 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(58)  地表水の流量の調査結果 

（17 飯田市 野底川上流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(59)  地表水の流量の調査結果 

（22 飯田市 松洞川上流） 

 



3-4-90 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(60)  地表水の流量の調査結果 

（26 飯田市 王竜寺川上流） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(61)  地表水の流量の調査結果 

（28 飯田市 山の田沢川） 

 



3-4-91 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(62)  地表水の流量の調査結果 

（30 飯田市 滝の沢川上流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(63)  地表水の流量の調査結果 

（32 飯田市 阿弥陀沢川上流） 



3-4-92 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(64)  地表水の流量の調査結果 

（33 飯田市 西の原沢川上流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(65)  地表水の流量の調査結果 

（34 飯田市 熊ヶ洞沢川） 



3-4-93 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(66)  地表水の流量の調査結果 

（36 飯田市 円悟沢川中流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(67)  地表水の流量の調査結果 

（38 飯田市 円悟沢川上流） 



3-4-94 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(68)  地表水の流量の調査結果 

（40 飯田市 闇沢川下流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(69)  地表水の流量の調査結果 

（41 飯田市 松川上流） 



3-4-95 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(70)  地表水の流量の調査結果 

（42 飯田市 闇沢川上流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(71)  地表水の流量の調査結果 

（43 飯田市 押の沢川下流） 



3-4-96 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(72)  地表水の流量の調査結果 

（44 飯田市 押の沢川上流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(73)  地表水の流量の調査結果 

（45 飯田市 黒川中流） 



3-4-97 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(74)  地表水の流量の調査結果 

（46 飯田市 黒川上流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(75)  地表水の流量の調査結果 

（12 南木曽町 桂川） 



3-4-98 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(76)  地表水の流量の調査結果 

（13 南木曽町 桂川（左岸）支流） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(77)  地表水の流量の調査結果 

（14 南木曽町 梨の木沢） 

 

 



3-4-99 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(78)  地表水の流量の調査結果 

（15 南木曽町 梨右ヶ門沢） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(79)  地表水の流量の調査結果 

（16 南木曽町 ナシノキ沢） 

 

 



3-4-100 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期は測定日の5日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(80)  地表水の流量の調査結果 

（17 南木曽町 引助沢） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(81)  地表水の流量の調査結果 

（18 南木曽町 水ヶ沢） 

 

 



3-4-101 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注 1：平成 29 年度 8 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 5 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(82)  地表水の流量の調査結果 

（19 南木曽町 蘭川（左岸）支流） 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注 1：平成 29 年度 8 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 5 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(83)  地表水の流量の調査結果 

（21 南木曽町 夏虫沢） 



3-4-102 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の4日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(84)  地表水の流量の調査結果 

（23 南木曽町 貝ヶ沢） 

 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(85)  地表水の流量の調査結果 

（24 南木曽町 南沢川中流） 

 



3-4-103 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 8 月期は測定日の 4 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(86)  地表水の流量の調査結果 

（25 南木曽町 南沢川上流） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(87)  地表水の流量の調査結果 

（26 南木曽町 蘭川中流） 

 

 



3-4-104 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(88)  地表水の流量の調査結果 

（27 南木曽町 小谷場沢水路） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(89)  地表水の流量の調査結果 

（28 南木曽町 蘭川中流） 

 

 



3-4-105 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(90)  地表水の流量の調査結果 

（29 南木曽町 蘭川（左岸）支流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(91)  地表水の流量の調査結果 

（30 南木曽町 蘭川（左岸）支流） 

 

 



3-4-106 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(92)  地表水の流量の調査結果 

（31 南木曽町 大沢川） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(93)  地表水の流量の調査結果 

（33 南木曽町 蘭川（左岸）支流） 

 



3-4-107 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成28年度1～2月期、平成29年度2月期については、積雪のため観測不可。 

図 3-4-4-1(94)  地表水の流量の調査結果 

（35 南木曽町 大迷沢（右岸）支流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期については、増水のため観測不可。 

図 3-4-4-1(95)  地表水の流量の調査結果 

（36 南木曽町 大迷沢下流） 

 



3-4-108 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(96)  地表水の流量の調査結果 

（37 南木曽町 小迷沢） 

測定方法：流速計測法 

 

注1：平成30年度9月期については、増水のため観測不可。 

注2：平成30年度7月期は、測定日の1週間程度前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(97)  地表水の流量の調査結果 

（38 南木曽町 蘭川下流） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(98)  地表水の流量の調査結果 

（39 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期は、測定日の1週間程度前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(99)  地表水の流量の調査結果 

（40 南木曽町 ドンガメ沢上流） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(100)  地表水の流量の調査結果 

（41 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 

 

 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は、測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(101)  地表水の流量の調査結果 

（42 南木曽町 薬師沢） 
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測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(102)  地表水の流量の調査結果 

（43 南木曽町 男埵川上流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期は、測定日の1週間程前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(103)  地表水の流量の調査結果 

（44 南木曽町 井戸沢下流） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(104)  地表水の流量の調査結果 

（45 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(105)  地表水の流量の調査結果 

（46 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(106)  地表水の流量の調査結果 

（47 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度5月期は、測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(107)  地表水の流量の調査結果 

（48 南木曽町 男滝上流） 
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測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(108)  地表水の流量の調査結果 

（49 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 

測定方法：容器法 

 

図 3-4-4-1(109)  地表水の流量の調査結果 

（50 南木曽町 男埵川（右岸）支流） 
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測定方法：流速計測法 

 

注：平成 29 年度 8 月期は測定日の前々日から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(110)  地表水の流量の調査結果 

（51 南木曽町 男埵川中流） 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注1：平成30年度7月期は測定日の5日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

注2：平成30年度9月期は測定日の6日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(111)  地表水の流量の調査結果 

（52 南木曽町 男埵川（左岸）支流） 
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測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(112)  地表水の流量の調査結果 

（53 南木曽町 女滝上流） 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

注：平成30年度9月期は測定日の5日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(113)  地表水の流量の調査結果 

（54 南木曽町 男埵川（左岸）支流） 
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測定方法：流速計測法 

 

注：平成 30 年度 5 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(114)  地表水の流量の調査結果 

（57 南木曽町 アンコ沢下流） 

測定方法：流速計測法及び容器法 

 

図 3-4-4-1(115)  地表水の流量の調査結果 

（58 南木曽町 三十沢上流） 
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測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(116)  地表水の流量の調査結果 

（59 南木曽町 馬の背沢支流） 

測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(117)  地表水の流量の調査結果 

（60 南木曽町 アンコ沢上流） 
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測定方法：流速計測法 

 

注 1：平成 29 年度 8 月期は測定日の 4 日前から前日にかけてまとまった降雨があった。 

注 2：平成 30 年度 9 月期は測定日の 3 日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(118)  地表水の流量の調査結果 

（61 南木曽町 権現沢上流） 

測定方法：流速計測法 

 

注：平成30年度9月期は測定日の3日前から測定日にかけてまとまった降雨があった。 

図 3-4-4-1(119)  地表水の流量の調査結果 

（62 南木曽町 権現沢上流） 
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測定方法：流速計測法 

 

図 3-4-4-1(120)  地表水の流量の調査結果 

（63 南木曽町 井戸沢上流） 
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3-5 土壌汚染 

 土壌汚染について、工事中のモニタリングを実施した。 

 

3-5-1 調査項目 

調査項目は、土壌汚染の状況（自然由来の重金属等（カドミウム、六価クロム、水銀、セレ

ン、鉛、ヒ素、ふっ素、ほう素）及び酸性化可能性）とした。 

 

3-5-2 調査方法 

調査方法を表 3-5-2-1 に示す。 

 

表 3-5-2-1 調査方法 

調査項目 調査方法 

土壌溶出量試験 
土壌溶出量調査に係る測定方法 

（平成 15 年環境庁告示第 18 号） 

酸性化可能性試験 

pH(H2O2) 

JGS 0271-2016 

過酸化水素水による土及び岩石の酸性化可能性試験方法 

 

 

3-5-3 調査地点 

調査地点を表 3-5-3-1、図 3-5-3-1 に示す。 

 

表 3-5-3-1 調査地点 

地点
番号 

市町村名 工区 計画施設 

01 

大鹿村 南アルプストンネル（長野工区） 非常口（山岳部） 

02 
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3-5-4 調査期間 

調査期間を表 3-5-4-1 に示す。なお、調査はそれぞれ掘削を開始した平成 29 年 4 月下旬、平

成 29 年 7 月上旬から実施している。 

 

表 3-5-4-1 調査期間 

地点番号 調査期間 

01 平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 3 月 30 日 

02 平成 30 年 4 月 2 日～平成 31 年 3 月 30 日 

 

 

3-5-5 調査結果 

調査結果は、表 3-5-5-1、表 3-5-5-2 に示すとおりである。 

両地点とも、自然由来の重金属等の基準値を超えることはなかった。また、酸性化可能性

についても、両地点とも参考値以下となることはなかった。なお、測定は日毎に実施してい

るが、表では月毎で整理した。 

 

表 3-5-5-1(1) 自然由来の重金属等の溶出量試験結果(月別最大値)（地点 01） 

調査時期 

カドミ

ウム 

六価 

クロム 
水銀 セレン 鉛 ヒ素 ふっ素 ほう素 

(mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) 

基準値 0.010 0.05 0.0005 0.010 0.010 0.010 0.80 1.0 

平成 30 年 4 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.003 0.09 <0.1 

平成 30 年 5 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.004 <0.08 <0.1 

平成 30 年 6 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.006 0.12 <0.1 

平成 30 年 7 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.007 0.11 <0.1 

平成 30 年 8 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.009 0.11 <0.1 

平成 30 年 9 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.004 0.09 <0.1 

平成 30 年 10 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.006 <0.08 <0.1 

平成 30 年 11 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.004 <0.08 <0.1 

平成 30 年 12 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.002 0.12 <0.1 

平成 31 年 1 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.001 0.10 <0.1 

平成 31 年 2 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 0.005 0.14 <0.1 

平成 31 年 3 月 <0.001 <0.04 <0.0005 0.001 <0.005 0.008 0.12 <0.1 

注．「<」は、未満を表す。 
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表 3-5-5-1(2) 自然由来の重金属等の溶出量試験結果(月別最大値)（地点 02） 

調査時期 

カドミ

ウム 

六価 

クロム 
水銀 セレン 鉛 ヒ素 ふっ素 ほう素 

(mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) 

基準値 0.010 0.05 0.0005 0.010 0.010 0.010 0.80 1.0 

平成 30 年 4 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

平成 30 年 5 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

平成 30 年 6 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

平成 30 年 7 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 0.1 

平成 30 年 8 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 0.1 

平成 30 年 9 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 0.1 

平成 30 年 10 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

平成 30 年 11 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

平成 30 年 12 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 0.1 

平成 31 年 1 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 0.08 <0.1 

平成 31 年 2 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 0.09 <0.1 

平成 31 年 3 月 <0.001 <0.04 <0.0005 <0.001 <0.005 <0.001 <0.08 <0.1 

注．「<」は、未満を表す。 
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表 3-5-5-2 酸性化可能性試験結果（月別 最小値） 

調査時期 

地点 01 地点 02 

pH(H2O2) pH(H2O2) 

(pH) (pH) 

最小値 最小値 

参考値※ 3.5 

平成 30 年 4 月 8.5 5.4 

平成 30 年 5 月 8.6 8.6 

平成 30 年 6 月 9.0 9.1 

平成 30 年 7 月 4.0 9.2 

平成 30 年 8 月 8.7 8.9 

平成 30 年 9 月 9.1 9.0 

平成 30 年 10 月 8.4 4.4 

平成 30 年 11 月 8.8 4.5 

平成 30 年 12 月 8.0 3.8 

平成 31 年 1 月 3.9 3.6 

平成 31 年 2 月 4.0 6.2 

平成 31 年 3 月 4.3 6.8 

※「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニュアル(暫定版)(平成 22 年 3 月)」に示

されている参考値であり、pH(H2O2)が 3.5 以下のものを長期的な酸性化の可能性があると評価する。 
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3-6 その他（調査及び影響検討を実施した発生土置き場におけるモニタリング） 

平成30年度は、評価書公告以降に、新たに当社が計画した発生土置き場について、環境保

全措置の内容を詳細にするための調査及び影響検討の結果を、豊丘村内発生土仮置き場（坂

島）（平成30年12月）、喬木村内発生土置き場（堰下）（平成31年1月）について、公表してい

る。この節では、これまでに公表した発生土仮置き場及び発生土置き場における調査及び影

響検討において、モニタリングの対象とした項目について、記載している。 

 

3-6-1 大気質 

建設機械の稼働に係る大気質について、工事最盛期となる大鹿村内発生土仮置き場Ｂ、大

鹿村内発生土置き場（旧荒川荘）における盛土工においてモニタリングを実施した。なお、

大鹿村内発生土仮置き場Ａについては南アルプストンネル（長野工区）工事で兼ねているた

め、「3-1 大気質」に記載した。 

 

(1)調査項目 

調査項目は、二酸化窒素、浮遊粒子状物質の濃度及び粉じん等とした。 

 

(2)調査方法 

調査方法は、表 3-6-1 に示すとおりである。 

 

表 3-6-1 調査方法（建設機械の稼働） 

調査項目 調査方法 測定高さ 

二酸化窒素 

(NO2) 

「二酸化窒素に係る環境基準について」 

（昭和53年環境庁告示第38号）に定める測定方法 
地上1.5m 

浮遊粒子状物質

(SPM) 

「大気の汚染に係る環境基準について」 

（昭和48年環境庁告示第25号）に定める測定方法 
地上3.0m 

粉じん等 

（降下ばいじん量） 

「衛生試験法・注解(2015)」（2015、日本薬学会） 
に基づくダストジャー法 

地上1.5m 

 

 

(3)調査地点 

調査地点は、表 3-6-2 及び図 3-6-1 に示すとおりである。 

 

表 3-6-2 調査地点（建設機械の稼働） 

地点番号 調査種別 市町村名 所在地 計画施設 

01 建設機械の稼働 大鹿村 大河原 発生土仮置き場 

02 建設機械の稼働 大鹿村 大河原 発生土置き場 



  

 

3
-
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図 3-6-1(1) 調査地点図 
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図 3-6-1(2) 調査地点図（建設機械の稼働） 

 

(4)調査期間 

  a) 建設機械の稼働に係るモニタリング 

調査期間は表 3-6-3 に示すとおりである。二酸化窒素及び浮遊粒子状物質について

は四季調査を実施するものとし、各季 7 日間連続測定を、粉じん等については、四季調

査を実施するものとし、各季 1 か月間連続測定を行った。なお、地点 01 の二酸化窒素

及び浮遊粒子状物質、粉じん等の冬季については昨年度結果を再掲する。また、地点 02

の二酸化窒素及び浮遊粒子状物質、粉じん等の春季～秋季については、令和元年度に調

査を実施する計画である。 

 

 

 

 

 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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表 3-6-3  調査期間（建設機械の稼働） 

調査項目 
地点 
番号 

季節 調査期間 
調査期間中の 
主な工事内容 

備考 

建設機械の稼働 
（二酸化窒素及び 
浮遊粒子状物質） 

01 

冬季 平成30年2月8日～14日 盛土工 
H29年度 
調査 

春季 平成30年5月12日～18日 盛土工 

今回 
調査 

夏季 平成30年8月22日～28日 盛土工 

秋季 平成30年10月27日～11月2日 盛土工 

02 冬季 平成31年2月4日～10日 盛土工 
今回 
調査 

建設機械の稼働 
（粉じん等） 

01 

冬季 平成30年2月8日～3月10日 盛土工 
H29年度
調査 

春季 平成30年5月12日～6月11日 盛土工 

今回 
調査 

夏季 平成30年8月22日～9月21日 盛土工 

秋季 平成30年10月27日～11月26日 盛土工 

02 冬季 平成31年2月4日～3月6日 盛土工 
今回 
調査 

 

 

(5)調査結果 

a) 建設機械の稼働に係るモニタリング 

調査結果は、表 3-6-4 に示すとおりである。 

地点 01 における二酸化窒素は、年間（四季）を通じた日平均値の最高値は 0.002ppm

で、基準の値を下回っている。また、浮遊粒子状物質は、年間（四季）を通じた日平均

値の最高値は 0.027mg/m3で、基準の値を下回っている。地点 02 は四季調査の一季分の

結果であるが、二酸化窒素の日平均値の最高値は 0.006ppm、浮遊粒子状物質の日平均

値の最高値は 0.009mg/m3であった。 

また、降下ばいじん量については、地点 01 で最大 4.7t/km2/月、地点 02 で最大

5.2t/km2/月であった。 
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表 3-6-4(1) 調査結果（二酸化窒素） 

地点 

番号 

有効

測定

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1時間値の 

最高値 

日平均値の 

最高値 

日平均値が

0.06ppmを超えた

日数とその割合 

日平均値が0.04ppm 

以上0.06ppm以下の 

日数とその割合 
基準※ 

日 時間 ppm ppm ppm 日 ％ 日 ％ 

01 28 672 0.001 0.015 0.002 0 0 0 0 日平均値の 

年間98％値が 

0.06ppm以下 02 7 168 0.004 0.034 0.006 0 0 0 0 

※環境基準の評価方法（長期的評価）を記載した。 

 

 

表 3-6-4(2) 調査結果（浮遊粒子状物質） 

地点 

番号 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

1時間値

の 

最高値 

日平均値

の 

最高値 

1時間値が0.20mg/m3を 

超えた時間数とその割合 

日平均値が0.10mg/m3を 

超えた日数とその割合 基準※ 

日 時間 mg/m3 mg/m3 mg/m3 時間 ％ 日 ％ 

01 28 672 0.010 0.058 0.027 0 0 0 0 日平均値の 

年間2％除外値が

0.10mg/m3以下 02 7 168 0.005 0.024 0.009 0 0 0 0 

※環境基準の評価方法（長期的評価）を記載した。 

 

 

表 3-6-4(3) 調査結果（降下ばいじん量）※１ 

地点番号 
春季 夏季 秋季 冬季 指標値※２ 

t/km2/月 

20t/km2/月 01 4.7 1.8 0.8 1.1 

02 － － － 5.2 

※1 調査結果は、バックグラウンド濃度と建設機械の稼働による寄与分の合計となる。 

※2 環境を保全するうえでの降下ばいじん量の目安として、スパイクタイヤ粉じんにおける生活環境の保全が必要な地

域の指標20t/km2/月（「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施行について」（平成2年7月3日環大自84

号））を、指標値とする。 

なお、環境影響評価書では、建設機械の稼働による寄与分については、上記指標値から降下ばいじん量の比較的高

い地域の値である10t/km2/月（平成5年～平成9年の全国の一般環境大気測定局における降下ばいじん量データの上

位2％除外値）を差し引いた10t/km2/月を基準等の参考値とした。 
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3-6-2 水質 

発生土置き場の工事中のモニタリングとして、大鹿村内発生土仮置き場Ａ、大鹿村内発生

土仮置き場Ｂ、大鹿村内発生土仮置き場Ｅ、大鹿村内発生土置き場（旧荒川荘）にて調査を

実施した。 

 

(1)調査項目 

調査項目は、浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（pH）、及び自然由来の重金属等（カ

ドミウム、鉛、六価クロム、ヒ素、水銀、セレン、ふっ素、ほう素）の状況とした。なお、

発生土仮置き場Ａ、発生土仮置き場Ｅについては今後、要対策土を仮置きする可能性があ

るため、工事中の測定として電気伝導率等についても測定した。 

 

(2)調査方法 

調査の方法を表 3-6-5 に示す。 

 

表 3-6-5  調査方法 

調査項目 調査方法 

浮遊物質量（SS） 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年12月28日環境庁告

示第59号）に定める測定方法 

水素イオン濃度(pH) 「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年12月28日環境庁告

示第59号）に定める測定方法 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 

「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニ

ュアル（暫定版）」（平成22年3月建設工事における自然由来重金属等

含有土砂への対応マニュアル検討委員会）に定める測定方法 

 

鉛 

六価クロム 

ヒ素 

水銀 

セレン 

ふっ素 

ほう素 

電気伝導率 「地下水調査および観測指針（案）」（平成5年建設省河川局）に定め

る測定方法 

 

 

(3)調査地点 

調査地点は発生土仮置き場、発生土置き場の工事に伴い、工事排水を放流する箇所の下

流地点及び排水路等の流末箇所を選定した。調査地点を表 3-6-6 及び図 3-6-2 に示す。 
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表 3-6-6  調査地点 

地点番号 対象河川 計画施設 

調査項目 

浮遊物

質量 

(SS) 

水温 

（℃） 

水素イ

オン濃

度(pH) 

自然由来

の重金属

等 

電気 

伝導率 

（mS/m） 

01 小河内沢川 

発生土仮置き場Ａ 
発生土仮置き場Ｂ 

発生土置き場（旧荒川荘） 
（放流する箇所の下流地点） 

〇 〇 〇 〇 〇 

02 小渋川 
発生土仮置き場Ｂ 

（放流する箇所の下流地点） 
〇 〇 〇 － － 

03 小渋川 
発生土仮置き場Ｅ 

（放流する箇所の下流地点） 
〇 〇 〇 〇 〇 

 

 

図 3-6-2(1) 調査地点図 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 3-6-2(2) 調査地点図 

 

(4)調査期間 

現地調査の期間を表 3-6-7 に示す。なお、発生土仮置き場Ａ、Ｅについては今後、要対

策土を仮置きする可能性があるため、平成 30 年度より工事中の調査として頻度を月 1 回

以上とした。 

  

（本図は自社の測量成果物を用いている） 



  

3-6-9 

 

表 3-6-7 調査期間 

地点番号 実施時期の種別 調査期間 調査頻度 

01 工事中 

平成30年 4月27日※、5月28日、6月14日、7月17日、 

8月28日、9月18日、10月17日、11月20日、12月10日 

平成31年1月21日、2月26日、3月26日 

月1回 

02 工事中 平成30年12月21日 年1回 

03 工事中 

平成30年 4月27日※、5月28日、6月14日、7月17日、 

8月28日、9月18日、10月17日、11月20日、12月10日 

平成31年1月21日、2月26日、3月26日 

月1回 

※地点 01、03 の浮遊物質量(SS)については、平成 30 年 4 月 27 日に調査を実施した。 

 

(5)調査結果 

調査結果は、表 3-6-8 に示すとおりである。 

 

表 3-6-8(1) 調査結果 

地点番号 01 

環境基準等注1 
対象河川 小河内沢川 

類型指定注3 （AA） 

調査日 4/27 5/28 6/14 7/17 8/28 9/18 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

<1 － － － － － 25mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

8.2 7.9 7.9 7.8 8.0 8.1 
6.5以上 
8.5以下 

水温（℃） 10.8 13.6 17.1 20.5 18.7 16.3 － 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L以下 

電気伝導率 
（mS/m） 

15 16 19 15 18 15 － 

注 1：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2：「<」未満を表す。 

注 3：類型指定の無い河川は、合流する河川の類型指定を準用し、カッコ書きとした。 
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表 3-6-8(2) 調査結果 

地点番号 01 

環境基準等注1 
対象河川 小河内沢川 

類型指定注3 （AA） 

調査日 10/17 11/20 12/10 1/21 2/26 3/26 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

－ － － － － － 25mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

8.2 8.2 8.0 8.1 7.8 8.0 
6.5以上 
8.5以下 

水温（℃） 12.6 8.5 5.5 4.5 8.9 8.8 － 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 0.09 0.09 0.10 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L以下 

電気伝導率 
（mS/m） 

17 19 20 21 21 22 － 

注 1：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2：「<」未満を表す。 

注 3：類型指定の無い河川は、合流する河川の類型指定を準用し、カッコ書きとした。 

  



  

3-6-11 

 

表 3-6-8(3) 調査結果 

地点番号 02 

環境基準等注1 
対象河川 小渋川 

類型指定 AA 

調査日 12/21 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

<1 25mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

8.1 
6.5以上 
8.5以下 

水温（℃） 6.7 － 

注 1：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2：「<」未満を表す。 
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表 3-6-8(4) 調査結果 

地点番号 03 

環境基準等注1 
対象河川 小渋川 

類型指定 AA 

調査日 4/27 5/28 6/14 7/17 8/28 9/18 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

11 － － － － － 25mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

8.2 7.4 7.7 7.5 7.8 8.1 
6.5以上 
8.5以下 

水温（℃） 10.6 12.1 13.7 17.5 15.6 13.7 － 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L以下 

電気伝導率 
（mS/m） 

12 11 13 13 14 12 － 

注 1：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2：「<」未満を表す。 
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表 3-6-8(5) 調査結果 

地点番号 03 

環境基準等注1 
対象河川 小渋川 

類型指定 AA 

調査日 10/17 11/20 12/10 1/21 2/26 3/26 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

－ － － － － － 25mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

8.1 8.1 7.9 7.7 7.7 7.8 
6.5以上 
8.5以下 

水温（℃） 13.0 12.9 7.4 8.5 8.5 11.4 － 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L以下 

電気伝導率 
（mS/m） 

16 18 20 14 14 16 － 

注 1：浮遊物質量及び水素イオン濃度は「生活環境の保全に関する環境基準」を、自然由来の重金属等は

「人の健康の保護に関する環境基準」を記載した。 

注 2：「<」未満を表す。 

 

 なお、工事中の発生土仮置き場Ａ及びＥでは、排水路の流末の水を全て集水して除山・釜沢

非常口及び小渋川非常口における濁水処理設備にて処理後、排水している。 

 また、発生土仮置き場Ｂでは、排水路の流末についても、水質の測定を平成30年12月21日に

行っている。調査結果は、表3-6-9に示す通りであり、いずれも排水基準等に適合していた。 

 

表 3-6-9 調査結果 

地点 
発生土仮置き場Ｂ 

排水路の流末 
排水基準等 

浮遊物質量（SS）
（mg/L） 

19 50mg/L以下 

水素イオン濃度
(pH) 

7.7 
5.8以上 
8.6以下 

水温（℃） 7.9 － 
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3-6-3 地下水の水質 

 要対策土を仮置きする可能性のある発生土仮置き場近傍に観測井戸を設置し、地下水の

水質を測定した。 

 

(1)調査項目 

調査項目は、水素イオン濃度（pH）及び自然由来の重金属等（カドミウム、鉛、六価ク

ロム、ヒ素、水銀、セレン、ふっ素、ほう素）の状況とした。 

 

(2)調査方法 

表 3-6-10 に示すとおりである。 

 

表 3-6-10 調査方法 

調査項目 調査方法 

水素イオン濃度(pH) 

 

「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年12月28日環境庁告

示第59号）に定める測定方法に準拠する。 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 

「建設工事における自然由来重金属等含有岩石・土壌への対応マニ

ュアル（暫定版）」（平成22年3月建設工事における自然由来重金属等

含有土砂への対応マニュアル検討委員会）に定める測定方法に準拠

する。 

 

鉛 

六価クロム 

ヒ素 

水銀 

セレン 

ふっ素 

ほう素 

 

 

(3)調査地点 

調査地点を図 3-6-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
図 3-6-3 調査地点図 
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(4)調査期間 

調査期間は表 3-6-11 に示すとおりである。 

 

表 3-6-11 調査期間 

地点番号 調査期間 調査頻度 

Ａ-1 

Ａ-2 

Ａ-3 

Ｅ-1 

Ｅ-2 

平成30年 4月24日、 5月25日、 6月19日、 7月23日、 8月21日、 

9月26日、10月23日、11月19日、12月19日、 

平成31年 1月28日、 2月25日、 3月25日 

月1回 

 

 

(5)調査結果 

調査結果は表 3-6-12 に示すとおりである。地点Ａ-３において、ふっ素、ほう素が環境

基準等を超過している。しかし、要対策土仮置き場として使用開始していない段階である。 

 

 



  

 

表 3-6-12(1) 調査結果（Ａ-１） 

 

注1：「<」は、未満を示す。 

注2：「地下水の水質汚濁に係る環境基準」を記載した。 

 

  

地点番号 Ａ－１ 環境基準等注2 

測定日 4/24 5/25 6/19 7/23 8/21 9/26 10/23 11/19 12/19 1/28 2/25 3/25 - 

水素イオン濃度
(pH) 

7.7 7.8 7.8 7.6 7.7 7.7 7.7 7.8 7.9 7.8 7.7 7.7 - 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

0.38 0.41 0.58 0.40 0.52 0.29 0.36 0.46 0.48 0.48 0.54 0.44 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 1mg/L以下 

3
-
6
-
1
7
 



  

 

表 3-6-12(2) 調査結果（Ａ-２） 

 

注1：「<」は、未満を示す。 
注2：「地下水の水質汚濁に係る環境基準」を記載した。 

  

地点番号 Ａ－２ 環境基準等注2 

測定日 4/24 5/25 6/19 7/23 8/21 9/26 10/23 11/19 12/19 1/28 2/25 3/25 - 

水素イオン濃度
(pH) 

7.7 7.7 7.6 7.7 7.5 7.7 7.6 7.6 7.6 7.6 7.7 7.7 - 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

0.26 0.26 0.25 0.24 0.22 0.21 0.21 0.21 0.20 0.22 0.22 0.22 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1mg/L以下 

3
-
6
-
1
8
 



  

 

表 3-6-12(3) 調査結果（Ａ-３） 

 

注1：「<」は、未満を示す。 

注2：「地下水の水質汚濁に係る環境基準」を記載した。 

 

 

 

  

地点番号 Ａ－３ 環境基準等注2 

測定日 4/24 5/25 6/19 7/23 8/21 9/26 10/23 11/19 12/19 1/28 2/25 3/25 - 

水素イオン濃度
(pH) 

7.8 8.0 7.8 7.6 7.5 7.7 7.6 7.6 7.6 7.6 7.5 7.6 - 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 0.004 0.003 0.002 0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

1.6 1.7 1.7 1.0 1.3 1.5 1.4 1.5 1.3 1.3 1.2 1.2 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

1.4 1.4 1.3 0.6 1.0 1.6 1.0 1.1 1.0 1.0 0.9 0.8 1mg/L以下 

3
-
6
-
1
9
 



  

 

表 3-6-12(4) 調査結果（Ｅ-１） 

 

注1：「<」は、未満を示す。 

注2：「地下水の水質汚濁に係る環境基準」を記載した。 

  

地点番号 Ｅ－１ 環境基準等注2 

測定日 4/24 5/25 6/19 7/23 8/21 9/26 10/23 11/19 12/19 1/28 2/25 3/25 - 

水素イオン濃度
(pH) 

8.2 8.2 8.1 8.0 8.0 8.2 8.2 8.1 8.2 8.2 8.1 8.2 - 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1mg/L以下 

3
-
6
-
2
0
 



  

 

表 3-6-12(5) 調査結果（Ｅ-２） 

 

注1：「<」は、未満を示す。 

注2：「地下水の水質汚濁に係る環境基準」を記載した。 

地点番号 Ｅ－２ 環境基準等注2 

測定日 4/24 5/25 6/19 7/23 8/21 9/26 10/23 11/19 12/19 1/28 2/25 3/25 - 

水素イオン濃度
(pH) 

8.8 8.6 8.7 8.6 8.7 8.7 8.8 8.8 8.8 8.8 8.9 8.8 - 

自
然
由
来
の
重
金
属
等 

カドミウム 
（mg/L） 

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003mg/L以下 

鉛 
（mg/L） 

<0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.01mg/L以下 

六価クロム
（mg/L） 

<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.05mg/L以下 

ヒ素 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

水銀 
（mg/L） 

<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005mg/L以下 

セレン 
（mg/L） 

<0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01mg/L以下 

ふっ素 
（mg/L） 

<0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 <0.08 0.8mg/L以下 

ほう素 
（mg/L） 

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1mg/L以下 

3
-
6
-
2
1
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4 環境保全措置の実施状況 

平成30年度においては、以下の通り環境保全措置を実施した。 

なお、動物、植物、生態系に係る環境保全措置の詳細については、希少種保護の観点から

非公開とした。 

 

4-1 工事の実施、資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減 

させるための環境保全措置 

4-1-1 南アルプストンネル（長野工区） 

環境保全措置の実施状況を表4-1-1～表4-1-2、写真4-1-1～写真4-1-23及び図4-1-1に示

す。なお、本工事は主にトンネル工事を実施している。 

 

表4-1-1(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・騒音 
仮囲い・防音シート等の設置による遮

音対策 
写真 4-1-1 

・大気質 

（粉じん等） 
仮囲いの設置 写真 4-1-1 

・低周波音 

防音扉の設置 写真 4-1-2 

機械掘削工法及び適切な火薬量による

発破工法の採用、発破を行う時間帯の

制限 

－ 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械の

採用 
写真 4-1-3 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の使用時における配慮 

 
図 4-1-1 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

建設機械の点検及び整備による性能維

持 
写真 4-1-4 

・大気質 

（粉じん等） 
工事現場の清掃及び散水 写真 4-1-5 
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表4-1-1(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

・温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 写真 4-1-6 

・水質（水の濁り、汚れ） 

・水資源 

・土壌汚染 

工事排水の適切な処理 写真 4-1-7 

・地下水（水質、水位） 

・水資源 

・重要な地形及び地質（土地の安

定性） 

・地盤沈下 

適切な構造及び工法の採用 写真 4-1-8 

・水質（水の濁り、汚れ） 

・水資源 

工事排水の監視 写真 4-1-9 

処理装置の点検・整備による性能維持 写真 4-1-10 

・水資源 地下水等の監視 写真 4-1-11 

・土壌汚染 
仮置き場における掘削土砂の適切な管

理 
写真 4-1-12 

・重要な地形及び地質（土地の安

定性） 

法面、斜面の保護 写真 4-1-13 

適切な施工管理 － 

・土壌汚染 

発生土に含まれる重金属等の定期的な

調査 
写真 4-1-14 

有害物質の有無の確認と基準不適合土

壌の適切な処理 
－ 

・生態系 小動物等の移動経路の確保 写真 4-1-15 

・動物 

・生態系 

防音シート、低騒音型の建設機械の採

用 
写真 4-1-1,3 

・植物 

・生態系 
外来種の拡大抑制 写真 4-1-16 

・動物 照明の工夫 写真 4-1-17 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

切土法面等の緑化による植生復元 － 

仮設物の色合いへの配慮 写真 4-1-18 

・廃棄物 建設汚泥の脱水処理 写真 4-1-19 

・温室効果ガス 低炭素型建設機械の採用 － 
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表4-1-1(3) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・廃棄物 

・温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 写真 4-1-20 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

高負荷運転の抑制 図 4-1-1 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

運行計画の配慮 
表 4-1-2 

・文化財 

・動物 

・生態系 

資材運搬等の適正化 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

発生集中交通量の削減 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・文化財 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

工事の平準化 － 

・大気質 

（粉じん等） 

・文化財 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入り口、周辺道路の清掃及び散水、

タイヤの洗浄 

写真 4-1-21 

・大気質 

（粉じん等） 
荷台への防塵シート敷設及び散水 写真 4-1-22 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
－ 
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表4-1-1(4) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最適

化 

写真 4-1-23 

  

写真4-1-1 仮囲いの設置状況 

（一例） 

写真4-1-2 防音扉の設置 

（一例） 

  

写真4-1-3 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

写真4-1-4 建設機械の点検状況 

（一例） 

  

写真4-1-5 工事現場の散水状況 

（一例） 

写真4-1-6 工事従事者への講習・指導の 

実施状況（一例） 



4-1-5 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真4-1-7 濁水処理設備の設置状況 

（一例） 

写真4-1-8 先進ボーリングの実施状況 

（一例） 

  

写真4-1-9 工事排水監視状況 

（一例） 

写真4-1-10 濁水処理設備の整備状況 

（一例） 

  

写真4-1-11 湧水採水の状況 

（一例） 

写真4-1-12 ヤード内仮置き場（重金属 

対応判定場）の設置状況（一例） 



4-1-6 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真4-1-13 コンクリート吹付工の 

実施状況（一例） 

写真4-1-14 重金属等溶出試験試料採取の 

状況（一例） 

 
 

写真4-1-15  小動物の移動経路の確保 

（一例） 

写真4-1-16 タイヤ洗浄機設置の状況 

（一例） 

  

写真4-1-17  ナトリウム灯設置の状況 

（一例） 

写真4-1-18 仮設物の色合いへの配慮 

（一例） 



4-1-7 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真4-1-19 脱水ケーキ搬出の状況 

（一例） 
写真4-1-20 建設副産物の分別 

（一例） 

  

写真4-1-21 タイヤ洗浄の実施状況 

（一例） 

写真4-1-22 荷台への防塵シート敷設 

（一例） 

 

写真4-1-23 工事用車両の低燃費車種の採用 

（一例） 
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図 4-1-1 新規入場者教育資料（一部抜粋） 
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表 4-1-2 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行計画の配慮 

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減するための環境保全措置として、

大鹿村中心地を迂回する工事用車両ルートを構築した。地元協議状況を踏まえ、以下の通り暫

定の迂回ルートを運用している。 

 

 
 

 
 

仮桟橋通行状況 
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4-1-2 南アルプストンネル（発生土仮置き場Ａ、Ｂ、Ｅ） 

環境保全措置の実施状況を表4-1-3及び写真4-1-24～写真4-1-34に示す。なお、本工事は発

生土を仮置く工事を実施している。 

 

表4-1-3(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械の

採用 
写真 4-1-24 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の使用時における配慮 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動・温室効果ガス 

・温室効果ガス 

建設機械の点検及び整備による性能維

持 
－ 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

・温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 写真 4-1-25 

・大気質 

（粉じん等） 
工事現場の清掃及び散水 写真 4-1-26 

・水質（水の濁り、汚れ） 

・土壌汚染 

工事排水の適切な処理 － 

工事排水の適切な処理（要対策土） 写真 4-1-27 

・水質（水の濁り、汚れ） 

工事排水の監視 － 

処理装置の点検・整備による性能維持 － 

・土壌汚染 
仮置き場における掘削土砂の適切な管

理 
写真 4-1-28 
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表4-1-3(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

環境要素 平成 30 年度に実施した環境保全措置 備考 

・土地の安定性 

適切な構造及び工法の採用 写真 4-1-29 

法面、斜面の保護 － 

適切な施工管理 写真 4-1-30,31 

・動物 

・生態系 
低騒音型の建設機械の採用 写真 4-1-24 

・植物 

・生態系 
外来種の拡大抑制 写真 4-1-32 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

仮設物の色合いへの配慮 写真 4-1-33 

工事従事者への安全運転教育 写真 4-1-25 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 

（高負荷運転の抑制） 
－ 

・温室効果ガス 副産物の分別・再資源化 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

発生集中交通量の削減 － 

・大気質（粉じん等） 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入り口、周辺道路の清掃及び散水、

タイヤの洗浄 

写真 4-1-32 

荷台への防塵シート敷設及び散水 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
－ 

・温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

写真 4-1-34 
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写真4-1-24 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

写真4-1-25 工事従事者への講習・指導の 

実施状況（一例） 

  

写真4-1-26 工事現場の散水状況 

（一例） 

写真4-1-27 側溝設置状況 

（一例） 

  

写真4-1-28 アスファルト舗装の状況 

（一例） 

写真4-1-29 適切な構造（斜面安定が確保さ

れる勾配）（一例） 
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写真4-1-30 丁張設置による勾配管理 

（一例） 

写真4-1-31 適切な施工管理 

（一例） 

  

写真4-1-32 タイヤ洗浄機設置の状況 

（一例） 

写真4-1-33 仮設物の色合いへの配慮 

（一例）（周辺の景観に配慮） 

 

写真4-1-34 積載量管理状況 

（一例） 
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4-1-3 南アルプストンネル（発生土置き場 旧荒川荘） 

環境保全措置の実施状況を表4-1-4及び写真4-1-35～写真4-1-40に示す。なお、本工事は発

生土を置く工事を実施している。 

 

表4-1-4(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械の

採用 
写真 4-1-35 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の使用時における配慮 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の点検及び整備による性能維

持 
－ 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

工事従事者への講習・指導 写真 4-1-36 

・大気質 

（粉じん等） 
工事現場の清掃及び散水 － 

・水質（水の濁り） 工事排水の適切な処理 写真 4-1-37 

・水質（水の濁り） 
工事排水の監視 － 

処理装置の点検・整備による性能維持 － 

・土地の安定性 

適切な構造及び工法の採用 写真 4-1-38 

法面、斜面の保護 写真 4-1-39 

適切な施工管理 － 

・動物 低騒音型の建設機械の採用 写真 4-1-35 

・植物 
林縁保護植栽等による重要な種等の生

育環境の確保 
－ 

・植物 外来種の拡大抑制 写真 4-1-40 
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表4-1-4(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

環境要素 平成 30 年度に実施した環境保全措置 備考 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 
工事従事者への安全運転教育 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 － 

・動物 資材運搬等の適切化 － 

・大気質（粉じん等） 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入り口、周辺道路の清掃及び散水、

タイヤの洗浄 

写真 4-1-40 

荷台への防塵シート敷設及び散水 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
－ 

   

写真4-1-35 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

写真4-1-36 工事従事者への講習・指導の 

実施状況（一例） 

  

写真4-1-37 沈砂池設置状況 

（一例） 

写真4-1-38 調査ボーリング実施状況 

（一例） 
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写真4-1-39 盛土補強材、植生シート設置 

状況（一例） 

写真4-1-40 タイヤ洗浄機設置状況 

（一例） 
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4-1-4 伊那山地トンネル（青木川工区） 

環境保全措置の実施状況を表4-1-5～表4-1-6及び写真4-1-41～写真4-1-51に示す。な

お、本工事は主にトンネル工事を実施予定としているが、平成30年度は工事ヤード整備の

みの実施であるため、当該工事に関する報告となる。 

 

表4-1-5(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械の

採用 
写真 4-1-41 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の使用時における配慮 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

建設機械の点検及び整備による性能維

持 
写真 4-1-42 

・大気質 

（粉じん等） 
工事現場の清掃及び散水 写真 4-1-43 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

・温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 写真 4-1-44 

・水資源 地下水等の監視 写真 4-1-45 

・動物 

・生態系 

防音シート、低騒音型の建設機械の採

用 
写真 4-1-41 

・植物 

・生態系 
外来種の拡大抑制 写真 4-1-46 
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表4-1-5(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・動物 

・生態系 
コンディショニングの実施 表 4-1-6(1) 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

仮設物の色合いへの配慮 写真 4-1-47 

・廃棄物 建設発生土の再利用 － 

・廃棄物 

・温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 写真 4-1-48 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

高負荷運転の抑制 － 

・文化財 

・動物 

・生態系 

資材運搬等の適正化 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

運行計画の配慮 
表 4-1-6(2) 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・文化財 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

工事の平準化 － 

・大気質 

（粉じん等） 

・文化財 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入り口、周辺道路の清掃及び散水、

タイヤの洗浄 

写真 4-1-49 

・大気質 

（粉じん等） 
荷台への防塵シート敷設及び散水 写真 4-1-50 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
－ 



4-1-19 

表4-1-5(3) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最適

化 

写真 4-1-51 

  

写真4-1-41 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

写真4-1-42 建設機械の点検状況 

（一例） 

  

写真4-1-43 工事現場の散水状況 

（一例） 

写真4-1-44 工事従事者への講習・指導の 

実施状況（一例） 

  

写真4-1-45 湧水調査状況 

（一例） 

写真4-1-46 タイヤ洗浄機設置の状況 

（一例） 
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写真4-1-47 仮設物の色合いへの配慮 

（一例） 

写真4-1-48 建設副産物の分別 

（一例） 

  

写真4-1-49 周辺道路の清掃状況  

（一例） 

写真4-1-50 荷台への防塵シート敷設  

（一例） 

 

写真4-1-51 積載重量管理状況 

（一例） 
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表 4-1-6(1) コンディショニングの実施 

 

実施状況 

 

 

 
クレーン設置状況 

 

 
クレーン作業状況 

 

 

（対象工事） 

・青木川非常口の現場事務所・宿舎の建方工

を対象に工事規模を段階的に大きくするコ

ンディショニングを実施した。 

 

（実施内容） 

・クレーンの存在に馴化するよう、1日目は存

置のみを行い、作業は2日目以降に行った。 

 

（実施期間） 

・クレーン作業  H30.11.6、H30.11.7 

※H30.11.6にクレーンを設置し、ブームを

伸ばした状態で存置し、7日より作業を開

始した。 

 

（実施結果） 

・コンディショニング実施時において、対象ペ

アの警戒行動は確認されず、作業による行動

の変化が見られなかったことから作業中断

はせず、作業を継続した。また、コンディシ

ョニング実施後の12月以降の定点観察の調

査においても、飛翔が引き続き確認されてい

る。 
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表 4-1-6(2) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行計画の配慮 

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減するための環境保全措置として、

大鹿村中心地を迂回する工事用車両ルートを構築した。以下の通り、迂回ルートを運用してい

る。 

 

 
 

 
 

仮桟橋通行状況 
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4-1-5 伊那山地トンネル（坂島工区） 

環境保全措置の実施状況を表4-1-7、写真4-1-52～写真4-1-61及び図4-1-2に示す。な

お、本工事は主にトンネル工事を実施予定としているが、平成30年度は工事用道路整備の

みの実施であるため、当該工事に関する報告となる。 

 

 

表4-1-7(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質（粉じん等） 仮囲いの設置 写真 4-1-52 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械

の採用 
写真 4-1-53 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

建設機械の使用時における配慮 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

建設機械・資材運搬等に用いる車両

の点検及び整備による性能維持 
写真 4-1-54 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

・温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 
写真 4-1-55 

図 4-1-2 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

運行計画の配慮 
－ 
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表4-1-7(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

  

 

環境要素 平成 30年度に実施した環境保全措置 備考 

・文化財 

・動物 

・生態系 

資材運搬などの適正化 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 

（高負荷運転の抑制） 
－ 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・文化財 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

工事の平準化 － 

・大気質（粉じん等） 工事現場の清掃及び散水 写真 4-1-56 

・大気質（粉じん等） 

・文化財 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入り口、周辺道路の清掃及び散水、

タイヤの洗浄 

写真 4-1-56 

・水資源 地下水等の監視 写真 4-1-57 

・重要な地形及び地質（土地の安

定性） 

法面、斜面の保護 写真 4-1-58 

適切な施工管理 － 

・動物 

・生態系 

防音シート、低騒音型の建設機械の

採用 
写真 4-1-52,53 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

切土法面等の緑化による植生復元 写真 4-1-58 

仮設物の色合いへの配慮 写真 4-1-59 

・廃棄物等 

・温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 写真 4-1-60 
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表4-1-7(3) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

環境要素 平成 30年度に実施した環境保全措置 備考 

・温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

写真 4-1-61 

 

 

写真4-1-52 仮囲いの設置状況 

（一例） 

写真4-1-53 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

  

写真4-1-54 建設機械の点検及び整備に 

よる性能維持（一例） 

写真4-1-55 工事従事者への講習・ 

指導の実施状況（一例） 

 

 

 

写真4-1-56 工事現場の散水状況 

（一例） 

写真4-1-57 河川水調査の状況 

（一例） 
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図4-1-2 工事従事者への講習・指導資料（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

  

写真4-1-58 法面、斜面の保護、切土法面

等の緑化による植生復元の状況（一例） 

写真4-1-59 仮設物の色合いへの配慮 

（一例） 

  

写真4-1-60 副産物の分別、再資源化の 

状況（一例） 

写真4-1-61 積載の効率化（積載目安線） 

（一例） 
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4-1-6 中央アルプストンネル（松川）外 

環境保全措置の実施状況を表4-1-8及び写真4-1-62～写真4-1-71に示す。なお、本工事

は主にトンネル工事を実施予定としているが、平成30年度はヤード整備のための伐採工、

工事用道路整備のみの実施であるため、当該工事に関する報告となる。 

 

表4-1-8(1) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

排出ガス対策型、低騒音型建設機械

の採用 
写真 4-1-62 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質、

粉じん等） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

工事規模に合わせた建設機械の設定 － 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

建設機械の点検及び整備による性能

維持 
写真 4-1-63 

・大気質（粉じん等） 工事現場の清掃及び散水 写真 4-1-64 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・動物 

・植物 

・生態系 

・温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 写真 4-1-65 

・重要な地形及び地質（土地の安

定性） 

法面、斜面の保護 写真 4-1-66 

適切な施工管理 写真 4-1-67 

・植物 

・生態系 
外来種の拡大抑制 写真 4-1-68 

・景観 

・人と自然との触れ合いの活動

の場 

仮設物の色合いへの配慮 写真 4-1-69 

・廃棄物 

・温ガス 
副産物の分別、再資源化 写真 4-1-70 
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表4-1-8(2) 平成30年度の環境保全措置の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境要素 平成30年度に実施した環境保全措置 備考 

・大気質 

（二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 

・騒音 

・振動 

・温室効果ガス 

高負荷運転の抑制 － 

・温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

写真 4-1-71 

 

 

 

写真4-1-62 排出ガス対策型、低騒音型 

建設機械の採用（一例） 

写真4-1-63 建設機械の点検及び整備に 

よる性能維持（一例） 

  

写真4-1-64 工事現場の散水状況 

（一例） 

写真4-1-65 工事従事者への講習・ 

指導の実施状況（一例） 
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写真4-1-66 シートによる法面保護状況 

（一例） 

写真4-1-67 丁張設置による勾配管理 

（一例） 

 

 

 

写真4-1-68 タイヤ洗浄状況 

（一例） 

写真4-1-69 仮設物の色合いへの配慮 

（一例）（周辺の景観に配慮） 

  

写真4-1-70 建設副産物の分別 

（一例） 

写真4-1-71 積載量管理状況  

（一例） 
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4-2 代替巣の設置 

生息環境の一部が保全されない可能性がある種を対象に、これまでに専門家による現地確

認を経た上で、表 4-2-1 の通り代替巣を設置した。平成 30年度における代替巣の確認状況

を写真 4-2-1～写真 4-2-10 に示す。平成 26年に設置したノスリ大鹿村Ｂペアの代替巣にお

いて、ノスリの利用形跡を確認した。 

 

表 4-2-1 代替巣の設置状況 

 

 

  

写真 4-2-1 オオタカ喬木村ペア代替巣Ａの 

状況（平成 30年 5月 19 日） 

写真 4-2-2 オオタカ喬木村ペア代替巣Ｂの 

状況（平成 30年 5月 19 日） 

  

写真 4-2-3 ノスリ大鹿村Ｂペア代替巣Ａの 

状況（平成 30年 7月 26 日） 

写真 4-2-4 ノスリ大鹿村Ｂペア代替巣Ｂの 

状況（平成 30年 7月 26 日） 

人工巣1

大鹿村

2017.7

中型猛禽類

繁殖成功

ノスリ

ノスリ青木川（引の田南）ペア

樹種 ヒノキ

樹高 19m

胸高直径 39.2cm

営巣林の林相 ヒノキ林

架巣形態 樹幹型

巣の長径×短径 80m×70cm

巣の厚さ 60cm

架巣方向 西

架巣高 16m

北緯 35°32′25.28″

東経 138°01′58.29″

標高 890m

8月調査時

繁殖
確認
状況

又は

痕跡
等の
確認

人工巣周辺で番いを確
認。

営
巣
林
の
外
観

巣
直
下
の
痕
跡

（
糞

）

巣の
状態

目立つ崩れは認められない。

-6月調査時

- -

人工巣上に青葉や新しい
巣材、営巣地周辺で幼鳥
1個体等を確認。

備考

2018年は、2017繁殖巣（巣No.N-b-05）で営巣し抱卵行動を確認したものの、抱卵放棄。
その後、人工巣で再営巣したと推定され、繁殖成功。

繁殖ペア

営巣地情報

巣
の
遠
景

写真

巣No.

巣
の
近
景

位置
データ

繁殖種

繁殖状況

3月調査時

5月調査時

-

4月調査時 -

7月調査時

繁殖行動の確認なし。 巣
立

っ
た
幼
鳥

地区

営巣木
データ

巣
データ

発見時期

利用種(推定）

対象種 代替巣設置箇所 設置時期 

オオタカ（喬木村ペア） 2 箇所 平成 26 年 11 月 15 日 

ノスリ（大鹿村Ｂペア） 2 箇所 平成 26 年 11 月 14 日 

ノスリ（飯田市ペア） 2 箇所 平成 26 年 11 月 16 日 

クマタカ（大鹿村Ａペア） 2 箇所 平成 26 年 11 月 15 日 

ハイタカ（豊丘村ペア） 2 箇所 平成 28 年 11 月 17 日 



4-2-2 

 

  

写真 4-2-5 ノスリ飯田市ペア代替巣Ａの状況 

（平成 30年 8月 5日） 

写真 4-2-6 ノスリ飯田市ペア代替巣Ｂの状況 

（平成 30年 8月 5日） 

  

写真 4-2-7 クマタカ大鹿村Ａペア代替巣Ａの 

状況（平成 30年 8月 9日） 

写真 4-2-8 クマタカ大鹿村Ａペア代替巣Ｂの 

状況（平成 30年 8月 9日） 

  

写真 4-2-9 ハイタカ豊丘村ペア代替巣Ａの 

状況（平成 30年 6月 24 日） 

写真 4-2-10 ハイタカ豊丘村ペア代替巣Ｂの 

状況（平成 30年 6月 24 日） 
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4-3 重要な種の移植・播種 

生育する箇所を回避することができなかった重要な植物（地衣類）を対象に平成30年度に

おいて表4-3-1の通り、重要な種の移植を実施した。移植時の状況を写真4-3-1～写真4-3-10

に示す。 

 

表 4-3-1 平成 30 年度に移植・播種を実施した植物 

種名 科名 
移植・播種前の 

生育地 

移植・播種の 

実施箇所 
移植・播種の実施時期 

シラチャウメノキゴケ ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 
平成30年6月12、13日 

（移植） 

タナカウメノキゴケ ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 

平成30年6月12日 

（移植） 

平成30年10月4日※ 

（再移植） 

ヒカゲウチキウメノキ

ゴケ 
ウメノキゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 

平成30年6月13日 

（移植） 

オオキゴケ キゴケ科 飯田市鼎切石 飯田市鼎切石 
平成30年6月11日 

（移植） 

※移植したサクラの枝が台風の影響で折損し、移植地の管理者の判断により伐採対象となった

ため、別のサクラに再移植を行った。 

 

  
写真 4-3-1 移植作業の状況 

（飯田市シラチャウメノキゴケ） 

写真 4-3-2 移植作業の状況 

（飯田市シラチャウメノキゴケ） 

  
写真 4-3-3 移植作業の状況 

（飯田市タナカウメノキゴケ） 

写真 4-3-4 移植作業の状況 

（飯田市タナカウメノキゴケ） 
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写真 4-3-5 移植作業の状況（再移植） 

（飯田市タナカウメノキゴケ） 

写真 4-3-6 移植作業の状況（再移植） 

（飯田市タナカウメノキゴケ） 

  
写真 4-3-7 移植作業の状況 

（飯田市ヒカゲウチキウメノキゴケ） 

写真 4-3-8 移植作業の状況 

（飯田市ヒカゲウチキウメノキゴケ） 

   

写真 4-3-9 移植作業の状況 

（飯田市オオキゴケ） 

写真 4-3-10 移植作業の状況 

（飯田市オオキゴケ） 

 

 



5-1-1 

その他特に実施した調査 

5-1 希少猛禽類の継続調査 

評価書において事後調査の対象とした鳥類（希少猛禽類）について、工事着手までの間の

生息状況を把握するため、継続調査を実施した。既往調査でペアの生息が確認された大鹿村、

喬木村、飯田市の高架橋・橋梁、非常口（山岳部）、変電所付近を対象に調査範囲を設定し

た。なお、本調査では、平成 30 年度に完了する営巣期の調査結果を記載した。 

なお、ノスリ（大鹿村Ａペア）、ノスリ（大鹿村Ｂペア）、ノスリ（飯田市ペア）、クマ

タカ（大鹿村Ｂペア）、クマタカ（大鹿村Ｃペア）については、工事中の事後調査として「2-2 

動物」に記載した。 

 

5-1-1 調査方法 

調査方法を、表 5-1-1 に示す。 

 

表 5-1-1 希少猛禽類の調査方法 

調査項目 調査方法 

希少猛禽類 

定点観察法 

事後調査の対象とした猛禽類のペアについて、工事着手まで
の生息状況を把握することを目的として、設定した定点におい
て 8～10 倍程度の双眼鏡及び 20～60 倍程度の望遠鏡を用いて、
飛翔行動等を確認した。繁殖巣が特定された場合には、巣の見
える位置から巣周辺を観察した。 

営巣地調査 
古巣及び営巣木の確認を目的として、生息の可能性が高い林

内を探索した。巣を確認した場合は、営巣木の位置、営巣木の
状況、巣の状況、周辺の地形や植生等を記録した。 

 

5-1-2 調査地点 

現地調査地点は、事後調査の対象とした猛禽類のペアの行動が確認できるように工事施工

ヤードなど事業地周辺に設定した。なお、設定にあたっては専門家から意見を聴取した。 

 

5-1-3 調査期間 

調査期間を、表 5-1-2 に示す。 

表 5-1-2 希少猛禽類の調査期間 

 

 

調査項目 調査手法 調査実施日 

希少猛禽類 
定点観察法 
営巣地調査 

繁殖期 

平成29年12月13日 ～ 平成29年12月15日 
平成30年 1月21日 ～ 平成30年 1月23日 
平成30年 2月18日 ～ 平成30年 2月23日 
平成30年 3月18日 ～ 平成30年 3月23日 
平成30年 4月 8日 ～ 平成30年 4月13日 
平成30年 5月13日 ～ 平成30年 5月15日、19日、27日 
平成30年 6月 3日 ～ 平成30年 6月 5日、26日 
平成30年 7月 8日 ～ 平成30年 7月13日、28日 
平成30年 8月 5日 ～ 平成30年 8月10日、31日 
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5-1-4 調査結果 

希少猛禽類の継続調査における確認状況を表 5-1-3 に示す。なお、当該ペアについては事

後調査を実施するまでの間、調査を継続的に行う予定である。 

 

表 5-1-3 希少猛禽類の確認状況（平成 29 年 12 月～平成 30 年 8 月） 

ペア名 確認状況 

オオタカ（喬木村ペア） 長野県内の調査で、これまでに確認した営巣地周辺での繁殖は確認さ

れなかったが、飛翔等を確認した。今後も継続調査を実施し、専門家

の意見を踏まえ必要に応じ環境保全措置を実施し、事業による影響を

低減するよう努める。 

クマタカ（大鹿村Ａペア） 長野県内の調査で、平成 28 年の営巣地の近傍での繁殖成功を確認し

ている。今後も継続調査を実施し、専門家の意見を踏まえ必要に応じ

環境保全措置を実施し、事業による影響を低減するよう努める。 
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6 工事の実施に伴う廃棄物等及び温室効果ガスの実績 

6-1 廃棄物等 

工事の実施に伴う、建設発生土及び建設廃棄物の発生量及び再資源化の状況は、次の通

りである。 

 

6-1-1 集計項目 

集計項目は、工事の実施に伴う、廃棄物等の状況（建設発生土及び建設廃棄物）とした。 

 

6-1-2 集計方法 

集計方法は、各工事における施工実績やマニフェスト等により確認した。 

 

6-1-3 集計対象箇所 

集計対象箇所は、平成 30 年度に廃棄物等が発生した南アルプストンネル（長野工区）、

伊那山地トンネル（青木川工区）、伊那山地トンネル（坂島工区）及び中央アルプストン

ネル（松川）外とした。 

 

6-1-4 集計期間 

集計期間は、平成 30 年度に発生した廃棄物等を集計した。 

 

6-1-5 集計結果 

集計結果は、表 6-1-5-1 に示すとおりである。 

表 6-1-5-1(1) 建設発生土の発生量 

主な副産物の種類 発生量 

建設発生土注 1 115,563 m3 

注 1：発生土は、ほぐし土量である。 

 

表 6-1-5-1(2) 建設廃棄物の発生量及び再資源化の状況 

注 1：「再資源化等の量」の定義は以下の通りとする。 

 ・コンクリート塊及びアスファルト・コンクリート塊：再資源化された量と工事間利用された量の合計 

・建設汚泥、建設発生木材：再資源化及び縮減された量と工事間利用された量の合計 

なお、再資源化された量、再資源化及び縮減された量は、運搬先の施設ごとに、発生量にその施設における

項目ごとの「再資源化された割合」、「再資源化及び縮減された割合」の実績値を乗じて推計した。 

注 2：「再資源化等の率」はそれぞれの項目について「再資源化等の量」を「発生量」で除した値（再資源化率

または再資源化・縮減率）を示す。 

主な副産物の種類 発生量 再資源化等の量 再資源化等の率 

建設廃棄物 

建設汚泥 570 m3 0 m3 0 ％ 

コンクリート塊 798 m3 798 m3 100 ％ 

アスファルト・コン

クリート塊 
650 m3 650 m3 100 ％ 

建設発生木材 1,589 t 1,587 t 99 ％ 
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6-2 温室効果ガス 

工事の実施に伴う、温室効果ガスの排出の状況は、次の通りである。 

 

6-2-1 集計項目 

集計項目は、工事の実施に伴う温室効果ガスの排出の状況とした。 

 

6-2-2 集計方法 

集計方法は、各工事における施工実績や電力会社発行の使用明細等により確認し、二酸化

炭素（CO2）換算で算出した。 

 

6-2-3 集計対象箇所 

集計対象箇所は、平成 30 年度に廃棄物等が発生した南アルプストンネル（長野工区）、

伊那山地トンネル（青木川工区）、伊那山地トンネル（坂島工区）及び中央アルプストン

ネル（松川）外とした。 

 

6-2-4 集計期間 

集計期間は、平成 30 年度に発生した温室効果ガスの排出の状況を集計した。 

 

6-2-5 集計結果 

集計結果は、表 6-2-5-1 に示すとおりである。 

 

表 6-2-5-1 温室効果ガス（CO2換算）排出量の状況 

区分 
温室効果ガス（CO2 換算）排出量（tCO2） 

小計 行為別合計 

建設機械の稼働 

燃料消費（CO2） 1,866  

3,231  燃料消費（N2O） 14  

電力消費（CO2） 1,351  

資材及び機械の運搬
に用いる車両の運行 

CO2 1,408  

1,418  CH4 1  

N2O 9  

建設資材の使用 CO2 13,332  13,332  

廃棄物の発生 
焼却 

CO2 3  

3  N2O 0  

埋立 CH4 －  

CO2 換算排出量の合計 17,984  

注１：排出がない場合は「－」と記載した。 

注２：四捨五入して「0」となった場合は「0」と記載した。 
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7 業務の委託先 

環境調査等に係る一部の業務は、表 7-1 に示す者に委託して実施した。なお、委託した業

務の内、長野県においては、主に株式会社復建エンジニヤリング及び国際航業株式会社が担

当した。 

 

表 7-1 事後調査及びモニタリングに係る業務の委託先 

名 称 代表者の氏名 主たる事務所の所在地 

ジェイアール東海 

コンサルタンツ株式会社 

代表取締役社長 

森下 忠司 

愛知県名古屋市中村区 

名駅五丁目 33 番 10 号 

アクアタウン納屋橋 

アジア航測株式会社 
代表取締役社長 

小川 紀一朗 

東京都新宿区 

西新宿六丁目 14 番 1号 

新宿グリーンタワービル 

パシフィック 

コンサルタンツ株式会社 

代表取締役社長 

重永 智之 

東京都千代田区 

神田錦町三丁目 22 番地 

国際航業株式会社 
代表取締役社長 

土方 聡 

東京都千代田区 

六番町 2番地 

株式会社 

トーニチコンサルタント 

代表取締役社長 

川東 光三 

東京都渋谷区 

本町一丁目 13 番 3 号 

初台共同ビル 

日本交通技術株式会社 
代表取締役社長 

大河原 達二 

東京都台東区 

上野七丁目 11 番 1 号 

株式会社 

復建エンジニヤリング 

代表取締役社長 

安藤 文人 

東京都中央区 

日本橋堀留町一丁目 11 番 12 号 
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上記のほか、工事中の環境調査等に係る業務の内、工事の実施に関わる一部の測定は、表

7-2 に示す工事請負業者が実施した。なお、中央アルプストンネル（松川）外については、

鉄道・運輸機構に工事を委託している。 

 

表 7-2 測定を実施した工事請負業者 

主な工事箇所 工事請負業者の名称 

南アルプストンネル 中央新幹線南アルプストンネル新設（長野工区） 

工事共同企業体 

伊那山地トンネル 中央新幹線伊那山地トンネル新設（坂島工区） 

工事共同企業体 

中央新幹線伊那山地トンネル新設（青木川工区） 

工事共同企業体 

中央アルプストンネル

（松川）外 

戸田・あおみ・矢作中央新幹線中央アルプストンネ

ル松川外特定建設工事共同企業体 
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参考資料 1：騒音・振動の常時計測 

除山非常口及び小渋川非常口の工事施工ヤードにおいて、工事最盛期のモニタリングとは別に、

各工区において、建設機械の稼働に係る騒音・振動の状況を確認するための簡易な常時計測を実

施している。計測中は、周辺からも確認できる位置にモニターを設置して騒音・振動の値を常時表

示するとともに、作業中は適宜、騒音・振動の状況を確認して作業騒音・振動の低減に努めた。騒

音・振動の常時計測は表 参 1-1 及び図 参 1-1～1-2 に示す地点で行った。また、モニター表示例

を写真 参 1-1 に示す。 

 

表 参 1-1 常時計測の実施地点 

地点
番号 

市町村名 所在地 計画施設 

01 

大鹿村 大河原 非常口（山岳部） 

02 
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図 参 1-2（1） 常時計測の実施地点図（01 除山非常口） 
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図 参 1-2（2） 常時計測の実施地点図（02 小渋川非常口） 

 

   写真 参 1-1 モニター表示例（02小渋川非常口） 

    注：本モニターは騒音、振動を切り替えて表示している 
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参考資料 2：トンネル掘削の状況 

平成 30年度までの各工事実施箇所におけるトンネル掘削の状況について、以下に示す。 

 

除山非常口からの非常口トンネルについては、概ね半分程度掘削が完了した（約 800m）。小渋

川非常口からの非常口トンネルについては、概ね掘削が完了した（約 1,100m）。 
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参考資料 3：廃棄物等 

平成 30 年度の各工事実施箇所における建設発生土の主な搬出先と土量について、以下に示す。 

 

南アルプストンネル除山非常口、小渋川非常口からの建設発生土は、自治体等を窓口に大鹿村

の総合グラウンド整備に約 2万 m3、ろくべん館前の敷地造成に約 1万 m3を活用した。 

また、当社が計画・設置する発生土置き場（発生土仮置き場含む）に存置する土量※は、平成

30年度末時点で、大鹿村内の旧荒川荘発生土置き場に約 1万 m3、発生土仮置き場Ａ、Ｂ及びＥに

約 12万 m3となっている。 

※締固めた土量で表記している。 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、再生紙を使用している。 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の100万分1 日本、50万分1 地方 

 図、数値地図200000（地図画像）、数値地図50000（地図画像）及び数値地図25000（地

図画像）を複製したものである。（承認番号 令元情複、第135号） 

 

なお、承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院

の長の承認を得る必要があります。 
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